








































姫さま、世界滅ぶからごはん食べ行きますよ！２








おかざき登
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　おしながき









一品目　豚の生姜焼き

二品目　マグロのあれこれ

三品目　すき焼き

四品目　クリスマス・チキン

五品目　本格チーズバーガー

六品目　お昼の定食

七品目　年越し蕎麦とか、おせち料理とか

八品目　お正月カレー





豚の生姜しようが焼き







　早朝。

「ここに、少し前に冷蔵庫から出して常温に戻しておいた豚肉があります」

　特に異能力に覚かく醒せいしているわけでもなく、異世界に行ったこともない、ごく普通の高校生花はな泉いずみ飛ひ露ろ騎きは、テーブルの上に鎮ちん座ざした豚肩ロースの薄切りを指さした。

「ブタ……というのは、この間のミルフィーユ鍋なべで使った獣けもの肉にくですわね？」

　精せい緻ちな金細工のような髪をかき上げながら、異世界から追放されてこの世界にやってきたお姫様のロフィーナ・ソガペール・カタストは、バットの中身をサファイアのような青い瞳ひとみでまじまじと見つめた。

「うん。あのときの豚肉ほど高級じゃないけどね。で、こっちがタレの材料。おろしショウガ、醬しよう油ゆ、酒、みりん。これをレシピ通りの分量、このボウルに入れて混ぜ合わせます」

　言葉通りに手を動かしタレを混ぜ合わせる飛露騎に、ゆるふわな髪と高校生離れした大きな胸を弾ませながら、

「あのねあのね、ヒロくん、栄養のことを考えたら、何かお野菜も入れるべきだと思うの」

　幼なじみの久く保ぼ田た紅べに緒おが冷蔵庫から引っ張り出してきた春しゆん菊ぎくを手に振り返った。

「却下！　なんでよりによってそれなの!?　タマネギとかピーマンとか、もうちょっと合いそうな野菜があったよね!?」

「だって、栄養価が……」

「紅緒は早くそれが失敗の原因なんだって気づいて」

「紅緒、レシピ通りに作れって飛ひ露ろ騎きに何度も言われているのではなくて？」

　飛露騎とロフィーナに言われて、紅緒はしゅんと肩を落とした。

「野菜なら一応、刻んだキャベツを敷くよ。今日のはお弁当に入れるおかずだから、迂う闊かつに野菜を入れると水っぽくなるからね」

　そう説明しながら、飛露騎はバットに適量のタレを入れ、そこに薄切り肉を一枚ずつ敷くように並べて浸ひたしていく。

「こうやって二、三分漬け込むよ。漬ける時間が長くなると肉が固くなるから注意ね。ほら、紅緒、いつまでも春菊握にぎって落ち込んでないで、姫と弁当箱にごはんよそって。僕はキャベツを千切りにするからさ」

「かしこまりましたわ」

「はぁーい」

　それから少しして、キッチンに肉を焼くジュウジュウという音が響き渡り始めた。脂あぶらと生姜しようがが焼ける香りがどんどん充満していく。

「なんだか……暴力的な香りですわ……」

「えー？　暴力的かなあ？」

　ロフィーナの言葉に、紅緒が首を傾かしげる。

「私にとっては馴な染じみのある匂においっていうか、絶対美お味いしい安心感みたいなものがあるんだけど」

「こんな問答無用で口の中によだれが出てくる美味しそうな香りは、暴力的としか言いようがありませんわ！」

「まあ、確かにショウガやニンニクの香りって問答無用なところがあるよね」

「そう、それがずるいのですわ。こんなの、美味しいに決まってる香りですもの！」

「えーと、ロフィーナちゃん、なんでそんなにプンプンしてるの……？　美味しそうなのは良いことだよね？」

「上う手まく言えませんけれど、こんなの、品がありませんわ！」

　ロフィーナは握りしめた拳こぶしをブンブンと振り回しながら力説した。

「ですけど、その品のなさも含めて、それが良いから腹立たしいのですわ！」

「まあまあ、美味しいならいいじゃない」

　言いながら、飛露騎が肉をひっくり返す。豚肉の今までフライパンに接していた面の焼き色は、香り以上に見る者の食欲を刺激した。

「飛ひ露ろ騎き様。言いつかっていた掃除が……おや、なんと食欲をそそる香りでしょう。大変美お味いしそうでございます」

　そんなタイミングでキッチンに顔を出した銀髪にして褐色の肌の侍女のヴヴ──ヴーヴクリコ・ポンサルダンが、言うべきことを途中で放ほうり出してクンクンと鼻を鳴らした。

「ヴヴさんのお弁当にも入りますよ。あ、それから、もうそろそろお弁当作りも終わるんで、朝ごはんにしますから、〆しめ張はりさんを起こしてきてもらえますか」

　コンロの火を止め、焼き上がった肉を皿に移しながら、飛露騎はヴヴの方へそう言いながら振り返った。

「かしこまりました」

　一礼して、ヴヴがキッチンから出て行く。

　ロフィーナはと言えば、自分の侍女さえ眼中に入らないほど、皿の上で湯気を立て香りを放つ生姜しようが焼きに釘くぎ付づけになっていた。

　それを気にもせず、飛露騎は生姜焼きをそれぞれの弁当箱に手際よく収めていく。

「じゃあ、お弁当もできたし、私は朝ごはんを食べに帰るね」

　自分の分の弁当箱を包みながら、紅べに緒おが言った。

「どうせなら食べていけばいいのに」

「そうもいかないよ。お母さんが作ってくれてるし、私だけこっちでみんなと食べたらお姉ちゃんが拗すねるもん」

「子どもか……。まあ、碧みどりさんだから、ないと言い切れないんだよなあ……」

　飛露騎の言葉にクスッと笑って、

「じゃあ、またあとでね」

　と紅緒もキッチンから出て行った。

　それでもなお、ロフィーナの視線は揺るぎなく生姜焼きに注そそがれていた。

「一切れ余ったけど、味見する？」

　飛露騎は見かねて、弁当に詰めるのに使っていた箸はしで残った一切れをつまみ上げつつ、ロフィーナに訊きいた。

「いいんですの!?」

　言うが早いか、ロフィーナは飛露騎が持つ箸にパクッと食いついた。そして一口で生姜焼きを口の中に収め、

「んーっ！　何これ、すっごく大衆的な味ですのに、超美味しいですわ！　黄色とほんのりした赤と、ちょっぴり白しろ味みもあって……」

　と満面の笑みでもぐもぐし始めた。

　気分が落ち込むと世界が滅ぶという特異体質を背負ったロフィーナのそんな幸せそうな笑顔を見て──












（当面、世界は平穏無事そうだな）

　と、飛ひ露ろ騎きは安あん堵どと苦笑いが入り混じったようなため息をついた。





マグロのあれこれ







　十二月も中盤に差し掛かると、期末試験のプレッシャーが否いや応おうなく高校生の双そう肩けんにずっしりとのしかかってくる。

　それは、編入したばかりのロフィーナやヴヴとて例外ではなかった。

「やはり、語学や歴史などの科目は厳しいと感じますわね。翻ほん訳やく装置があれば余裕ですけど、それは不正な行為ですものね」

「御意にございます。知識の蓄ちく積せきが圧倒的に足りません。しかし、数学系は似たような学問を他の世界でも見ておりますし、ルールさえ頭に入れてしまえばなんとかなりそうです」

　机の上に教科書を並べながら、授業が終わる度にロフィーナとヴヴはテストの対策を話し合い、毎回同じ結論に至っていた。

　何度も一緒にテスト対策の勉強をしている飛ひ露ろ騎きから見て、ロフィーナもヴヴも勉強ができないというわけではなかった。むしろ、ロフィーナは聡そう明めいで飲み込みが早いし、ヴヴも基礎を理解すればすぐに応用に取り組めるだけの頭の回転の良さがあった。

　が、如何いかんせん、この世界に来て日が浅すぎるのだ。

　あまりに危険な体質のために世界から追放されては別の世界に行き、その世界からまた追放されて、ということを繰り返してきた特殊すぎる環境に加え、異世界で学んだ魔法学や歴史学などが、この世界ではまるで役に立たない。

「ふふん、困ったときは吾わが輩はいに、この幼き天才、ローズ・フォア・カクレー博士にお任せなのだわ！」

　ロフィーナの後ろの席で、金髪ツインテールの幼女が棒付きの飴あめ玉だまをくわえたまま、不敵な笑みを浮かべて、古いＳＦアニメに出てきそうな謎なぞの物体を取り出して掲げた。

　幼女でありながら高校の制服を着ているので、どこからどう見てもブカブカである。

　見た目の通り実年齢も幼女でありながら、『滅亡を隠いん蔽ぺい及び究明する部署』略してＭＩＢなる組織のトップという地位を合衆国から任され、日本にやってきて、あらゆる権力を駆使して飛露騎たちの高校に飛び級で編入してきた天才にして、飛露騎が住むマンションのおとなりさん。それが、このローズ・フォア・カクレーなる幼女の正体である。

「またおかしなものを持ってきて……」

　飛露騎が言い終わる前に、バン！　と教室の戸を叩たたき付けるように開けて、ショートボブにピシッとスーツを着込んだ女性が走り込んできた。

「貴女あなたは！　天才なら何度も同じことを言わせないでほしいわねッ！」

　そして、大人の腕力で謎の物体を奪い取る。

「あっ！　吾わが輩はいの『チョロい脳のう筋きんイケメンになる光線照射装置』がっ」

「それで何をする気だったの!?」

「周りがバカになれば、相対的にロフィーナ姫の成績は上がるのだわ！」

「発想が逆転的すぎるわよっ。まったく、休み時間まで教室に来させないでほしいわ」

　教師然とした態度で謎なぞの装置を没収したのは、〆しめ張はり津つ留る美みだった。新任教師ということになっているが、実際のところは若くして『滅亡対策室』という内閣直属の部署の室長を務める才さい媛えんである。

　現在、『滅亡を引き起こすかもしれない』原因に対して迅じん速そくなケアをするべく飛ひ露ろ騎きの家に居座っている。居座るだけで家事全般に対しては手伝おうとすらしないが、ロフィーナの生活に支障がないようにと、ことあるごとに軍資金を用意してくれることもあって、飛露騎を始めそのことについて誰も文句は言わない。

「とにかく、これは預かります。放課後、職員室まで取りにきなさい」

「横暴なのだわ！」

　抗議するローズを、津留美は底冷えする様な冷たい目で睨にらみつけた。その眼光に、ローズは「ひっ」と年相応の怯おびえた顔をする。

　そのまま、津留美はツカツカと教室から出て行った。

　ローズは不満そうな顔でポケットから棒付きのアメを取り出し、包み紙を剝むいて口に入れた。

「この上なくムカツクのだわ……！　こうなったら、この天才の頭脳の凄すごさを思い知らせてやるのだわ……！」

　ガリガリとアメを嚙かみながら、ローズは口の中でそう呟つぶやいた。




　そして昼休み。

　午前中の授業で内職をして『インテリイケメンになる光線照射装置』をパパッと作り上げたローズだったが、

「姫様は高潔でいらっしゃいます。テストで実力を誤ご魔ま化かすような不正をお好みにはなりません。しかも、イケメンというのは見目麗しい男子のことでありましょう？　姫様を男にしようなどとは言ごん語ご道どう断だんです。それをご使用になるのであれば、私との戦争をお覚悟くださいませ」

　とヴヴに即座に否定され、ぐぬぬと歯は嚙がみすることになった。

「天才はいつの時代も周囲に理解されないのだわ……」

　それでもローズはめげずに次の作戦への闘志を燃やす。

「なんでローズちゃんはイケメンにこだわるのかな？」

「好きなんじゃないの？　それより、僕としては本当に光線当てたらそんな変化をするのかが気になるんだけど」

「どうでもいいですわ。ところで、飛ひ露ろ騎き、この問題を教えてくださる？」

「私も一緒にご教授頂ければと」

「え、うん。でも、もう次の授業が始まっちゃうから、放課後また勉強会やろうか」

「さすが親友、頼りになりますわ！」

「いや、その、なんていうか……僕より紅べに緒おか〆しめ張はりさんに教わった方が効率いいと思うけどね。紅緒、なんだかんだで僕より成績いいし」

「えへへ、任せてほしいな！」

　と、そんなふうに、飛露騎とロフィーナと紅緒とヴヴは、静かに闘志を燃やす幼女の目の奥の光に、さほど興味を示すこともなかった。

　──少なくとも、今は。





　　　　＊






　放課後。

　教室での他のクラスメイトたちも加わっての勉強会を終えた帰路で、電器店の店頭にディスプレイされたテレビから、

『……本日電撃的に可決され施し行こうされたこの法案は全高校生の学力平均を底上げするために当面の授業内容やテスト内容を小学・中学レベルの内容の復習に充あてるとするものであり、教育現場の大混乱が予想されます。同じような法案が合衆国を始めほとんどの先進国で今日から突如議論され始めており──』

　そんなアナウンサーの声が聞こえてきた。

「……は？」

　そのあまりにメチャクチャな内容に、飛露騎はテレビ画面の方へと振り返った。

　飛露騎につられるようにして、ロフィーナや紅緒、ヴヴもテレビを見やる。

『いやあ、確かに混乱は起きるかもしれませんが、良いことなんじゃないですか？　基本は大事ですよ』

『そうよ、勉強できる人は自分で勝手にやるでしょ？　だったらそっちは放ほうっておけばいいのよ』

　どういうわけか、居並ぶコメンテーターたちも諸もろ手てを挙げて不自然に賛成している。

「これ……どういうことですの？」

「わかんないけど……授業やテストが簡単になるってことかな？」

　ロフィーナが怪け訝げんな顔をして、紅緒が首を傾かしげる。

「飛露騎様。こちらの世界では、このような動きはよくあることなのでしょうか？」

　ヴヴの質問に、飛ひ露ろ騎きは首を横に振った。

「まさか。どう考えてもありえないよ」

「でも、案外名案かもしれないよ？　ほら、テストでも八〇点取れてる科目を九〇点に伸ばすより、苦手で五〇点しか取れない科目をしっかりやって七〇点に伸ばす方が楽だし効率もいいもん」

「紅べに緒おの理屈は正しいかもしれないけど、本来の授業内容を丸っきり捨ててまでやるなんて極端すぎるし、仮にやるにしたって普通は年度の変わり目まで待つとか、何年後に施し行こうするとかなんじゃないの？」

「あー、そっか。言われてみればそうかも。ヒロくん頭良いねえ」

「頭が良いってのとは違うような……。成績自体は紅緒の方が良いじゃん」

「とにかく、これは異常事態ですのね？」

　ロフィーナの事実確認に、飛露騎と紅緒は揃そろってうなずいた。

「姫様、これは、テストを控えた我々に対する権力者の間違ったアプローチなのではないでしょうか」

「まあ、そう考えるのが妥当だろうなあ。内容を簡単にすれば、確かに毎日のように一生懸命勉強してる姫とヴヴさんの負担は減るだろうし」

「そういえば、ローズちゃんが変な光線銃でやろうとしていたことも、周りの成績を下げてロフィーナちゃんたちの順位を上げよう、みたいなことだったよねえ」

「しかも、まだ諦あきらめてなかったっぽいよね。でも、〆しめ張はりさんが何かうっかりをやっちゃったっていう可能性も捨てきれないんだよなあ」

「まったく、大きなお世話ですわ」

　ロフィーナがへの字口で頰ほおを膨ふくらませた。

「ロフィーナちゃんもヴヴさんも毎日頑張ってるもんね」

「ええ。まったく、見くびられたものですわね」

「同感でございますが、姫様、あまりお心を乱されませんよう」

「わかっていますけれど……」

　ロフィーナが桜色の唇くちびるを嚙かんだ。

　誇りを傷つけられて悔しさに耐えているのだろうか、と飛露騎が推測した瞬間、

『今入ってきたニュースです。世界各地で子猫が巨大化する現象が起きているとのことです。じゃれつかれたビルが倒壊するなどの被害が出ており、国によっては軍も出動しているとのことですが、そのあまりに愛くるしい姿に攻撃することもままならず対応に苦慮している模様です。なお、軍を動かした国では動物愛護団体からの抗議も……』

　現実的にはありえないニュースをテレビ画面のキャスターが伝え始めた。

　世界の滅亡が発動した。

　飛ひ露ろ騎きも紅べに緒おもヴヴも、瞬時にそれを理解した。

　そして──、

「あらま、今日は世界の滅亡と関係なくごはんに誘いに来たのに、結局はこうなっちゃうワケね」

　いつも世界の滅亡の兆きざしとともに現れる〆しめ切きりぶっちぎりクィーンにして紅緒の姉の碧みどりが、飛露騎たちの背後で尊大な笑みを浮かべていた。

　すっぴんに梳とかしてもいない髪を無造作に束たばね、部屋着の上にコートを羽は織おっただけの、およそ女子大生という単語には似つかわしくない、オシャレからほど遠い格好で。

　そして残念なモノを見る一同の視線にまったく動じることなく、

「さ、今日はロフィーナちゃんが大好きなアレを食べに行くわよ！」

　碧はそう言い放った。





　　　　＊






　その店は、店名よりも大きく『マグロ専門店』と看板に記載されていた。

「マグロならいつもの『繚りよう乱らん亭てい』で充分なんじゃないの？」

　繚乱亭はマグロの仕入れにはこだわっている、という話を聞いていた飛露騎は不思議そうに首を傾かしげた。実際に食べて美お味いしかったわけで、ロフィーナなどそれでトロが大好物になったほどである。

「わたくしもそう思いますわ」

「御意にございます」

　飛露騎の言葉に、ロフィーナとヴヴも追従する。

　が、碧は「ちっちっち」と指を左右に振った。

「確かにあの店のマグロはレベルが高いわ。でも、ここじゃなきゃ食べられないものもあるのよ。まあ、たまに『繚乱亭』にも面白い部位があったりして楽しいんだけど、食べたいものが今日あるとは限らないのよねー」

　言いながら、碧はのれんをくぐって店に入った。

　開かれた戸の向こうから、歓声や活気に満ちた声が流れ出してくる。

「あらま、ちょうど解体ショーやってるみたいね」

　碧が言った通り、店の中央にはどーんと大の大人並みの大きさのマグロが台の上に置かれ、日本刀のような包丁を手にした料理人を中心に、他二人ほどがアシスタントになってそれを捌さばいていた。

　それを、どの客もスマートフォンのカメラで写真を撮ったり、食い入るように見つめたりしていた。

　店員がやってきてテーブルに案内してくれたが、その間もロフィーナとヴヴの目は解体ショーに釘くぎ付づけだった。

「どう？　初めて見るマグロの姿は。解体をショーにするなんて、ちょっと野や蛮ばんに見えるかもしんないけど」

　碧みどりの問いに、ロフィーナは首を横に振った。

「わたくしたちの世界でも狩りは貴族の嗜たしなみでしたもの。幼い頃、両親が仕し留とめた獲物をその場で血抜きしたり解体するのを見た経験もありますわ。それを見せ物にすることの是非はさておき、食べるということは命を奪うことだということはわかっているつもりですわよ」

「それは何よりだわ。ほら、あれを見て」

　碧が指さした解体ショーでは、今まさに大トロのサクが切り取られ、高々と掲げられているところだった。

「あれが大トロの部分ね。『繚りよう乱らん亭てい』みたいなお店では、あんなふうに切り分けられた部分を市場から買ってくるんだと思うの。一匹丸々買うと使い切れないし、高いからさ。でも、このお店みたいに専門店だったり、いくつも店舗を持ってるグループだと、あんなふうに一匹丸々買い取れるから、一匹から少ししか取れない希少な部位も目玉商品としてメニューに並ぶってわけね」

「今切り分けられた大トロとか、普通は充分目玉商品の扱いなのになあ。実際美お味いしそうだし」

「大トロは美味しいですものね」

「まあまあ、ここはお姉ちゃんに従おうよ。これまでお姉ちゃんのオススメにハズレはなかったし」

「同感でございます」

「まあ、食べたいなら頼んでもいいけどね」

　言いながら、碧はメニューを広げて店員を呼び、

「コレとコレとコレ。あと、飲み物は……あ、十四代あるじゃない。冷酒で二合、お猪ちよ口こは二つお願いね」

　と注文を伝えた。

　飛ひ露ろ騎きたちも、それぞれコーラやらオレンジジュースやらウーロン茶をオーダーする。

　やがて、飲み物と一緒にお通しが運ばれてきた。

　小さな器うつわに入っていたのは、針生姜しようがが添そえられた飴あめ色いろのしぐれ煮だった。

「あら……これもマグロですの？」

　ロフィーナが首を傾かしげた。

「マグロをお酒や醬しよう油ゆやみりん、砂糖、生姜とかで味付けして煮た料理だね」

「一度生のマグロを味わってしまうと、火を通してしまうのはもったいないと思えてしまいます」

　ヴヴの言葉に、ロフィーナもうなずいて同意を示した。

「二人とも、すっかり日本の味覚になじんじゃってお姉さん嬉うれしいわ。箸はしの使い方もだいぶ様になってきたし。まあ、生で出すには鮮度が大事なわけだけど、生で出せないけど捨てるには惜おしいとか、端はしっこの方とか、そういう肉を使ってるのよ、たぶん。これはこれで、お酒をやるのに充分な味わいよ」

　言いながら、碧みどりはヴヴのお猪ちよ口こに日本酒を注そそいだ。

　ロフィーナが、まだ少しぎこちない箸使いでしぐれ煮を口に運ぶ。

「あら、火が通ると全然違う食材みたいですわね」

　驚いた顔で、ロフィーナが言った。

「同感でございます。しかし、これはこれで」

　ヴヴはしぐれ煮を食べた直後に日本酒を口に含み、

「やはり、良いものでございます」

　と酒飲みとしての感想を述べた。

　飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おもそれに続く。

　生姜しようがの香りと甘あま辛からい煮汁を吸った身はやや固く、刺身の食感の名な残ごりは残っていない。しかし、嚙かみしめるほどに滲にじみ出てくる旨うま味みには、確かにマグロの香りがあった。

　トロの刺身のような強烈な旨味のインパクトはないが、じんわりと口の中に広がる醬しよう油ゆの味と生姜の香りと火が通ったマグロの風ふう味みは、素そ朴ぼくでありながら飽きが来ない。

「マグロっぽいかどうかはさておき、ごはんが欲しくなる味だよね」

「あ、それ、すっごくわかるな！　味付け、ちょっと濃いめだもんね」

　飛露騎の言葉に、紅緒がうんうんとうなずいた。

「確かに、これとかツナマヨのツナがマグロだって、感覚的にはあんまりピンとこないわよね」

　碧がそう苦笑したところで、次の品が運ばれてきた。

「皮の湯ゆ引びきポン酢でございます」

　テーブルに置かれたガラスの器うつわには、白っぽい細切りの物体の上に紅葉もみじおろしが鎮ちん座ざした料理が収まっていた。

「皮って、マグロの皮？」

「そうよ。皮をお湯に通して細切りにして、ポン酢と紅葉おろしをかけた料理ね。あ、ロフィーナちゃん、その赤いのはちょっと辛いから気をつけてね」

　説明しながら、碧が真っ先に箸を伸ばし、次いで当たり前のように日本酒を飲んで、たまらない、という満足げな顔をする。

「皮なんて食べたことないなあ」

「そりゃ、手間もかかるし冷凍物だと引きずって運搬したりするから汚れちゃうしね、置いてる店は珍しいかも」

「なるほど」

　うなずきながら、各々が箸はしを伸ばす。

「あ、美お味いしい！　なんかくにくにっていうか、もちもちっていうか、食感が面白い」

「これ、ゼラチンとかコラーゲンとかの塊かたまりだよ、きっと！　お肌に良さそう！　ヘルシーだよ美容に良いよ！　私、これ大好き！」

「さっぱりした味付けも良いですわね。それでいて、マグロの脂あぶらのほんのりとした甘あま味みが感じられますわ。青さの奥の奥に黄色が隠れているみたいな──」

「御意にございます。これは大変お酒が進む素晴らしい料理かと存じます」

「そりゃね、お酒飲ませるお店だもの。繚りよう乱らん亭ていもそうだけど、飲ませる気満々なのよ」

「お姉ちゃんは仕事に差し支えない程度にセーブしてね？」

「紅べに緒お、この楽しい場で野や暮ぼなことは言いっこなしよ」

　そして皮の湯ゆ引びきが食べ尽くされたところで、次の品が運ばれてきた。

「マグロの頰ほほ肉にくの刺身でございます」

　綺き麗れいに盛りつけられたその刺身は、一見するとまるで上質な生の牛肉のようでもあった。獣けもの肉にくを思わせるような色合いで、しかし、牛肉に入ったサシとは違って脂は凝ぎよう固こしておらず、天井の蛍光灯の光を受けてキラキラと輝いていた。

「頰肉って……ここ？」

　飛ひ露ろ騎きが自分の頰を指さしながら訊きいた。

「そうよー。一匹から限られた量しか取れないから貴重なのよ。さ、さ、食べてみなさいって！　美味しいから！　あ、あと、ロフィーナちゃんとヴヴちゃんはちょっとだけわさびにチャレンジしてみたら？　付けすぎると辛からいし鼻にツーンってくるけど、味が引き締まるから」

　碧みどりに勧められて、飛露騎たちはひときれずつ頰肉を醬しよう油ゆ皿に取った。

　そして、わさびをちょんと身の上に乗せて、口へ──

「んー！」

　ロフィーナは飲み込む前に歓喜の声を上げた。

「すっごい脂が乗ってますわ！　なのに、歯は応ごたえがしっかりあって、でもスパッと嚙かみ切れて……！　しかも、このわさびっていうのがピリッと爽さわやかで、まるで溢あふれ出す黄色の中にパッと青い閃せん光こうが駆け抜けていったみたいですわ！」

　左手を無意識に頰に添そえて、ロフィーナが口元を綻ほころばせた。ほんのりとバラ色に紅潮した頰が、口の中にあるものの味への好意を雄ゆう弁べんに語っていた。

「御意にございます。黄色が濃いだけに、青が鮮烈でございます」

「相変わらず、姫とヴヴさんの色に例えるのは共感しにくいけど……これはすごいね。普通の中トロ以上に脂あぶらが乗ってるのに、食感が全然違うっていうか」

「ホント、美お味いしーい！」

　紅べに緒おも飲み込んだあと、余韻に浸ひたるように恍こう惚こつとした表情で小さくため息をこぼした。

「脂の罪悪感が吹っ飛んじゃうっていうか……私、中トロ大トロよりこの頰ほほ肉にくが一番好きかも」

「紅緒がそう言う気持ちはよくわかりますわ」

「頰肉はたまにだけど繚りよう乱らん亭ていでもあったりするわよ。あと、繚乱亭では頰肉をフライにして出すこともあるんだけど、これが刺身とはまた違った美味しさですごいのよ」

　自慢げに、碧みどりが言う。

「それは是が非でも味わってみたいですわね……」

「でしょでしょ」

「碧さんが通うのもわかる気がするね」

「うん、このお店も、繚乱亭もね」

「ふっふっふ。そう判断するのは早いわよ。あたしのイチオシメニューはまだ来てないんだからね！」

　あまりに自信満々な碧の態度に、全員が息を吞のんだ。

「それって、そんなに美味しいんですの……？　さっきの頰肉だって充分に美味しかったですわよ……？」

「うん。あたしは大トロより美味しいと思ってるわ」

「大トロより……!?」

　碧によってハードルを上げに上げられたその品が、

「マグロの脳のう天てんの刺身でございます」

　と運ばれてきた。

　これまでの刺身とは違い、綺き麗れいな長方形のスライスではなく、一口大のぶつ切りに近い形状だった。色合いは大トロそのもので、照明の光をキラキラ反射する表面を見れば、脂が乗っているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「脳天ってここだよね……？」

　飛ひ露ろ騎きが自分の頭のてっぺんを指さした。

「もちろん。一匹から卵一個分くらいしか取れないんだって」

「あの大きさの魚から卵一個……それは希少ですわね……」

　言いながら一切れ食べて、ロフィーナは「！」と表情を一変させた。

「すっごい脂ですわ！　大トロ以上に真っ黄色ですわ！」

「姫様、いくらなんでも大トロ以上は言いすぎなのでは」

　そう言いつつヴヴも食べてみて、箸はしを取り落としそうになるほど愕がく然ぜんとしていた。

「やだなあ、二人とも大おお袈げ裟さだよ」

　飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おも一切れずつ食べてみて──

　言葉を失った。

　脂あぶらの乗りも舌の上で溶けていくような食感も大トロと同様だが、確かに「大トロ以上と言わしめる何か」があるように飛露騎にも感じられた。

　なんというか、よどみがないのだ。大トロよりももっとするりと、風ふう味みと旨うま味みが流れ込んでいくような感覚。

「美う味まっ！」

「ああもう、すっごい脂……美お味いしいけど……美味しいけど……！」

　紅緒は食べながらくねくねと身を揺らしていた。どうやら、美味しさと罪悪感との狭はざ間まを彷徨さまよっているらしい。

　飛露騎たちが希少部位を楽しむ中、店のあちこちで「大トロの刺身でございます」「大トロの握にぎりでございます」と言う声が聞こえてきていた。解体ショーで捌さばかれた大トロに注文が集まっているらしい。

　そうした他のテーブルへ運ばれていく大トロの刺身を見て、飛露騎は「あっ」と声を上げた。

「そうか、筋すじだ！　大トロに比べて、筋がほとんどないんだよ！」

　大トロには、縞しま模も様ようのように白い筋が入っている。食べてもそれほど気になるわけではないが、やはり脂や身に比べると、どうしても口の中で残ってしまう。

　脳のう天てんには、その筋がほとんどないのだ。

「ヒロ、正解」

　碧みどりはそう言ってニヤリと笑い、他の面々も一様になるほど、とうなずいた。

「まあ、筋が入るほどの量がないんだろうけどね。あるいは、綺き麗れいにカットして形を整えられるだけの量がないから、開き直って筋を取り除くように切ってるのかも。その辺のことはあたしもよく知らないんだけど」

「その分、とろける食感に雑ざつ味みが入らないんですわね」

「しかし、この美味しさで希少となると、お値段もすごいことになるのではないでしょうか……？」

「ん、まあ、安くはないけど、そこまでバカみたいに高くはないわよ。希少すぎてそこまで出回らないのが逆にラッキーなのかもね。特別な仕入れのルートがあるとか、ここみたいに丸々一匹買うとかしないと手に入らないから、常時メニューに載せてる店があんまりないのよ。その代わり、限定何食とか売り切れご免のお店が多いけど」

「マグロってすごい魚ですわね……」

　しみじみとロフィーナが言った。

「姫様、お酒を召し上がれるお年になったら、その思いは一層強くなると存じます」

　ヴヴも、脳のう天てんの後味でお酒を楽しみながら、そう言ってうなずいた。

「その分、世界中で需じゆ要ようが高まってて、乱獲が問題になったりもしてるみたいだけどね。でも、養殖の技術も年々向上してるみたいだし、減ってるなら食べるためになんとしても増やす、っていう日本人の食にかける情熱は素晴らしいと思うわ」

　上機嫌でそう言いながら、碧みどりは最後の脳天にわさびを載せ、醬しよう油ゆにつけて──

「あ、碧さん、それ──」

　飛ひ露ろ騎きの言葉より早く、口に放ほうり込んだ。

「ん？　ヒロ、何──」

　碧は言い終わるより先に絶句して、涙目になって鼻を押さえた。

「わさび、多すぎるんじゃないかなって……。遅かったみたいだけど」

「ロフィーナちゃん、ヴヴさん、わさびは多すぎるとお姉ちゃんみたいに鼻にツーンってくるから気をつけてね」

「わかりましたわ」

「扱いを間違えてはいけない劇げき物ぶつなのですね」

　ロフィーナとヴヴは神妙な顔でうなずいた。

「まあ、トロとか脳天みたいに脂あぶらが乗った刺身だとわさびの辛からさは中和されるから、普通こういう事故が起きるのってイカとか貝とかさっぱりしたものの方が多いんだけどね」

「もー、気づいてたんなら早く言ってよ……」

　碧が情けない声で言う。

「言ったけど、言い終わる前に食べちゃったじゃないっすか」

「そうだけどさ……」

　日本酒を普段の一口より多めにあおって、ようやく辛さと鼻を襲った刺激が和らいだのか、碧は大きくひとつため息をついた。

　そして、

「じゃ、ちょっと刺身一切れずつとかチマチマしたのが続いたから、ちょっとお腹なかにたまるものでも頼もっか」

　と、碧は手を上げて店員を呼んだ。





　　　　＊






「尾の身のカツでございます」

　全員の前に運ばれてきたのは、見た目にもドーンと迫力のあるきつね色の揚あげ物だった。

　まず、その大きさに目が行く。ロフィーナの小さな顔なら隠せてしまうのではないだろうか。それが五等分にカットされているが、一切れが一口どころか、二口でも食べきれないのではないか、というサイズだった。女の子の口だと三口でも苦しい。

　そして刻んだキャベツと、申し訳程度のマカロニサラダ、皿の端はしっこにちょこっとの黄色い和がらし。

　なお、碧みどりは、マグロの尾の身のカツが来るタイミングで、日本酒からビールに切り替えており、ヴヴもそれに倣ならっている。

「これは……エビフライを思い出す外見ですわね」

「うん、同じ調理法だよ。エビフライはタルタルソースで食べたけど、今回はこのソースかお醬しよう油ゆをかけて食べる感じかな？」

「紅べに緒お様、こちらの黄色い物体はなんでしょうか？」

「からしだよ。お好みでつけるといいけど、これも辛からいから気をつけてね」

「そうそう、だばーってソースかけて、ばくーってかぶりつけばいいのよ。気取らずに食べるのが美お味いしいのよ」

「碧さん、ちょっと偏り過ぎじゃないっすか。まあ、僕もその意見には賛成だけど」

「でしょでしょ。尾の身って、ほら、尻尾しつぽの部分だから、よく動くじゃない。尻尾動かして泳ぐわけだから。そのせいか、筋すじが多くて刺身にはできないらしいのよ」

「じゃあ、筋肉質で歯は応ごたえが絶妙だったりするのかな」

　そんな話をしながら、碧を除く全員が大きなカツにがぶりと嚙かみついた。

「「「「！」」」」

　一口で、四人の顔に驚きよう愕がくと歓喜の色が浮かんだ。

　揚げたての衣ころもはパン粉も荒く、ザクッといい音を立てた。

　そしてその下にあるマグロの尾の身の肉が──

「えっ、柔らかい!?」

　筋肉質で歯応え満点の食感を予想していた飛ひ露ろ騎きは完全に虚きよを突かれた。

　歯が気持ちいいくらいに肉に食い込んでいき、すんなりと裂ける。衣の方が固いのでは、と思えるような柔らかさだった。

　衣の油っ気とサクサク感、柔らかくなった尾の身の嚙み心地、揚げたての熱さ、そして嚙むほどに染み出してくるマグロの旨うま味み。

　肉と魚の良いとこ取りをしたような、そんな味わいだった。

「ああもう、なんて圧倒的な黄色！　そこに加わるソースの赤！　でも、黄色の中にも赤の中にもほんのりと白があって、このからしの、また違った赤さがピリッとして、お刺身とは全然違う美味しさですわね！」

「ああっ、もう、揚あげたて熱々のフライってなんでこんなに美お味いしいの……？　衣なんて油の塊かたまり、カロリーの塊なのに……！　箸はしが止まらないよう」

「御意にございます。そして、そこにこのビールなるお酒を飲むと──」

　ヴヴは言葉を切って、ごくごくと音が聞こえそうな勢いでビールをジョッキの半分ほど飲み干し、

「圧倒的に爽さわやかな青が、口の中の油っこさを洗い流してくれるのでございます」

　と、上唇くちびるに白い泡をつけたまま満足げに言った。

「あんたら、良い反応だわ。思った以上に柔らかいでしょ？　なんかね、火が入ると筋すじがゼラチン質に変わって柔らかくなるんだって。不思議よねえ」

　碧みどりはそう言って、尾の身のカツをかじり、そしてビールを飲んで「プハァ！」と満足げに大きく息を吐いた。

「くーっ、これこれ！　マグロは圧倒的に日本酒だけど、揚げたてのマグロカツだけはキンキンに冷えたビールが美味しいわよね！」

「確かに美味しかったけど、さすがにあんなに脂あぶらが乗ってたお刺身を散々食べて最後に揚げ物じゃカロリーが怖いよ、お姉ちゃん」

「前も言ったけど、魚の脂は身体からだに良いのよ。特にマグロなんか、食べたら頭が良くなるっていうＤＨＡが含まれてるっていうじゃない。トータルで考えれば身体に良いって」

　冗談めかして碧がそう言った瞬間、ガタッと椅い子すを鳴らして、ロフィーナがその碧に詰め寄った。

「それ、本当ですの!?」

「え？　うん……たぶん」

「姫様、お気をお鎮しずめください」

　ヴヴになだめられて、ロフィーナは椅子に深く座り直した。

「頭が良くなる成分の話ならまだ俗説の域を出ないんだよ、ロフィーナちゃん」

　少し気を落ち着けたロフィーナに、優しく紅べに緒おが言った。

「その話、僕もなんか眉まゆ唾つばっぽいなあって思ってんだけどなあ」

「もちろん、今日食べたから明日いきなり頭が良くなるってわけじゃないよ。『なんか色々実験したらそうかも』って感じで、まだその物質の作用とかはよくわかってないらしいの。けど、お姉ちゃんが言う通り、他の栄養素も含めて、魚は身体には良いと思うよ？　それに、ＤＨＡは陸の生物には含まれてないから魚介類から摂取するしかないし」

　紅緒の説明を聞いて、ロフィーナはちょっと残念そうに肩を落とした。

「じゃあ、テストにすぐ役立つわけじゃありませんのね」

「まあ、そんな都合よくはいかないよね」

　飛ひ露ろ騎きは苦笑しながら、しかし、優しく言った。

「でも、姫は権力の力でズルするのも嫌いなんだから、食べたらいきなり頭が良くなるようなズルも好きじゃないでしょ？」

「そ、それは……もちろんですわ！」

「なんか今、ちょっと変な間があったわよね」

「いえ、碧みどり様、そのようなことはございません。姫様は大変高潔でいらっしゃいますので」

「そうですわよ。しかも、今ので思い出しましたわ。津つ留る美みやローズに言って、バカなことはやめさせなければなりませんわ」

「あ、そっか、まだ言ってなかったね」

「じゃあ、僕から電話しておくよ。きっと〆しめ張はりさんに伝えれば、外交ルートを通じて合衆国側にも言ってくれると思うし」

　飛ひ露ろ騎きがポケットから携帯電話を取り出しつつ言った。

「まあ、姫もヴヴさんも毎日勉強頑張ってるんだし、実力だけで勝負した方がいいよ。何もいきなり高得点を狙ねらわなくても、まだこの世界のこと良く知らないんだし、成績なんか徐々に上げていけばいいんだからさ」

　それだけ言って、飛露騎は通話ボタンを押し、電話の向こうの相手と話し始めた。

　そんな『親友』の横顔に熱っぽい視線を送りながら、ロフィーナは、

「いつでもきちんと諫かん言げんをしてくれる飛露騎は、やはり信頼できますわね」

　と呟つぶやいた。

　ヴヴだけは「御意にございます」と神妙な顔でうなずいていたが、紅べに緒おと碧は「その上気した頰ほおのどこが『信頼』なんだ」とでも言いたげな顔を見合わせて肩をすくめた。




　余談だが、このとき、巨大化していた子猫はいずれも元のサイズに戻り、すでに当局に保護されていた。多少なり検査などの手間はかかるだろうが、いずれ無事に飼い主の元に帰ることだろう。





すき焼き







　冬休み前の期末テストも、期間中に特に世界が滅びそうになることもなく、粛しゆく々しゆくと行われていった。

　正攻法で挑んだロフィーナとヴヴは案あんの定じよう苦戦を強いられていたが、飛ひ露ろ騎きが見たところ、平均点やや下くらいの点数は取れていそうだった。

　科目によっては補習をギリギリ回避できるくらいかもしれず、ロフィーナ当人は納得がいっていないようだったが、日本どころかこの世界に来てまだ半月も経たっていないのだから、飛露騎に言わせれば上出来すぎるくらいだった。

　そして、テストの最終日、最後のテストが終わって、ロフィーナとヴヴはぐったりと机に突っ伏してしまった。

「学業って大変ですわね……」

「御意にございます。しかし、これほどの高等教育を国民のほとんどが受けられるということは、素晴らしいことかと存じます」

「それは同感ですわ」

「そんなことより、テストも終わったのだから、パーッと羽を伸ばしてストレスを発散してくるべきなのだわ！」

　自分の席からぴょんっと跳ねるように降りて立ち上がり、ブカブカの袖そでで隠れた手をビシッと虚空に向けて、ローズは言った。

「ええと……それ、ローズちゃんが遊びに行きたいだけなんじゃないの……？」

　紅べに緒おが苦笑する。

　が、ローズは大おお仰ぎように首を横に振りながらため息をついて、

「これだから凡人は困るのだわ。吾わが輩はいは凡俗な遊びに興味もなければ行く気もまったくないのだわ。吾輩は、あくまで世界のために、ロフィーナ姫のメンタルケアを提案しているだけなのだわ！」

　と偉そうに宣のたまった。

「わたくしも遊びに行く気なんかありませんわよ。今日もちゃんと勉強して、次回のテストでは恥ずかしくない結果を出して見せますわ！」

「いやいや、そう気張ると長続きしないんじゃないかなあ。ストレス発散や休憩も計画的に織り込んだ方が良いと思うよ」

「姫様、私も飛露騎様のご意見に賛成でございます。それに、この世界の娯楽について視察するのも意味があることかと」

「視察……」

　ロフィーナは意見を求めるように紅べに緒おの顔を見た。

「いいんじゃないかな。頑張りすぎても疲れちゃうもん」

　紅緒に笑顔で言われて、ロフィーナも首を縦に振ったのだった。




　学校を出て、「吾わが輩はいが完かん璧ぺきなプランを考えておいたのだわ！」と豪語するローズのナビゲートで、飛ひ露ろ騎きたちがやってきたのはいわゆるゲームセンターだった。

　ビルの三フロアを使った、比較的大きな店舗で、飛露騎たちが通う高校の近辺から二、三駅の範囲ではトップクラスの人気店だった。

「ずいぶん賑にぎやかですわね」

　一階フロアに所狭しと並んでいるクレーンゲームの電子音が入り混じって聞こえてきていた。

「どうやら遊技場のようでございますが」

「そう、その通りなのだわ！　この国のこうした娯楽施設のクオリティは世界屈指だと思うのだわ！」

　胸を張って、ローズは店内へと歩みを進めた。

　一度顔を見合わせて、飛露騎たちもローズのあとをついて店内へと入る。

　ローズはキョロキョロと店内を見回し、

「あっ！　あれなのだわ！」

　と叫んで一台のクレーンゲームに駆け寄った。

「さあ、凡人！　この中の『あんまんマン』の新作ぬいぐるみを吾輩のためにゲットするのだわ！」

「あんまんまん？」

　ロフィーナが首を傾かしげた。

「有名な子ども向けアニメのキャラクターだよ」

　紅緒にそう説明されて、ロフィーナは「ああ……」と曖あい昧まいにうなずいた。

「さあ！　さあ、早くするのだわ！　お金なら研究費の中に『あんまんマン費』をちゃんと確保してあるから心配は要らないのだわ！」

　ローズが急せかすように飛露騎の制服の裾すそを引っ張った。

「心配要らないって……、その発言、不穏なものしか感じないんだけど」

「わかっていないのだわ！　この天才の心に癒いやしを与えるアイテムは立派な必要経費なのだわ！」

「まったく理解できないよ……。それに、僕はこの手のゲーム、あんまりやったことないしなあ」

　飛ひ露ろ騎きが困って頭を搔かいているところに、

「ふっふっふ、どうやら私の出番のようね……！」

　と、津つ留る美みが颯さつ爽そうと現れた。

「学生時代に『スキマフックの津留美』と呼ばれ地元のゲーセンに恐れられた私の！」

　クレーンゲームの筐きよう体たいにもたれかかるようにして、ピンッと指で弾はじいて宙に舞った百円玉をキャッチした津留美は、ニヤリと不敵に笑った。

「こんなとこで何してんすか。学校で仕事とかないんすか」

「私の本職は世界の滅亡を食い止めることよ！　さあ、ロフィーナ姫、どの景品プライズをご所望なのかしら？」

「え？　わたくしは別に、何かが欲しいなんて言ってませんわよ」

「あのあんまんマンとやらのぬいぐるみをご所望なのはローズ様でございます」

「……え」

「ふむ、日本政府に借りを作るのは癪しやくとはいえ、この際仕方がないのだわ！　さあ、早く吾わが輩はいのためにあんまんマンをゲットするのだわ！」

「なんで私が貴女あなたのために……？」

「いざというときに助け合うのが同盟国というものなのだわ！」

「こんなときだけ同盟持ち出すんじゃないわよッ！」

　腕を組んで、津留美はツーンとそっぽを向いた。津留美にしてみれば、普段、散々面倒をかけられている相手である。ややもすれば、最初にガツンとやられただけの碧みどりより、毎日毎日変な発明品を持ち出さないかと目を光らせなければならない分、よほどタチが悪い。

　津留美としては、ちょっと意地悪をして鬱うつ憤ぷんを晴らしてやろう、くらいの気持ちだっただろう。

　だが。

「だって……あんまんマンが……」

　ジワッと、ローズの大きな青い目に大粒の涙が浮かんだ。

「え、ちょ……」

　ローズの幼い顔が、どんどん年相応の泣き顔になっていく。

「あんまんマン……」

「あーもう、わかったわよ！」

　津留美はバツが悪そうにローズの泣きそうな顔から目を背けて、クレーンゲームに持っていた百円玉を投入した。

「もー！」

　プンスカしながら、津留美はレバーを的確に操り、最初の一回で「邪魔なぬいぐるみを退どける」と言ってターゲットの上にあったにくまんマンとピザまんマンを二つまとめて取り出し口に落とし、もう百円を追加して、障害物がなくなったあんまんマンのタグをアームの先に引っかけて持ち上げ、危なげなくゲットした。一同が「おー」と感かん嘆たんの声を上げる中、津つ留る美みは、












「はい、これでいいんでしょ」

　と、素っ気なく三体のぬいぐるみをローズに渡した。

　今にも泣き出しそうだったローズの顔に、パッと無邪気な笑顔が浮かぶ。

「すごいのだわ！　ただの凡人と思っていたのに、見直したのだわ！」

「どうして貴女あなたはいちいち引っかかる言い方をするのよ、まったく」

　怒っているというよりは困ったような顔で、津留美が吐き捨てる。

「この博士はこういう言い方しかできない人ですし、たぶん、あれは彼女なりの『ありがとう』なんですよ」

　まあまあ、と飛ひ露ろ騎きがなだめに入る。

　その横では、ロフィーナと紅べに緒おが、

「人の上に立つ者なら、謝辞を惜おしむべきではありませんわよ」

「そうよ、ローズちゃん。ちゃんとお礼は言わなきゃ」

　とローズを諭していた。

「……」

　もらったばかりの三体のぬいぐるみを抱きしめたまま、ローズはふて腐くされたような津つ留る美みの顔を見上げ、ちょっとモジモジしながら、

「あ……ありがとう……なのだわ」

　小さな声で言った。

「……!?」

　その真まっ直すぐな瞳ひとみに当てられたのか、津留美は虚きよを突かれたように目を逸そらした。

「な、何よ、急に……」

「お礼をきちんと言われないのは不満でも、言われたら言われたで照れ臭い、ということのようでございます」

　ヴヴの言葉にトドメを刺されたのか、照れくささに顔を真っ赤にした津留美は、

「……学校に戻ります」

　と言い残し、早足でゲームセンターから出て行ったのだった。





　　　　＊






　お目当てのぬいぐるみをゲットしてご満まん悦えつのローズが目的は果たしたとばかりに一切のナビゲートをやめてしまったので、とりあえず、飛ひ露ろ騎きたちは特に目的もなくひとつ上のフロアにやってきた。

　二階はビデオゲームとメダルゲームのフロアだった。三階は音ゲーやダンスゲーがメインで、プリントシール系のコーナーもあり、一番女性客が多い階になっている。

「おや、あれは……」

　ヴヴが足を止めて目をやったのは、いわゆるガンシューティング系のゲームだった。銃型のコントローラーを使って画面に迫ってくるゾンビを撃ち殺していくゲームだ。

「どうやら、不浄なる死者に対抗するための訓練装置のようですわね」

「はい。やはりこの世界でも、不浄なる死者は遊ゆう戯ぎに模もしてでも対処する訓練を積まなければならないほど深刻な問題のようです」

　真顔で、異世界から来たお姫様とその侍女はうなずき合っている。

「いやいや、えーとね？」

　思わず口を出した飛露騎だったが、

「いえ、わかっております」

　とヴヴに制されてしまった。

「我々の世界の不浄なる死者は、単体ならさほど戦闘力は高くないものの、嚙かまれればやがて死傷者も不浄なる死者となり、しかも時間を経た個体は体内に腐肉を食らう虫や小動物を飼い、疫えき病びようを撒まき散らすという厄介な相手。対処を誤れば、たった数体の侵入が堅けん固ごな砦とりでをも壊滅させ、街を焼き払うしかなくなるほど危険な相手です。この世界でも同じような能力だと仮定すれば、常に対処要員を育成することは国こく是ぜとなるでしょう」

「そんなの実在する世界だったんだ……。怖っ」

「あのね、ロフィーナちゃん、ヴヴちゃん、私たちの世界では、ゾンビは空想上のお化けなんだよ？」

「その通りなのだわ。でも、異世界にそんなのがいるなら、ぜひサンプルを手に入れて研究してみたいのだわ！」

「それ、絶対に実験とかで失敗して大パニックになるパターンじゃん……」

「吾わが輩はいはそんなヘマはしないのだわ！」

「映画とかに出てくる科学者も、みんなローズちゃんと同じことを言うよね」

　苦笑して、飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おは顔を見合わせた。

「それにしても、まだ置いてあったんだね、あのゲーム。他の店だとあんまり見かけない気もするんだけど」

「今の流は行やりは上の階のとか、なんかカード使ったりするヤツだもんね。私はよく知らないんだけど」

　紅緒の言葉を裏付けるように、そのゾンビ撃ち殺しゲームは誰もプレイしておらず、ただデモ画面を流し続けていた。

「ヴヴさん、どうせならやってみたら？」

　飛露騎に言われて、ヴヴは「よろしいのでしょうか？」と少し躊ちゆう躇ちよを見せた。

「遠慮は要らないのだわ。ミス津つ留る美みがあんまんマンを取ってくれたから、軍資金は手つかずなのだわ！」

　もはや飛露騎と紅緒は「どこからツッコめばいいのか」という顔になっていたが、ロフィーナは、

「ヴヴ。せっかく勧めて頂いたのですもの、ここはヴヴの凄すごさを見せつけるのも一興というものですわよ」

　と言ってビシッと筐きよう体たいを指さした。

　途端に、ヴヴの表情が引き締まった。それは、猟りよう犬けんのような鋭さと、兵士のような覚悟とが入り混じった忠臣の顔だった。

「仰おおせのままに。姫様の侍女として、恥じぬ戦いをして参ります」

　ヴヴが筐体に歩み寄り、銃型のコントローラーを手に取る。

　筐体に張ってあった操作方法やルールなどを見つつ、飛露騎に一通り遊び方を説明してもらって、「だいたい理解いたしました。頭を狙ねらえばよいのですね」とヴヴはうなずいた。

　それを見て、紅緒にぬいぐるみを預けたローズが、

「じゃあ、コインを入れるのだわ」

　と、百円玉を投入口に入れた。

　少しおどろおどろしい感じの曲が流れ出し、ゲームが始まった。

　腐くさりかけた肌の色や、ショッキングな傷口までリアルに描かれたゾンビたちが、大きな画面の中でどんどん迫ってくる。

　ヴヴは顔色一つ変えずコントローラーの引き金を引き、ゾンビの頭を正確に撃ち抜いた。画面の中でゾンビの頭が派手に四散し、仰あお向むけに倒れ込む。

　画面上のターゲットサイトは迷いなく最短距離で次のゾンビの眉み間けんに移動し、そのゾンビの頭も弾はじけ飛んだ。

「おー、さすが！」

　飛ひ露ろ騎きたちが感心する間にも、ヴヴが引き金を引く度に的確にゾンビが倒されていく。初見のプレイヤーを苦しめるような意地の悪い敵の配置や急襲にも、多少驚いたような息を漏もらしながらも、ヴヴは正確無比な射撃の腕を見せ続けた。

　そしてゲームが進むほどに、

「すげえ、なんだあの神かみ懸がかったエイムは……」

「三面のアレに驚いてたってことは、まさか初見か……？　信じられねえ、反射神経とエイミング技術でねじ伏せてやがるのか……！」

「うえ、マジか、あのタイミングで迎撃間に合うのかよ……」

　と、ヴヴのプレイングに見入ってしまうギャラリーが集まり始めていた。

　やがて、もはやゾンビなのかなんなのかわからない巨大なボスとの死闘を経て、画面が切り替わり、ムービーが始まった。

　集まったギャラリーから惜おしみない拍手が送られているということは、これでゲームクリアなのだろう、ということが飛露騎にも理解できた。

　ムービーの中では、主人公が助け出したヒロインを連れてバイクに跨またがり、朝日が昇る中、二人でゾンビがひしめく死の街から脱出するシーンからスタッフロールへと雪な崩だれ込んでいた。

　ゲームをクリアしたということは言われるまでもなくヴヴも察したようで、ふう、と一つ息を吐いて、銃型のコントローラーを置いた。

「さすがヴヴですわ！」

　ヴヴのプレイングに対するギャラリーの称賛に、ロフィーナが誇らしげに胸を張った。

「もったいないお言葉。しかし、納得がいきません」

　落ち着き払ったヴヴの言葉に、飛露騎は耳を疑った。

「え、ギャラリーができるほど華麗な初見ワンコインクリアだったのに、何が不満なんですか……？」

　ヴヴは画面を指さして、

「逃げ出して終わりでは全然問題が解決しません。ああなってしまっては、もう街ごと焼き払わなくては、国が……いえ、世界が危機に陥おちいってしまいます」

　と真面目まじめな顔で言うのだった。
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　ゲームセンターを堪たん能のうし、飛ひ露ろ騎きたちがマンションに帰り着く頃には、冬の陽ひはもうすっかり傾き始めていた。

「あらま、今日はずいぶん遅いお帰りね。あ、今日でテスト終わりかぁ。そりゃ羽も伸ばしたくなるわね」

　聞き慣れた声に一同は振り返るが、そこに碧みどりの姿はなかった。

　そこにいたのは──髪を大人っぽく結ゆい上げ、黒のシックなドレスを着て、その肩に高そうな毛皮のコートを引っかけ、細い足に高いヒールを履いた、美しい淑しゆく女じよだった。

　胸元と耳元には控えめすぎず主張しすぎない品のいい宝石が光っている。

　ナチュラルメイクながらも鮮やかなルージュを引いた唇くちびるが浮かべた微笑ほほえみは、飛露騎の目には可か憐れんでありながら妖よう艶えんにも見えた。

「お姉ちゃん、珍しくおめかししてどうしたの？」

　紅べに緒おが、そのレディに訊きいた。

　お姉ちゃん。

　そのワードが、飛露騎にもロフィーナにもヴヴにもローズにも、まるでピンとこなかった。

「え？　お姉ちゃん……？　誰が……？」

「ヒロ、何言ってんの。あたしに決まってるじゃない」

　美女が肩をすくめて言った。

　しかし、「え──────っ!?」という驚きよう愕がくの声は、飛露騎やロフィーナたちの背後から聞こえてきた。

　振り返ると、そこには美び貌ぼうの淑女を指さして驚愕に顔を歪ゆがめている津つ留る美みがいた。

　津留美は肩を震わせながら、飛露騎たちを押しのけるようにレディ──おめかしした碧に歩み寄った。

「なんで!?　何をどうやったら、そんな詐欺まがいのメイクができるの!?」

「あんた、どさくさに紛れて酷ひどいこと言うんじゃないわよ」

　碧が津留美に白い目を向ける。

　なるほど、そういう表情をすると、飛露騎たちにも、どうやら本当に碧であるらしい、との実感が訪れた。

「あたしの場合は普段がテキトーすぎんのよ。悪いけど、ゆっくりメイクの話してる時間ないから。あ、来た来た」

　碧みどりは津つ留る美みの脇をするりと抜けて、近くに止まったタクシーに向かっていく。

「じゃあ、ちょっと授賞式に行ってくるから」

　そう言って小さく手を振り、碧はタクシーに乗り込んで行ってしまった。

「授賞式って、碧さん、何か賞を獲とったの!?」

　飛ひ露ろ騎きは驚いて紅べに緒おに訊きいたが、紅緒は笑って首を横に振った。

「違うよ。そっか、ヒロくんもお姉ちゃんの作家としての生活はよく知らないんだね。お姉ちゃんは先輩作家として、新人賞を獲ってこれからデビューする人たちをお祝いするためにパーティにお呼ばれするんだよ。毎年のことだよ」

「あ、そうなんだ」

「パーティ……碧は社交界にも繫つながりがありますのね」

「華々しくていいわね……」

　無邪気に言うロフィーナに比べて、津留美の声は怨えん嗟ささえこもっているような低さだった。

「うーん、社交界っていうより、出版界の一部かなあ。それに、華やかなパーティなんて年に何回もないし、普段はみんなが知ってる、執筆してるか〆しめ切きりから逃げてるかお酒飲んでるか、みたいな日々だよ」

「……そこに大学に通うってのが入ってなくていいのかなあ」

「しかしながら、碧様の化粧術は大変な技量だとお見受けいたしました。津留美様とご一緒に私も教わりたいものです」

「ちょ、べ、別に私は教わりたいなんて……ッ！」

「凡人ばかりだと思っていたのに、今日は意外な一面を見せられてばかりなのだわ」

「言い方ってものがさ……」

　ローズの物言いに苦笑いを浮かべた飛露騎だったが、ドレス姿の碧の後ろ姿を追うローズの目にあったのは純粋な尊敬の色だった。
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　それから数日、採点済みのテストも返却され、残り少ない二学期も冬休みへのカウントダウンも残りわずかになったある日の夕方。

「今日の晩ごはんは何を作りますの？」

「うーん、どうしよう。お米は炊たき始めてるけど……」

「早く取りかからないと、紅緒様が来てしまいます」

　そんな話を飛ひ露ろ騎きたちがキッチンでしているとき、呼び鈴が鳴った。

　はて、と飛露騎は首を傾かしげた。

　紅べに緒おにしろ碧みどりにしろ、花はな泉いずみ家の来客は勝手知ったるなんとかで、呼び鈴どころかノックもなしで勝手に入ってくる。ローズに至っては玄関ではなく窓やベランダから入ってくることがある始末。唯一、津つ留る美みは帰宅時に呼び鈴を鳴らすが、今日はすでに帰宅してコタツでノートＰＣを開いて何やら仕事らしきことをやっている。

　インターフォンで確認すると、宅配便だった。

「どうしたの？　誰か来た？」

　呼び鈴の音に、津留美までがキッチンに顔を出す。

「なんか荷物が届いたみたいなんですけど」

　飛露騎の返答に、津留美が眉まゆ根ねを寄せて難しい顔をした。

「まさか、また同盟国のご厚意じゃないでしょうね……？」

　その言葉に、苦笑しながら飛露騎とロフィーナも顔を見合わせた。

「もしくは、〆しめ張はりさんが何か手配したのかな、と思ってたんですが……」

「私は知らないわよ」

「ですよね。宛あて名なも僕の名前みたいなんだけど、ホントに心当たりがなくて……」

「怪しいわね」

　津留美も腕を組んで訝いぶかしげな顔をした。

　その瞬間、ガラッとリビングの方で窓が開く音がして、バタバタとローズが、

「ちょっと待つのだわ！　ロフィーナ姫は超要人、爆弾のような危険物が送りつけられる可能性も否定できないのだわ！」

　と叫びながら踏み込んできた。

「いや、さすがにそれはないと思うけど……」

「可能性がゼロではない限り、警戒はするべきなのだわ！」

「それより、盗聴も盗撮もダメだって言ったはずなのに、どうして貴女あなたが踏み込んで来るなり状況を把握してるのよ!?」

「こ、細かいことを気にしてる場合じゃないのだわ！」

　津留美はローズを一ひと睨にらみして、大きくため息をついた。

「でも、ローズさんの言うことももっともね。とりあえず、荷物は私とローズさんで受け取ります」

「はあ。じゃあ、下まで取りに行きます？　まだマンションの棟の入り口開けてないんで、配送の人も部屋の前まで来てないはずですけど」

「そうね。万が一を考えれば、その方がよさそうね」

　かくして、部屋から出て行った津留美とローズを待つことしばし。

　段ボールを抱えて戻ってきた津つ留る美みは、

「ねえ、出版社から何か送られてくる心当たりはある？　クール便だったんだけど」

　と飛ひ露ろ騎きに訊きいた。

「いえ、ないですけど……。出版社なら碧みどりさんが何か知ってるかな」

　と、そこへ、

「はぁーい、ヒロ、いるー？」

「ヒロくん、ごはんを作りに来たよー」

　と久く保ぼ田た姉妹が揃そろってやって来た。

　碧はみんなの目を釘くぎ付づけにしたドレスコード碧ではなく、部屋着のスウェットに半はん纏てんのよれよれモードだ。

「碧さん、なんか出版社からクール便が来たんですけど、心当たりあります？」

「あるある。それ、授賞式のビンゴで当てた神こう戸べ牛ぎゆう五キロだわ」

「神戸牛!?　なんでそれが僕の家に届くの!?」

「そりゃ、みんなですき焼きでもしたらお酒美お味いしいかなーって思ったからよ」

「……お裾すそ分わけならともかく、何も直接送らなくても……。家族水入らずで食べたらいいんじゃないの？」

「そこはね、ヒロくん、うちはお父さんもお母さんもお酒飲まないから」

　紅べに緒おの言葉に、全員が「あー」と納得顔になった。それに対して、碧自身もうんうんとうなずいている。

「ま、親孝行はこんなたまたま当たったお肉じゃなくて、自分で稼いだお金でやってるから気にしない気にしない。あぶく銭ぜに的なお肉は酒の肴さかなにしてパーッとやっちゃうのが良いと思うのよ」

「肉なのにサカナとはこれいかに、なのだわ」

「あ、ローズちゃん、上う手まい！」

「そうかしら……？」

　紅緒に褒められて得意満面のローズと、首を傾かしげる津留美。

　そんな闖ちん入にゆう者しやたちを見ながら、

「でも、これで晩ごはんのメニューが決まりましたわね」

　とロフィーナが笑った。

「そうだね。いくつか材料買ってこないとなあ」

「それでしたら、私が行って参ります。必要な材料名を書き出して頂けますでしょうか」

「じゃ、あたしはこの日のために取り寄せておいた日本酒持ってくるねー。ふっふっふ、出で羽わ桜ざくらの『雪ゆき漫まん々まん』は美味しいぞう！」

「じゃあ、私も手伝うね！」

「あ、紅べに緒おは勝手な真ま似ねしないでね！」

　それぞれがテキパキと動き出す様に、

「ずいぶん馴な染じんでいるわね」

「良い傾向なのだわ」

　と、国家を代表して世界の滅亡阻止に従事する二人は笑い合うのだった。




「じゃあ、まず割わり下したを作ろう……って言いたいところだけど、まず飲のん兵べ衛えたちのために何かおつまみを作ろうか」

　キッチン組のロフィーナと紅緒に、飛ひ露ろ騎きは言った。

「この前の塩昆布キャベツみたいなお料理ですわね」

「そうなんだけど、今日はキャベツがないんだよなあ」

　言いながら、飛露騎は冷蔵庫を覗のぞき込んだ。

「うーん、あ、これ使おうか」

　飛露騎が取り出したのは、アイスクリームのカップのような容器に入ったクリームチーズだった。

「それ、買うときに『朝食のパンに塗る』って言ってた乳製品ですわよね？」

「そう。でも、ちょっと手を加えればおつまみにもなるんだよ。紅緒、人数分の小こ鉢ばちを取ってくれる？」

「はーい」

　指示通り、紅緒が七つの小鉢を作業台に並べた。酒飲み用の一品とはいえ、未成年組だって食べたいというのはいつものことである。

「……なんかちょくちょく食器とか、知らない間に補ほ充じゆうされてるんだよなあ」

「そういえば、ヒロくんの家って三人家族だもんねえ」

「津つ留る美みが気を利かせて用意しているんじゃありませんの？」

「まあ、そうなんだろうけどね」

　そんな話をしているところにヴヴが白滝や焼き豆腐、長ネギ、春しゆん菊ぎくなどを買って戻ってきた。

「あ、いいところに」

　飛露騎はヴヴから追加素材を受け取ると、七つの小鉢にクリームチーズを盛り、手早く刻んだ長ネギと鰹かつお節ぶしをその上に盛りつけて、少量のわさびを溶いた醬しよう油ゆをかけた。

「はい、クリームチーズ冷ひや奴やつこ、完成。ヴヴさん、申し訳ないですけど、リビングに運んでもらっていいですか？　そのまま碧みどりさんたちの酒盛り相手をお願いします」

「かしこまりました」

　ヴヴは一礼し、目下酒を飲むために必要な四人分のクリームチーズ冷や奴の小鉢をトレイに載せてリビングへと向かった。

「食べてみる？」

　飛ひ露ろ騎きに訊きかれて、ロフィーナと紅べに緒おは勢いよくうなずいた。

　二人がそれぞれパクリと一口食べて、笑顔で顔を見合わせた。

「これは、なんとも……。濃厚で、でもわさび醬じよう油ゆが爽さわやかで、優しい水色みたいな味ですわ」

「おかかとクリームチーズって合うんだねえ。とっても美お味いしい」

「クリームチーズ以外のチーズも、鰹かつお節ぶしや醬油とは相性がいいよ。っていうか、チーズと合う日本の食べ物って多いんだよね。タラコや明めん太たい子ことも合うし、チーズを味み噌そ漬づけにしても美味しいって聞くし、『いぶりがっこ』っていう燻いぶしたたくあん漬けと一緒に食べても美味しいって聞いたし」

　説明しながら、飛露騎は「さて」と包丁を手に取った。

「じゃ、すき焼きの準備をやっちゃおうか。っていっても、割わり下したを作るのは僕がやるから、あとは材料を切るくらいだけどね」
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　すでに酒盛りが始まっているコタツにカセットコンロを置き、鉄てつ鍋なべを置いて、飛露騎は火を点つけた。

　鍋が温まってきたところで牛ぎゆう脂しを入れ、菜さい箸ばしで溶ける牛脂を鍋全体にこすりつけて脂あぶらを馴な染じませていく。

　そして長ネギを入れて、少し香りが立ってきたところに牛肉を入れた。

　肉がジュウジュウと音を立てながら、白い編み目の入った赤を茶色へと変えていく。

　高級肉が焼ける音と香りに、誰もがごくりと唾つばを飲み込んだ。

「肉が焼けてきたら割り下を入れるよ」

「ヒロ、割り下はどこのメーカーのヤツ？　あたし、甘ったるいのあんまり好きじゃないんだよね」

「どこのでもないよ。醬油とみりんを一対一で混ぜたところに砂糖を入れるだけだし、そのくらいなら自分で作るよ。味が濃くなったとき用のだし汁も用意してるから。甘いのイヤなら調整するけど」

「すき焼きの割り下って簡単なんだねえ」

　感心したように紅緒が言った。が、紅緒を見る全員の目が「お前絶対その通りに作らないだろ」と言っているようだった。

「まあ、お酒を入れたり出だ汁しを加えたり色々やり方はあると思うけど、これだけ良い肉なら小細工は要らないと思うよ」

　割わり下したが煮立ってきたところに、白菜、焼き豆腐、シイタケ、春しゆん菊ぎく、などを投入していく。白滝は肉を固くする作用があるので、なるべく離して配置。

「あとはひと煮立ちするまで待ってね」

　そう言って、飛ひ露ろ騎きは鉄てつ鍋なべにフタをした。

「ところで飛露騎、この生卵は何に使いますの？」

「私も、それが気になっておりました」

「すき焼きは、溶いた生卵に今煮ているお鍋の具を浸ひたして食べるのよ」

　自分の生卵をカチャカチャと溶きながら、津つ留る美みが説明した。

「卵を、生で……!?」

　ロフィーナとヴヴが驚いた顔をした。

「わたくしたちが今まで見てきた世界では、鳥に限らず様々な生物の卵を食べる文化がありましたけれど、生で食べるというのは初めて見ましたわ」

「日本人はなんでも生で食べすぎなのだわ」

「あー、そうね、卵って食中毒になりやすい食材だものね。でも、生卵をいくつもジョッキに入れて飲むボクサーの映画、ローズちゃんの国の話じゃなかったっけ？」

「そんな古い映画は知らないのだわ」

「……古いってことは知ってんのね。まあ、日本では卵は『生で食べる消費者がいる』ことを前提に流通してるから、賞味期限と管理方法を守ってる限りは大丈夫よ。夏場とかは危ないけど、今の時期は平気だって」

「そうなんだ。そんな意識全然なかったよ。卵かけごはんとかよくやるし」

「私も。今聞いてびっくりしたよ」

　飛露騎と紅べに緒おが驚く脇で、津留美は、

「私は知ってましたよ？　なので、同じ感覚で海外で卵を生食するのはあまりお勧めしません。国にもよりますけど」

　教師っぽい口調で言った。

「本当に知っていたのか、怪しいものなのだわ」

「言いがかりだわ！　っていうか、なんで貴女あなたが当たり前みたいな顔して食卓に着いてコーラ飲んでるのよ!?」

「それに文句を付けるあんたも居い候そうろうなのだわ」

「うるさいわね。私たち日本政府はきちんと資機材や資金をこの家のために使っているのよ。この小こ鉢ばちとか！」

「それを言ったら、この前のミルフィーユ鍋の豚肉はＭＩＢの研究予算から出ているのだわ。他にも、あの日の牛肉なんかもみんな食べているはずなのだわ」

「くっ……」

　津つ留る美みが言い淀よどんだところで、飛ひ露ろ騎きは、

「まあまあ、二人とも。煮えましたよ」

　と、鉄てつ鍋なべのフタを取った。

　湯気とともに、すき焼きのいい香りが部屋中に広がった。

　ぐつぐつ煮える音に合わせて、味の染みた肉や白菜、豆腐が揺れ動いている。

「良いわね良いわね！　日本人の心に刻まれた故郷的光景よね！」

　碧みどりが上機嫌で日本酒をあおった。

「確かに、すき焼きって特別感あるわよねえ」

　津留美もそう言ってお酒を口に運びつつ、

「あ、でも若い子はそうでもないのかしら？」

　と首を傾かしげた。

「そんなことないと思うけどなあ。特別すぎて逆に馴な染じみがないよ。ヒロくんはどう？」

「うん、僕も。やっぱ鍋の中では別格感があるよね。うちなんか滅めつ多たにやらないよ。まあ、家族がなかなか全員揃そろわないからってのもあるけどさ。やっぱり、人数少ないと鍋って寂しいし」

　現役高校生組がそんな会話を交わす中、最も年齢が低いローズは、

「牛肉はステーキかローストビーフが良いと思うのだわ。でも、『神戸ビーフ』や『松阪ビーフ』のクオリティは素直に称賛するのだわ。このビーフ鍋も、初めてだから期待しているのだわ」

　と興きよう味み津しん々しんだった。

「期待しているのはわたくしたちも同じですわ」

「御意にございます」

「それにしても、こうして一つのお料理をみんなで食べる文化というのはこの世界の良いところですわね。絆きずなというか、仲間意識のようなものが感じられて素敵ですわ」

「それは、この世界というよりこの国の風習なのだわ。吾わが輩はいの国では各人に一皿ずつ給仕されて、同じ皿からシェアすることはあまりないのだわ」

「あら、そうですの？」

「うーん、そうねえ、別に日本だけの風習じゃないわよね。世界的に見たらどっちが多いのかしらねえ」

　碧が首を傾げた。

「単純に国や地域だけの問題じゃないと思うわ。貴族の料理と庶民の料理でも事情は違うでしょうし、状況とか時代とか、色々な要素があるんじゃないかしら」

　津留美の言葉にみんなで「なるほど」とうなずいたところで話題が途切れ、各々がすき焼きに箸はしを伸ばし始めた。

「お肉も他の具もまだたくさんあるからどんどん食べてね。あ、でも、一度にたくさん熱い具を生卵に入れちゃうと卵に火が通っちゃうから気をつけてね」

　すき焼きの注意点を説明しながら、飛ひ露ろ騎きも箸を伸ばした瞬間──、

「ヒロくん、私がよそってあげるね！」

「あっ」

　紅べに緒おが飛露騎の生卵入りとんすい──少し深い鍋なべ用の取り皿──をさっと奪ってしまった。そして、ルンルン気分で肉一枚と、山盛りの白菜と春しゆん菊ぎくを詰め込んで、

「はい！　お野菜をいっぱい食べないとダメだよ？」

　と飛露騎のとんすいを返して寄よ越こした。

「……ありがとう。でも、紅緒、僕の話、聞いてた……？」

　おそるおそる白菜をめくってみると、卵の白身が熱で白く変色し始めていた。

「相変わらず仲良いわねえ、あんたら」

　苦笑しながら、碧みどりは卵にくぐらせた牛肉をパクリと口に入れた。

「ふはー、柔らかーい！」

　大満足の顔で、碧は日本酒を飲み干し、碧は満足顔のまま酒瓶を引き寄せた。

　ロフィーナとヴヴも、碧のやり方を真ま似ねして肉を口に運ぶ。

「ホント、柔らかいですわね……！　嚙かむというより、歯で触れただけでほぐれていきますわ！　まるで口の中でとろけるみたい！」

　うっとりと、口の中に現れた楽園の心地を楽しむように、ロフィーナは悩ましげにため息をついた。美お味いしさに心奪われてつくため息が艶つやっぽくて悩ましい。

「しかも、この生卵が熱々の具をほどよく冷まし、味にまろやかさを加えています。言うなれば、ピンク色系の味がする肉に黄色が加わったような──」

「なんとなくわかってきた気がする。たぶん、辛からいとか塩っぱいのが赤で、甘いのが白なのかな」

「黄色は、まろやかだったり脂あぶらが乗ってたりする感じかなあ」

「青は爽さわやかだったりスッキリだったりかしらね。カレー屋ではヴヴちゃん、ビール飲んで青いって言ってたし」

　飛露騎と紅緒と碧の言葉に、

「概おおむねその通りでございます」

　とヴヴはうなずいた。

「ついでに言うなら、苦みが黒ですわね」

「異世界は面白い表現をするのだわ」

「本当にそうね」

　ローズと津つ留る美みが不思議そうな顔をする。

「何をどう表現しようと、美お味いしければいいのですわ」

「そりゃそうだ」

　笑ってそう言いながら、飛ひ露ろ騎きもとんすいの山盛りの野菜の下から肉を引っ張り出して頰ほお張ばった。

　ロフィーナや碧みどりが言うように、肉はほとんど嚙かむ必要がないほどで、甘あま辛からいすき焼きの味わいと脂あぶらの甘あま味みを残してするりと消えていく。

　そして、脂が乗りに乗っているにもかかわらず、くどさがほとんどない。飲み込めば脂の味はスッと引いていき、喉のどから鼻にかけて牛肉特有の甘さと香りが余韻として残る。後味だけでもごはんが食べられそうなほどの心地よさだった。

「さすがブランド牛、その名に恥じない柔らかさと味わいだよ……！」

「ヒロくん、白菜とかネギも美味しいよ！　割わり下したの味とお肉から出た味がバッチリ染みこんでるよ！」

「僕の野菜は味の染み具合とかどうでもいい感じになってるけどね……」

　野菜山盛りのとんすいにため息をつきつつ、もはや卵をくぐってすらいない一番上の白菜を口に運んだ。

　その横で、ローズが、

「うえっ、この野菜、すごく苦いのだわ！」

　と悲鳴のような声を上げた。

「あら、何？　春しゆん菊ぎく？　お子ちゃまねえ。これがなきゃすき焼きは物足りないわよ」

　津留美はこれ見よがしに春菊を食べて、間かん髪ぱつ入れず日本酒を飲んで、満足げに大きく息を吐いた。

　どれどれ、とロフィーナとヴヴも春菊に箸はしを伸ばし、おそるおそる口にした。

「……確かに、苦みと独特のクセがありますわね。わたくしもちょっと苦手ですわ」

「しかし姫様、これはこれで……。脂の乗った肉のあとには、この苦みがちょうどよく口の中の味を中和してくれます」

「僕も、定番だから入れるけど、春菊はそんなに好きじゃないなあ」

「えー。春菊美味しいよー。栄養価も高いんだよー？」

　不満そうに春菊を食べながら、紅べに緒おが弁護した。

「苦いのが美味しいなんてどうかしてるのだわ！」

「あー、うんうん、あたしも昔は苦手だったわー。でもね、お酒飲み出すと、津留美ちゃんの言う通り、この春菊の風ふう味みがクセになるのよね」

「ですよねー」

　うなずきあい意気投合して乾杯する碧と津留美に、紅緒以外の若年組は理解できない、という顔をした。

「しかし姫様、苦みは他の味を引き立てる効果もあるのではないでしょうか。以前、カレーを食べたときのプリンのソースにも、ほのかな苦みを感じました。しかし、あのソースの苦みは見事に全体の甘さを引き立てていたように思います」

「確かに、言われてみればそうかもしれませんわね……」

「餡あん子こを作るときにほんの少し塩を加えるっていうし、そういうことかな」

「かもねー。まあ、高度な料理と女にはそういうギャップがあるものよ。このあたしみたいにね！」

「あー、確かに、碧みどりさんって普段がだらしなさすぎるから、ビシッと正装すると完全に見違えるよね」

　飛ひ露ろ騎きの発言に、碧を除く全員が、

「なるほど」

　と深くうなずいた。

「え!?　いや、自覚はあるけど、さすがに全員揃そろってその反応って酷ひどくない!?」

「お姉ちゃん、そう思うなら、せめて〆しめ切きりくらいは守る努力をした方がいいよ？」

「えー。じゃあ別にいいや」

「もう諦あきらめますの!?　諦めるの早すぎですわ！」

「だってね、ロフィーナちゃん、よそ行きモードはすっごく疲れるのよ？」

「……お姉ちゃん、言ってることがまるっきりダメな大人だよ……」

「姫様、決して碧様の真ま似ねはなさいませんよう」

「もちろんですわ」

「こんなダメな人にやり込められたんだって思うと情けなくなってくるわ……」

「おーおー、みんな結構酷いわね。入れられるパンチは容赦なく入れていくスタイルか」

「ノーガードになる方が悪いのだわ。でも、知らない仲でもないし、『ちゃんとした大人のイケメンになる光線照射装置』の開発に着手してあげるのだわ」

「いや、あたしゃ女だし、いくらちゃんとした大人になれても、イケメンにされちゃうのは困るかなあ」

　碧が苦笑する。

　そんな話をする間も、すき焼きは絶え間なく誰かの腹に収まり、何度も具と割わり下したが再投入されていく。

「〆にごはん入れて雑炊にするから、それも考えて食べてね。肉も野菜も、残っても明日別のことに使えるから」

「お、ナイス、ヒロ。やっぱ鍋なべの〆は炭水化物が入らないとね」

「良いわね、雑炊。飲んだあとって特に美お味いしいのよね」

　〆しめの雑炊の存在に喜んだ碧みどりと津つ留る美みが、変なテンションでまた乾杯する。

「私はお鍋なべの最後は麵めんも好きだけど、そういえばすき焼きだとあんまり雑炊ってやらないよね」

　紅べに緒おがそう言ってちょっと首を傾かしげた。

「他の鍋物より汁気が少ないし、味も濃いからかなあ。でも、出だ汁しを加えて卵を落としたら美お味いしいと思うよ。米ならすき焼きとごはんで食べる方が普通だけど、なんだか最近、すっかり碧さんのペースに合わせて食べるのに慣れちゃった感じだね」

　うなずきつつ、ロフィーナが、

「それで、雑炊ってなんですの？」

　と訊きいた。

「あ、姫たちはまだ食べたことなかったっけ」

「ヒロ、もう持って作り始めちゃって良いわよ。もうお酒もなくなりそうだし」

　ヴヴと津留美のグラスに酒を注そそいで、残りグラス一杯分くらいしか残っていない瓶を眺めながら、碧が言った。

「あ、そう？　っていうか、三人で一いつ升しよう瓶びんがもう空って、ちょっと飲みすぎなんじゃないかなあ……」

「細かいことはいいのよ。大人には飲まなきゃやってられない日もあるんだから」

「えー。津留美ちゃん、なんかやなことあったの？　あたしは毎日楽しいし美味しいから飲んでるけど。あと、半分大学生だから微妙に津留美ちゃんの言う大人に入るかどうかはわかんないけど」

「私も、姫様にお仕えする職務に不満やストレスはありませんが。むしろ栄誉なことだと理解しております」

「え、ちょっと、何よ、私だけ仕事辛つらいアピールをしてるみたいじゃない……」

　愕がく然ぜんとした津留美に、飛ひ露ろ騎きとロフィーナと紅緒が慈しむような目を向ける。

「やめてよ……そんなかわいそうな人を見るような目で私を見るの、やめてよ……」

　そんな津留美の肩を、ローズが優しくぽんぽんと叩たたいた。




　その後、ごはんが投入されて半熟になり始めた雑炊は、落ち込んだ津留美に笑顔が戻るほど優しい味わいだった。





クリスマス・チキン







　二学期の期末テストが終わって近づいてくるのは、何も冬休みだけではない。

　クリスマスである。

　冬休みの頭には、一年のうちでも最大規模のイベントが待ち構えているのだ。

　深夜の自室で一人、マフラーを編む手を止めて、紅べに緒おは一つため息をついた。

　──やっぱり、手編みって重いかなあ……。

　名前やメッセージを編み込みたい気持ちをぐっと抑えて無地にしたり、自分の名前の色を贈りたくて赤い毛糸を使おうとしたのを、普段使いはしにくいかな、と無難な黒にしたりと色々自重しているつもりなのだが、最近では最も根本的なそもそも論が頭の中から離れてくれないのだった。

　しかも、もうあと少しで編み上がるというのに、である。

　──しかも、最近じゃいっつもロフィーナちゃんがヒロくんの側そばにいるし……ロフィーナちゃんの前でこれを渡しちゃっていいのかな……？

「はあ……」

　また、ため息がこぼれる。

　乙女の悩みは、今夜も混こん迷めいを深めていくのだった。





　　　　＊






　翌日、二学期の終業式の日。

　学校は浮かれ気分に染まっていた。

　テストは終わり、明日から冬休みでクリスマスも目前となれば、生徒たちが浮かれてしまうのも無理からぬことではあった。

　そんな日の休み時間、ロフィーナはトイレで、

「ねえ、ロフィーナさんはクリスマスはどうするか考えてるの？」

　とクラスメイトに訊きかれた。

「くりすます……ってなんですの？」

　ロフィーナは純粋に聞いたことのない言葉の意味を尋ねただけだったのだが、そのクラスメイトは「非モテのクリスマスなんか存在しない的言い回し」だと解釈したらしい。

「いやいや、そんだけ可愛かわいくて贅ぜい沢たく言うんじゃないよ、まったく」

　そう笑うクラスメイトの口振りからして、知っているのが当然の単語であるらしい、とロフィーナは判断し、返答は曖あい昧まいに微笑ほほえむだけに留とどめた。

「まあ、花はな泉いずみ狙ねらいとなると、色々厳しいよねえ。あたしもさ、紅べにちゃんを裏切れないから手伝いはできないけど、正々堂々やる分には応援はするからさ」

　ポンポン、とロフィーナの肩を叩たたいて、クラスメイトはトイレから出て行った。

　その後ろ姿を見送って、ロフィーナは不思議そうに首を傾かしげた。




　教室に戻り、ロフィーナは飛ひ露ろ騎きや紅べに緒おに、

「くりすますってなんですの？」

　と訊きいた。

　紅緒はビクッと一度身を震わせたものの、すぐに平静を取り戻して、

「大昔にある偉人が生まれたとされるお祭りの日のことだよ」

　と説明した。

「本来は宗教的な記念日なんだけど、日本では家族や大切な人に贈り物をして、ケーキとかチキンを食べてお祝いするお祭りみたいになってるね」

　そう補足した飛露騎の言葉を、ローズが、

「合衆国ではチキンではなく七面鳥なのだわ。でも、肝心なのは家族みんなで一つの料理をシェアすることなのだと思うのだわ」

　と、さらに補った。

「では、わたくしが訊かれたのは、親しい人への贈り物をちゃんと用意したのか、という意味だったんですわね」

　納得顔でうなずくロフィーナだったが、紅緒は内心（絶対そうじゃないよ……）と思っていたし、その紅緒の目から見て、ローズでさえロフィーナの勘違いには気づいているようだった。表情が薄いヴヴは判然としなかったが、きっとわかっているだろう。

　いつだって、わかっていないのは当事者である飛露騎とロフィーナだけなのだ。

「紅緒は、どんな贈り物を用意していますの？」

「え……ええっ!?」

　ド直球で訊かれて、紅緒はうろたえてしまった。

「姫様、それは聞かない方がよいのではないでしょうか」

「あら、それはどうしてですの？」

「もらう側も、何をくれるのかもらうまでわからない方がドキドキするのではないかと思いまして」

「この世界ではそういう風習ですの？」

「いえ、姫様、この世界のことはわかりませんが、これまで立ち寄ってきた世界の大半はそうでございました。姫様がお生まれになった世界でもそうでございました」












「……そうだったかしら？　ごめんなさい、もう何年も贈り物というものに興味を失っていたものだから」

「「あ、なるほど」」

　飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おは同時にうなずいた。

　これまでロフィーナが追放され続けてきた世界では、どこでも『世界が滅ばないようロフィーナの機嫌を取ろうとして贈り物をする』ということが日にち常じよう茶さ飯はん事じだったらしい。そう聞かされていた二人にとっては、ロフィーナが贈り物に興味を失っているというのもわかる話だった。

「じゃあ、ロフィーナ姫もみんなに贈り物をしてみるといいのだわ」

　ローズの提案に、ロフィーナはイヤそうな顔をした。

「そんな顔をするものじゃないのだわ。今までロフィーナ姫が受け取ってきた媚こびの固まりのような贈り物と、本当に親しい人に喜んでもらいたくて贈るものとでは全然別のものなのだわ。しかも、贈り物を選ぶ間中、ずっと相手のことを考えていられるなんて、すっごく素敵なことだと思うのだわ」

「……ローズがまともなことを言ってる」

　思わず口をついて出た飛露騎の言葉に、

「凡人のくせに失礼なのだわ！」

　とローズはぷんすか怒り出した。

　しかし、そんなローズを尻目に、ロフィーナは、

「……そういえば、誰かに贈り物をするなんて、久しくしていませんでしたわね……」

　と、まんざらでもなさそうだった。

「ねえ、紅べに緒お。贈り物って、どこに行けば手に入るのか、教えてくださる？」

「え、あ、うん、もちろん。じゃあ、今日学校が終わったらお買い物に行こっか」

「お願いしますわね」

　楽しそうに、ロフィーナが微笑ほほえむ。

　こうして、その日の予定と、クリスマスプレゼント経費の国家予算への計上が決まったのだった。





　　　　＊






　放課後。

「ところで、贈り物って何を基準に選んだらいいんですの？」

　仕事がある、というローズと別れて学校を出て、ショッピングモールに向かう道すがら、ロフィーナが訊きいた。

「うーん……」

　紅緒は少し考え込んで、

「高すぎず安すぎず、相手がもらって困らないもの……かな？」

　と答えた。答えながらも、自分が用意している手編みのマフラーが『困る』に該当してしまうのではないか、という思いが脳裏をよぎる。

「なかなか難しいですね……。飛ひ露ろ騎き様はどうお考えなのでしょうか？」

「基本的には、相手に似合いそうなもの、よく使いそうなもの、じゃないかなあ。ホントは、事前にそれとなく訊いておくとか、共通の友達に訊いてもらうとかするのが確実だろうけどね」

「……例えば、飛露騎ならどんなものが欲しいんですの？」

「ロフィーナちゃん、それは全然さりげなくないよ……？」

「むしろ、ド直球でございます」

「うーん、なかなか自分のことだと催さい促そくみたいで話しづらいから、この場にいない碧みどりさんの場合で考えてみようよ。まず、碧さんが喜びそうなものってなんだと思う？」

　飛露騎の質問に少し考え込んで、ロフィーナは、

「お酒だと思いますわ」

　と答え、全員を真顔でうなずかせた。

「まあ、お姉ちゃんは大学生だし作家でもあるから、そっち方面の道具もありうるんだけど……、満場一致って、まったくもう……」

「とはいえ、プロなら僕らが贈るより良い道具を揃そろえてるだろうし、そもそも何が必要なのかよくわかんないしね。パソコンとか気軽に贈れるほど安くはないだろうし」

「しかし、碧みどり様ほどわかりやすいお人も稀まれなのではないでしょうか」

　ヴヴの言葉は、再度、全員を真顔でうなずかせた。




　女の子の買い物は長い。

　それは今日も変わらなかった。ショッピングモール内の似たような店を見て回って、やっぱり最初の店がよかった、などと戻ることもある。

　その間中、ロフィーナと紅べに緒おは見る品一つ一つに「可愛かわいい」と歓声を上げたり、「これはない」と笑い合ったりして、その様子を一歩引いたヴヴが穏やかな顔で見守っており、さらに後ろから見ている飛ひ露ろ騎きはときおり見え隠れする黒服に苦笑したりしていた。

　日本の秘密機関、合衆国の秘密機関ともに、エージェントたちは今日も勤きん労ろうに精を出していたのだった。

　──さて、僕は誰に何を贈ろうかなあ。紅緒に贈るものはだいたい目星がついてるけど、姫とヴヴさんには何を贈ったらいいだろう……？

　ぼんやりと女性陣にくっついて歩きながら、ふと、飛露騎は一つの商品に目を留めた。

「あ、これ、いいかも」

　飛露騎はそれを手に取って、レジへ持っていって、言った。

「これとこれください。あと、プレゼントなんで、別々にラッピングお願いします」

　さて、これで全員分何を贈るか決めたから、それを揃えたら自分が贈るプレゼントは準備完了だな──と思って飛露騎がロフィーナと紅緒の方へと目を向けると、何やら事態は一変してしまっていた。

「じゃあ、これ……？　とても可愛くて良いと思いますわよ……？」

「でも、ファンシーすぎるのって男の子には使いにくいかも……。ほら、男の子って好みのデザインが結構違うから……」

「では、こちらなどはいかがでしょう？　機能美溢あふれるシンプルなデザインは男女どちらも日常的に使って頂けると思いますが」

「そうだけど、ヴヴさん、男の子はあんまりシュシュって使わないんじゃないかな。ほら、これって長い髪を束たばねる物で、ヒロくんは髪も短いし」

「それは盲点でございました」

　なんだかなあ、と飛露騎は苦笑を浮かべた。

「そういえば、なんだか赤い服を着たお爺じいさんの意い匠しようをあしらった商品がずいぶんたくさんありますわね」

　店内を見回しながら、ロフィーナが不思議そうに呟つぶやいた。

「そりゃあ、サンタクロースはクリスマスの主役みたいなもんだからね」

「「さんたくろーす？」」

　ロフィーナとヴヴが同時に首を傾かしげた。

「クリスマスの前夜にトナカイって動物が引くソリで空を飛んで、夜中に家々に煙えん突とつから入って、こっそり子どもたちにプレゼントを配って回るお爺じいさんだよ」

　飛ひ露ろ騎きのメルヘンあふれる説明に、ロフィーナとヴヴは青い顔をした。

「確か、この世界には何十億人も人がいるんですわよね……？　子どもだけに限定しても、それをクリスマスの夜だけで回るなんて、どう考えても人間業ではありませんわ」

「トナカイとは蹄ひづめを持つ陸を走る動物だと記憶しております。ソリも雪の上を滑すべる乗り物なはずですし、それで空を飛べることがまず不可解です」

「下位の神か、下手をすると魔神か何かの所業に思えますわね……。そんな存在が毎年干渉してくるのは、少し危険に思えますわ」

「はい。気分一つで災厄を撒まき散らす存在に変わってしまうかもしれません」

　ロフィーナとヴヴが真剣な顔で話し合っている。

「いやいや、架空の存在だから！」

　慌あわてて、飛露騎はそう説明した。

「でも、ヒロくん、モデルになった人はいるんだよ」

　にっこりと笑って、紅べに緒おが言う。

「セント・ニコラウスっていって、貧まずしくて娘を売らなくては生きていけない瀬戸際の家に、こっそり金貨を投げ入れたんだって。その金貨のおかげでその一家は娘を身売りさせないですんだの。その金貨が、偶然靴下に入っちゃってたことから、クリスマスの夜に枕まくら元もとに靴下を掛けておくと、サンタクロースがプレゼントを持ってきてその靴下に入れておいてくれる、っていう伝承になったんだって」

　へー、と飛露騎も含めた三人が感心したように異口同音に言った。

「あ、じゃあ、セント・ニコラウスがサンタクロースの語源なら、サンタってアレか、『聖なる』って意味の敬称みたいな言葉なのか。なんかサンタさんって、『聖なるさん』みたいでちょっと間抜けかも」

「んー、日本語で言うと、和お尚しようさん、みたいなニュアンスじゃないかな？　ほら、ナントカ和尚、みたいに名前のあとにつけたりもするでしょ」

「なるほど。なんか、微妙に違う気もするけど」

「いずれにしても、伝説上の存在ですのね。……ということは、プレゼントはどうなりますの？」

「それは、親御さんが子どもたちの夢を守ってるんじゃないかな」

　ちょっと小首を傾かしげるようにしながら、紅べに緒おがそう言って微笑ほほえんだ。

「それで、そこから転じて親しい人や大切な人に贈り物をする、という風習になったのですね」

「素敵な風習ですわね」

「うん、だからね、文学の題材とかにもたくさんなってるんだよ。有名なところだと『賢者の贈り物』とか」

「文学……物語ということですわね。それはどんなお話ですの？」

「ええと、あまり裕福じゃない若い夫婦がお互いに贈り物をしようと考えるの。祖父から受け継いだ懐中時計をとても大切にしている夫は、それを質屋に入れて、とても美しく長い髪の妻に櫛を買うの」

「質屋っていうのは、価値のある品物を預けることを条件にお金を貸してくれるお店のことだね。もちろん、期限までにお金を返せなければ、預けた品物は質屋さんのものになっちゃうよ」

　飛ひ露ろ騎きの補足に、ロフィーナとヴヴはうなずいた。

「そして、妻はその髪を売って、懐中時計を吊つるす鎖を買うの」

「髪を売る、ってちょっとピンと来ないよね」

「そうだよね。でも、昔はカツラは人の髪の毛で作っていたから、きれいな髪の毛には結構需じゆ要ようがあったみたいだよ」

「へえ」

　飛露騎の感覚では他人の髪の毛と聞くとちょっと気持ち悪いと思ってしまうが、毛皮などと一緒だと考えれば、本物志向と言えなくもない。

「えっ、それじゃあ、お互いの贈り物が無駄になってしまうんじゃありませんの……？」

「うん。でも、自分が一番大事にしているものを犠牲にしてでも相手に喜んでもらいたい、っていう気持ちを確かめ合って、その夫婦はいっそうお互いへの想おもいを強くするんだよ。髪の毛はまた伸びてくるし、時計も一生懸命働いて質屋さんにお金を返せば良いんだから頑張って働こう、って」

「碧みどりに言い聞かせたい言葉ですわね」

「ホントにね」

「妹ながら、返す言葉がないよ……」

「御意にございます」

　全員で苦笑いする。

「あ、それより、プレゼント選びは？」

　飛露騎に言われて、ロフィーナとヴヴはハッとなって、再び真剣な目で商品を吟ぎん味みし始める。

「あっ！　これ！　これ、すっごくかわいいですわ！」

　ロフィーナはそう言いながら、一つの商品を両手で持ち上げた。

　それは、小ぶりな土ど鍋なべだった。一人暮らし用なのか、飛ひ露ろ騎きの家にある土鍋と比べると、まるでままごと用のオモチャのようだった。

　だが、そのサイズ感と、猫をモチーフにした意い匠しようが女の子好みであることは飛露騎にもよくわかった。

「あ、ホント、かわいい！」

　紅べに緒おも賛同して黄色い声を上げた。

「御意にございます。が、姫様、これは形状からして、何度か鍋料理につかったドナベと呼ばれる調理器具なのでは」

「ええ、そうですわね。それがどうかしまして？」

「いえ、これを贈られた人はこれを使う機会がなさそうだと思いましたので」

「なるほど」

　飛露騎は苦笑した。

「確かに、うちにはもっと大きな土鍋があるし、なかなかそのサイズの土鍋を使うことはなさそうだよね。それ、どっちかっていうと、一人暮らし用の大きさだもんなあ」

「言われてみれば、そうですわね……」

「すっごくかわいいのにねえ……」

　しょんぼりと、ロフィーナと紅緒が肩を落とした。

「……うう、もう何が正解なのかわからなくなってきましたわ……」

　もし贈ったものが喜んでもらえなかったら、という話でロフィーナが不安になってしまったらしい。




　ほどなくして、世界各地でキノコが異常繁殖を始め、このままでは四日ほどで陸地の七〇％がキノコに覆い尽くされてしまうという計算結果を専門家が発表し、それがニュースとして世界を駆け巡ることになった。

　世界は、聖夜を目前に、またも滅亡の危機にさらされてしまうのだった。
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「まったく、世界ってヤツはとことんあたしに酒を飲んでほしいみたいね！」

　世界の危機に、碧みどりは嬉き々きとしてそんなことを言いながら飛露騎たちと合流した。

　そして事情を聞いた碧は、

「そういうことなら、前倒ししましょ。今日パーッとクリスマスやっちゃうの。プレゼントもチキンもね。食いたいヤツはケーキも勝手に食いなさい。この中にはプレゼントにケチつけるようなのはいないから、インスピレーションで買っちゃいなさい。はい、全員、三〇分以内に買ってここに集合！」

　と一方的に宣言した。

　碧みどりに追い立てられるように、早くプレゼント買ってこい、と個別行動を強いられる。

　飛ひ露ろ騎きは手早く目を付けていた品々を買い回って、買い物客に紛れ込んでいるつもりの黒服に声をかけた。

「あの、お仲間に姫と紅べに緒おとヴヴさんに言づてをしてほしいんですけど」

　困こん惑わくする内閣直属の滅亡対策室構成員に、飛露騎は、

「や、そんな面倒な内容じゃないですから。紅緒はともかく、姫とヴヴさんって携帯持ってないから、こういうときちょっと困るんですよね」

　と笑って言った。




　チキンを食べよう、という名目で碧が一行を連れてやってきたのは──、

　赤あか提ちよう灯ちんをぶら下げた、よく言えば年季が入った、悪く言えば薄汚い焼き鳥屋だった。立地も少し路地を入ったところで、ちょっと目立たない。

「え、ここっすか……」

　思わず口に出して言ってしまったのは飛露騎だったが、他の面々も同じことを思っていたのは表情から明らかだった。

「言いたいことはわかるけど、老舗しにせの力をなめるんじゃないわよ」

　ふふん、と笑って、碧は自信満々でのれんをくぐり戸を開けた。

「そういうことじゃなくて、チキンって……いやまあ、チキンには違いないけど……」

　苦笑しながら碧の後に続いてゾロゾロと店に入る。

　その店は、カウンター席が一五席ほどの、こぢんまりした作りだった。鶏とりを焼く香ばしい匂においが充満したその店の第一印象は、「狭い」だった。ただ、それだけにカウンターの中と客との距離感が近く、暖房のみならず暖かい雰囲気もまた充満しているようだった。

　そんな店内で、一人酒を飲んでいた女性客と目が合った。

「あれ、なんで津つ留る美みちゃんがここにいるの？」

「それはこっちの……私にだって行きつけの店の一軒くらいありますよ！」

「ってか、碧さんの言葉、今世界は滅亡の危機なのにって意味じゃないんですか」

　飛露騎の問いに、津留美は拳こぶしを振るわせるようにして、

「ちょっと聞いてよ！」

　と氷が入ったグラスの液体を一息にあおった。

「対策室のみんなが、『実際に滅亡の危機が始まったら室長は邪魔なんで飯でも食ってきてください』なんて言い出したのよ！　酷ひどいと思わない!?　そりゃ確かに私は若じやく輩はいだしポカも多いし頼りがいもないだろうけど！」

「……」

　全員が、生温かい微笑ほほえみを浮かべて津つ留る美みに同情の目を向けた。

「ええと、わざとそういう突き放すような言い方をして、〆しめ張はりさんに休んでもらいたかったんじゃないですかね」

「き、きっとそうですわ！」

「ええと、部下の人たちの優しさだよね！」

「そんなわけないじゃない……」

　涙目で、津留美はカウンターに向かってグラスを突き出し、お代わりを要求した。

「……まあまあ、津留美ちゃん、とりあえず、今日は吞のもっか。大将、この人も一緒に二階のお座敷使わせてもらっていい？」

　ホッとした表情で「どうぞどうぞ」とお店の人が言った様子からして、お店の人たちにもこんな絡み方をしていたのだろうということは想像に難くなかった。

　そんなこんなで、二階へ。

　通されたのは、個室と呼べるほど気密性が高くない席だった。十畳ほどの部屋に衝つい立たてを立てて区切った一画。おそらく、団体予約が入ったときなどは衝立を取って宴会場として使ったりもするのだろう。

「ところで、津留美ちゃんは何飲んでたの？」

「焼しよう酎ちゆうですけど」

「なるほどー、ロックの焼酎を流し込むとは、なかなか荒れてるわねえ。でもまあ、焼き鳥に焼酎は良いチョイスよね。日本酒でも本ほん醸じよう造ぞうや純米酒は結構合うけど、吟ぎん醸じよう酒しゆだとちょっとアレだし」

「碧みどり様、焼酎とはどのようなお酒なのでしょうか？」

「蒸じよう留りゆう酒しゆなんだけど、うーん、説明すると長くなるから、とりあえず『いろんな材料で作られる日本酒より強いお酒』とでも思っておけばいいわ。米とか麦とか芋とか蕎そ麦ばとか、材料によってかなり味が違うわよ。変わり種では、牛乳とかトマトとか、ホントいろんなのが出回ってるわね。飲み方も、そのまま飲むストレート、氷を入れるロック、あとは水で割ったりお湯で割ったりソーダで割ったりウーロン茶で割ったり、日本酒よりかなりバリエーションが多いわね」

「なるほど……。日本酒も銘めい柄がらによって味がかなり違って興味深いと感じましたが、焼酎というお酒も負けず劣らず奥深そうでございます」

「そういえば、ヴヴちゃんはまだ飲んだことなかったわね。じゃあ、今日は焼酎で津留美ちゃんに付き合いましょうか」

　碧みどりは店員を呼び、メニューを開いて、

「とりあえず、津つ留る美みちゃんのお代わりと、えーと、あたしたちは米の『鳥とり飼かい』をもらおうかしら。味をしっかり知りたいならストレートかしらね。あとは、串くし焼やきの盛り合わせを人数分と、あんたたちは？」

「コーラ」

「私はウーロン茶を」

「オレンジジュースをお願いいたしますわ」

「ということで」

　と、注文した。

「ま、ホントは焼き鳥は、カウンターで焼くの見ながら飲むのが楽しいんだけどね。この人数でカウンターに横並びだと話もしにくいし」

　言いながら、碧がメニューをパタンと閉じた。

「さて、飲み物はともかく、焼き物は少し時間がかかるだろうから、乾杯より先にプレゼントの交換もやっちゃいなさいな」

　事情がわからず首を傾かしげる津留美に、「実は……」とヴヴが経緯を説明する。

　飛ひ露ろ騎きたちは顔を見合わせて、一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、

「ほら、はーやーくー」

　と碧に急せかされて、四人は「じゃあ」と買ってきたものが入った紙袋をテーブルの上に乗せた。

「それじゃ、僕から。はい」

　飛露騎は掌てのひらサイズの長細い包みをそれぞれロフィーナと紅べに緒おとヴヴに手渡した。

「ヒロくん、ありがとう！　開けていい？」

「もちろん」

　ロフィーナとヴヴも、紅緒に倣ならって包装を解き始めた。

　ロフィーナとヴヴへのプレゼントは、色違いのマルチペンだった。シャープペンシルと黒赤のボールペンが内蔵された、全体的に丸っこいデザインのペンで、ロフィーナには赤、ヴヴには青。

「二人は毎日勉強頑張ってるから、文房具が良いかなと思って」

　紅緒には、木製の計量スプーン。大さじと小さじがくっついた、雪だるまのような形状で、実際、小さじ側にはディフォルメされた笑顔が彫ほり込まれていた。

「紅緒には計量スプーン。料理の基本はレシピ通りに作ることだから、それで分量の計測からしっかりやろうね」

「……なんだろ、すごく可愛かわいいし嬉うれしいんだけど素直に喜べないような、でも嬉しいみたいな……」

　紅べに緒おは複雑な笑顔で「ありがとう」と言い、ロフィーナは嬉うれしそうにペンを見つめ、ヴヴはそんなロフィーナの笑顔をジッと見つめたあとで、飛ひ露ろ騎きに小さく一礼した。

　ロフィーナが用意したプレゼントは、飛露騎に対しては小ぶりで四角い玉子焼き用のフライパン、紅緒には色とりどりのシュシュのセット。

「ありがとう、姫。これで毎日のお弁当作りがはかどるよ」

「私も、これで髪をまとめていっぱいお料理作るね！」

「うふふ。でも、紅緒は作る前に美お味いしく作れるようお勉強してほしいですわね。あ、ヴヴの分は、まだ秘密ですわ」

　紅緒は、ロフィーナには「綺き麗れいな髪だから」とヘアブラシを、ヴヴには「ロフィーナちゃんの身支度にも自分のお化粧にも使えると思って」とシックな手鏡を贈った。

「ごめんね、ヒロくんの分は前から用意してたんだけど、今日は持ってきてないから、かえったら渡すね」

「あらら、なんだか二人して思わせぶりねえ」

　みんなの喜ぶ顔を見ながら、ニヤニヤと笑って碧みどりが言う。

「私は、これをご用意いたしました」

　ヴヴは碧や津つ留る美みも含めて、全員に長細い包みを手渡した。

　中身は、色違いの塗り箸ばしだった。

「僭せん越えつながら、飛露騎様は唯一の男性ですので黒を、姫様にはお好きな味の色ということで黄色を、碧様と紅緒様はそれぞれお名前に色が含まれていますので緑と赤を、津留美様にはお名前の中にある『鶴』という鳥が白いと先日知りましたので、白を選ばせて頂きました」

「あらま、あたしにも？」

「わ、私ももらって良いんですか……？」

　傍観者だった碧と津留美が、驚いたように言いながらも、口元を綻ほころばせた。

「これはヴヴちゃんにも揃そろいの色違いを買わなきゃねえ」

「そのくらいは私が出します！」

「あ、碧さんと〆しめ張はりさんにも、それだけじゃないっす」

「これは、みんなからお二人へですわ」

　そうして渡された碧と津留美へのプレゼントは、金属製の小ぶりなぐい吞のみだった。お酒を飲むための器うつわである。

「錫すずってイオン効果で液体の不純物を吸着したりとか、水を浄化するとか言われてるんだよ。錫製の酒器を使うと、お酒がまろやかになるんだって。あと、熱伝導率が高いから、温めたり冷やしたりすると器ごとすぐ温まったり冷えたりするんだって」

「相変わらず、紅べに緒おは変なことを知ってるね……」

「はい、ヴヴにもこれを」

　ロフィーナから、同じものがヴヴに手渡された。

「これで、碧みどりと津つ留る美みと、三人お揃そろいの器うつわでお酒が飲めますわね。ヴヴの分だけちょっとお値段が張ってしまいましたけれど、長年尽くしてくれたんですもの、いいですわよね」

「姫様……。もったいないお言葉です……」

「や、嬉うれしいんだけどさ、あんたたち、いつの間に……」

「いや、なんかあのまま仕切られっぱなしなのもちょっと悔しいなって思って」

「わたくしも、ヴヴに何を贈るか決めかねていましたから、飛ひ露ろ騎きの提案は良いタイミングでしたわ」

「あーもう、今回はお姉さんの完敗だわねー」

　照れ臭そうに笑う碧の横で、津留美はプレゼントのぐい吞のみを手にしたまま、ポロポロと涙を零こぼし始めた。

「あーもう！　みんな良い子だわ！　みんな良い子だわ！　私の部下と違って！　私の部下どもと違ってッッッ！」

「ちょ、津留美ちゃん、どうしたの……!?」

「嬉しいんです！　ありがとうございます！　うわーん！」












「そんな、泣くほどのことですの!?」

「姫様、大人には辛つらいこともたくさんあるのです」

「それにしたって、もうすでに飲みすぎの域なんじゃ……」

　みんなで津つ留る美みをなだめたりすかしたりして、ようやく落ち着いてきた頃、大皿にドーンと盛られた焼き鳥の盛り合わせがやってきた。
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　それぞれがグラスを持ち、

「ちょっと早いけど、メリークリスマス！」

　と碧みどりが音頭を取る形で一同は乾杯した。

「それで、これはどういうお料理ですの？」

「見ての通り、鶏とりを小さく切って串くしに刺して焼いた料理よ。でも──」

「あ、なんとなく察しがつきましたわよ。マグロみたいに、部位や調理法で種類がありますのね？」

「お、わかってきたわねー。この盛り合わせはモモ、ネギマ、レバー、つくね、軟なん骨こつの五種ね。まあ、焼き鳥の基本的な品々よ。焼き鳥の味は塩とタレがあるけど、軟骨以外は全部タレね」

　碧が焼き鳥を指さしながら説明した。

「どれから食べればいいですの？」

「別に好きなのからでいいと思うけど、基本はモモかしらね」

　答えながら、碧がモモの串を手に取り、そのまま口へ運んだ。

　倣ならうようにロフィーナも手を伸ばし、他の面々もそれに続く。

　炭火で炙あぶられたことによる香ばしさと、甘あま辛からいタレの味、そしてモモ肉の脂あぶらと弾力が嚙かんだ瞬間に美う味まさに変換され、脳にビビッと伝達される。

「あ、これはとっても香ばしいですわね！」

「うん、鶏は唐から揚あげが一番だと思ってたけど、焼き鳥も美お味いしいね。このタレもすごく後を引くっていうか」

「軟骨も美味しいよ。ほら、この軟骨、骨にお肉もくっついてて、このお肉がすっごく脂が乗ってるの。軟骨のコリコリと一緒に食べると口の中が幸せになるよ！」

「こちらのレバーも大変濃厚でございます。それにこのお酒は……強さこそ違いますが、風ふう味みは日本酒にかなり近いのでございますね」

「原料がお米で一緒だからねー。日本酒は飲んでるから、その方が馴な染じみやすいかと思ったわけよ」

「なるほど……。お心遣い、痛み入ります」

「つくねもオススメよ。私、焼き鳥は塩派なんだけど、つくねだけはタレじゃなきゃダメよね。あと、個人的には焼き鳥には芋いも焼じよう酎ちゆうが一番合うと思うのよね」

「あー、ネギマも美お味いしー。最近じゃ焼き鳥を串くしから外してシェアする人も多いみたいだけど、やっぱ串から直接食べるのが醍だい醐ご味みよねー」

「僕は最初に外しちゃう人の気持ちもわかるけどなあ。串の下の方とか食べにくいし」

「私も、ヒロくんと同じ意見かなあ。一本を二人でシェアするくらいの量なら、もっといろんな種類が食べられるもんね」

「二人ともわかってないわねえ。そういうことじゃないのよ」

「厳格なお作法で決まっているわけではないなら、好きなように食べたらいいんじゃありませんの？」

「姫様の仰おつしやる通りでございます」

　そんなこんなで、焼き鳥の『基本編』を食べ尽くして、碧みどりは再びメニューを開いた。

「さて、じゃあ、ちょっと違うの頼もうか。えーと」

　碧が開いたメニューを津つ留る美みも覗のぞき込んで、これがいいとかこれはないとか言い合うことしばし、注文を経て、追加でやって来たのは、

「こちら、ハツ、セセリ、ボンジリ、シシトウでございます」

　という四種類が人数分だった。今度はハツの他は塩である。

「……これ、鶏とりじゃなくてお野菜ですわよね？」

　ロフィーナが指さしたのは、スリムなピーマンのような野菜が四つか五つ、串に刺さっている品だった。鮮やかな緑色が、焼けて少し黒く変色している。しかし、その二色のバランスが、どうにも食欲をそそる。

「これは津留美ちゃんの趣味。渋いわよねー」

「えー。シシトウ美味しいじゃないですか」

　言うなり、津留美はシシトウを一串手に取って、バリバリと美味しそうに食べはじめた。

　飛ひ露ろ騎きたちもそれに続く。

　ほんのりと、甘い。

　塩が振ってあるせいだろうか、焼けた香ばしさとともに、素材の持つ甘さが引き立てられているようだった。野菜特有の青臭さや、ピーマンのような苦みはほとんどない。

「あ、これいいね。肉続きの口がさっぱりするっていうか」

「この、柔らかいのに歯は応ごたえが残っている食感が絶妙ですわね」

「お野菜は美味しいよねえ。何より食べててカロリーの罪悪感がないもの」

「まあ、確かにシシトウは美味しいけど、旬しゆんは夏……うわっ、辛からッ！」

　碧が突然口を押さえて涙目になった。

　ヴヴが、

「いかがなさいました!?　まさか、毒……？」

　と心配して駆け寄る。

　が、津つ留る美みはケラケラと笑い出した。

「あらー、当たっちゃったわね。日頃の行いがこういうところで出るんじゃないかしら」

　ワケがわからずきょとんとするロフィーナとヴヴに、津留美は、

「シシトウってね、一〇個に一個くらい、すっごく辛からいのがあるのよ」

　辛いモノが苦手なロフィーナは、ギョッとした目を食べかけのシシトウに向けた。

「まあ、シシトウガラシ、だからね……」

「いやまあ、ある程度見分ける方法もあるそうだから、こういうお店ではもう少し当たる確率は低いと思うわよ？　でも、それでもスリルがあって楽しくない？」

「それを辛いモノが苦手な姫に食べさせるのもどうかと思います」

　飛ひ露ろ騎きに指摘されて、津留美の顔色がサーッと青くなっていった。万が一ロフィーナに辛いのが当たったらどうなるか、とようやく想像したらしい。

「まったく、あんたって人は……」

　辛さにひーひー言いながらも、碧みどりは津留美に白い目を向けた。

「姫様、そちらの串くしを」

　碧の側そばからロフィーナの側へと戻ったヴヴは、そう言って食べかけのシシトウの串を受け取り、すべてのシシトウの端はしを本の少しずつかじって味を確認した。

「ご安心ください。すべて、辛いモノではございません」

　そう言いつつ、ヴヴは毒味を終えたシシトウ串をロフィーナに返した。

「ありがとう、ヴヴ」

　その迷いのないヴヴの行動に、飛露騎はこれまでの二人の苦労を垣かい間ま見みた気がした。

「まあ、ともかく」

　まだ辛さに苦しんでいるようだったが、碧は一口焼しよう酎ちゆうを飲んで、場を仕切り直しにかかった。

「さっぱりした物から先に食べるのがセオリーだから、次はハツいってみよっか」

「ハツってこれですの？」

「そう、それそれ」

　焼け色がつき、タレの色で見た目はしっかり焼き鳥だが、よくよく見ればモモなどの肉とは何かが違う異質さがあった。

　碧に従って、全員がハツを口にした。

　味そのものは淡泊だが、しゃくしゃく、こりこり、という食感が一串を飽きさせない。

「これは、今までの鶏とりとは趣が違いますわね」

「ハツって内臓だよね？　どこだっけ」

「心臓だよ、ヒロくん。ハートが訛なまってハツになったみたいだよ」

「まあ、ドイツ語のハルツって説もあるけどねー。どっちも心臓の意味だけどさ。一羽から一個しか取れないから、考えようによっては贅ぜい沢たくな串くしよね」

　ひと串に四つ、四羽の鶏とりが必要な計算である。

「個人的な好みではありますが、脂あぶらの乗った肉よりは、こちらの方がお酒には合うような気が致します」

「あ、それちょっとわかる。けど、お酒の種類によるかな。ガッツリした脂乗りの肉に合うお酒もあるよ」

「私はどっちも好きです！」

　酒の肴さかなの好みも色々であるらしい。

　そして次はセセリへ。

　細長い肉を折りたたむようにして串に刺してある。こちらはタレがかかっておらず、白っぽい肉の色に焼き目がいっそう鮮やかだった。

「あ、これ、わたくしの好きな味ですわ！　ほどよい弾力があって、嚙かむほどに脂が染み出してきて」

「これだけ脂が乗ってると、塩で正解かも。タレだとちょっとくどいかもね」

「そうでもないわよ。タレに七味や柚ゆ子ず胡こ椒しようをちょっと付けても美お味いしいんだから」

　碧みどりに言われて、飛ひ露ろ騎きは「なるほど、ピリッと辛からければそれもありかもしれない」と素直に納得してしまった。

　そんな横で、紅べに緒おが、

「ああ、カロリーが……」

　と嘆なげきながら食べ続けている。

「言っておくけどね、紅緒、肉料理の中ではカロリー低めなのよ？　鶏とり肉にく自体が他よりカロリー低いし、炭火で脂を落としながら焼いてるんだから」

「うん、お姉ちゃん、それはわかってるんだけどね、美味しいものってなんかカロリーが高い気がしちゃうんだよ」

「印象で焼き鳥を悪者にするんじゃないわよ」

　苦笑しながら、碧は焼しよう酎ちゆうを一口飲んだ。

「ところで、セセリとはどの部分なのでしょうか？」

　ヴヴの問いに、紅緒がもぐもぐしながら自分の首を指さした。

「首の周りのお肉のことだよ。『せせる』っていうのはほじくり出すみたいな意味で、骨から引き剝はがすのが大変でほじくるみたいにしないといけないからそう呼ばれるんだって」

「首はよく動かすところだから、筋肉質がほどよく混ざってこの食感が生まれるのでございますね」

「わたくし、焼き鳥ではこれが一番好きですわ！」

「おおっと、それはボンジリを食べてからにしてほしいわね」

「そうそう、私たちは、ロフィーナ姫が一番好きそうだと思ってこれを頼んだのよ」

「えっ」

　碧みどりと津つ留る美みの言葉に、ロフィーナは嬉うれしそうな顔で驚いた。

「じゃあ、冷めないうちに食べてみようか」

　飛ひ露ろ騎きに促されて、ロフィーナも含め、全員がボンジリを手にした。

　丸っこい肉がこんがりと焼けている。これもタレがかかっていない。

　それを、口へ。

　きつね色の表面は、極薄の揚あげ物の衣ころものようだった。歯にさくりという心地よい嚙かみ応ごたえが伝わってくる。

　その直後に来たのは、脂あぶらの奔ほん流りゆうだった。

　くにくにとした不思議な食感の肉を嚙むほどに、止めどなく脂の甘さが染み出してくる。しかし、炭火で焼かれたことによる香ばしさが、過剰な脂でクドくなりすぎることを見事に防いでいた。

「これは……トロですわ！　鶏とりのトロ！　濃厚な真っ黄色の味ですわ！」

　喜色満面でロフィーナが言った。

　もはや、その表情と弾んだ声を聞けば、気に入ったかどうかを訊きく必要などなかった。

　その頰ほおはバラ色に上気し、うっとりとした目はまさに恋する乙女のそれである。今にもふわふわ飛んでいってしまいそうな幸福感が全身から止めどなく溢あふれ出していた。

「これは、思った以上にオイリーだなあ。でも、確かに美お味いしい。クセになりそう」

「美味しいけど……美味しいけど……カロリーの罪悪感が怒ど濤とうの勢いだよう」

「確かにこれは……しかし、強いアルコールに合わせるなら、これはこれでよろしいかと存じます」

「でしょでしょ。やー、ロフィーナちゃんに気に入ってもらえてよかったわ。お姉さんにはちょっと辛つらいのよ、この脂っこさ。歳としかしらねえ」

「私も……。美味しいんだけど、半串くしでいいわ。歳かしら」

「いやいや、碧さんも〆しめ張はりさんもまだ二十代前半でしょ。まだ若いでしょ」

「十代の高校生にはわかんないのよ……。この悲しみは……」

「それなら、碧と津留美で一串を半分ずつ食べればよかったのではなくて？」

「「確かに」」

　年長者二人が深々とうなずいた。

「まあ、それはそれとして、焼き鳥にはまだまだ皮とか砂すな肝ぎもとか手て羽ばとか定番の美お味いしいのがあるんだけどさ、それより──」

　ニヤリ、と碧みどりが不敵に笑った。

「これだけ上質な鶏とり肉にくを出す店の親おや子こ丼どん、食べてみたくない？」

　言われて、飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おはゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　ロフィーナとヴヴは親子丼が何なのかわからないなりに、飛露騎と紅緒の反応から期待感を膨ふくらませているようだった。

「というわけで、すみませーん！」

　碧が座敷の外に声をかけて店員を呼んだ。

「親子丼を人数分！」
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　各人の前に置かれた丼どんぶりが小ぶりなのは、飲んだあとの〆しめを意識してのことなのだろう。

　フタを取ると、湯気とともに食欲をそそる出だ汁しの香りがブワッと立ち上った。湯気の向こうに見えるのは、火が通り過ぎていない半熟トロトロの玉子の黄色と、その中で鮮やかに映える三つ葉の緑。

　玉子とタマネギの中に潜む鶏肉のところどころに、ほんのりと焦げ目のようなものが見える。煮る前に、炙あぶって香ばしさを出すために一手間加えているのかもしれない。

「これは……見た目だけでもうずるいよね」

「香りもすごく美味しそうですわね！」

「ロフィーナちゃん、『丼』ってね、具をごはんの上に乗せたお料理のことなんだよ。だから、見えないけど、この玉子と鶏肉の下にはごはんがあるんだよ」

「しかもねー、ごはんが具のタレや旨うま味みをしっかり吸ってたりするワケよ」

「そっ、そんなの美味しいに決まっているのではなくて!?」

「御意にございます」

「だから、ロフィーナ姫とヴーヴクリコさんにも食べてもらいたかったんですよ。元々、私がこの店に通うようになったのも、この親子丼がお目当てでしたから」

「あら、奇遇ねえ。あたしもよ」

　それほどか、と思いながら、飛露騎は我慢できずに丼を手に取り、一口。

　まろやかな半熟の玉子がふわりとろりと舌の上に乗ると、ほんのりと割わり下したの塩気が感じられた。控えめな、脇役に徹する出汁の風ふう味みと塩気。

　それが、玉子と鶏の風味を引き立てる。

　玉子から出てくるしんなりしたタマネギの歯触りと、ぷりっとした鶏肉の弾力。

　そして、三つ葉の香りと鶏とりの焼き目の香ばしさが全体の味を引き締めている。

「……！」

　誰からも言葉は出なかった。

　言葉の代わりに、手が二口目を運び、二口目よりも速度を上げて三口目に移行する。

　飛ひ露ろ騎きなど、直接丼どんぶりに口を付けて搔かき込んでいた。

　黙々と食べ続けることしばし。まず、飛露騎が食べ終えて丼をテーブルに置いた。丼としては小さめなことを考慮しても、明らかなハイペース完食だった。

　飛露騎は「はー」と幸せそうに息を吐いて、

「親おや子こ丼どんってこんなに美味しい食べ物だったっけ……？」

　と呟つぶやいた。

　次いで食べ終えたヴヴは、いつものように平静に空になった器うつわを置いたが、

「あの、ヴーヴクリコさん、ほっぺたにごはん粒が……」

　と津つ留る美みに指摘され、それを手で取って赤面した。

「私としたことが……。つい、美味しさに気がゆるんでしまったようです」

　紅べに緒おは食べ終わるなり、

「明日の朝ジョギングすれば大丈夫、明日の朝ジョギングすれば大丈夫、明日の朝ジョギングすれば大丈夫……」












　とブツブツ呟つぶやきだした。

　そしてロフィーナは──、

「ごちそうさまですわ」

　とても清すが々すがしい笑顔で、親おや子こ丼どんを食べ終えた。米の一粒も残さない、綺き麗れいな食べっぷりだった。

「美お味いしい鶏とり料理が食べられて、プレゼントをもらって嬉うれしくて、贈って喜んでもらえて、クリスマス？　ってとっても素敵な日ですわね！」

　その笑顔を見れば、すでに世界が滅亡の危機から脱しているであろうことは、誰の目にも明らかだった。

「もうお腹なかもいっぱいだし、ケーキはちゃんとクリスマスに食べましょ」

　碧みどりのその言葉でこの場はお開きになったのだが──




　帰宅して少し経たった頃、呼び鈴が鳴ったので、飛ひ露ろ騎きは玄関のドアを開けた。

　そこに立っていたのは、紅べに緒おだった。

「どうしたの、いつもは呼び鈴なんか鳴らさないで入ってくるのに」

　紅緒は頰ほおを染めて、少し身をモジモジさせた。

　外に立つ紅緒の吐く息の白さが、不自然な沈黙の間をつなぐ。

「あ、あのね、……こ、これ！」

　意を決して、紅緒が後ろ手に持っていた包みを飛露騎に差し出した。

「あ、そういえば、プレゼント後で渡すって言ってたね。ありがとう」

　言いながら、飛露騎はプレゼントを受け取った。

「……うん」

　紅緒の顔がどんどん真っ赤になっていく。しかし、飛露騎の目は受け取ったプレゼントの包みに注そそがれていて、それには気づかなかった。

「開けていい？」

「うん……あ、ええと、なんだか照れ臭いから、ちょっと待って。私、もう帰るから。じゃあね、ヒロくん。また明日！」

　紅緒はパッと身を翻して駆けていった。隣のドアが開き、閉まる音が飛露騎の耳に届く。

「……寒っ」

　紅緒がいなくなって、外気の冷たさに身を震わせ、飛露騎はドアを閉めた。

　プレゼントを開けてみる。

「あ、マフラーか」

　シンプルな黒の、毛糸のマフラー。

「もしかして、手編みかな……？　すごく温かそう。まだ寒い日が続くし、ありがたいありがたい」

　施錠をして、部屋に戻る。

　飛ひ露ろ騎きの周囲の少し早いクリスマスの夜は、みんな幸せな眠りにつけそうだった。





本格チーズバーガー







　クリスマスも終わり、一年も最後の数日になった、冬休みのある日。

　朝、ヴヴに髪を梳すいてもらいながら、何気なく、

「今日は冷えますわね」

　と、ロフィーナは呟つぶやいた。

「もう一枚、服をお召しになりますか？　すぐお持ちしますが」

　ヴヴに問われ、しかし、ロフィーナは「いいえ」と笑った。

「すぐそこの引き出しの中ですもの。髪を梳いてもらったら自分で探しますわ」

「……かしこまりました」

　いつもと変わらぬ表情で、ヴヴはそう答えた。




　平穏な朝を迎えた花はな泉いずみ家の隣、妙な機械や発明品で埋め尽くされそうな一室では、黒スーツのＭＩＢ構成員が集まっていた。

「まず、これを聞いてほしいのだわ」

　棒付きのアメをくわえたまま、ローズは手元のコンソールをパパッと操作した。

『今日は冷えますわね』

　録音されたロフィーナの言葉だった。

「確かに、今日は一段と冷え込みが厳しいのだわ。それをお気に召さないとなれば、これは、世界滅亡の危機と言わざるをえないのだわ！」

　なるほど、と黒スーツたちがうなずく。

「というわけで、今から『お隣さん温暖化作戦』を実施するのだわ！　ただし、スティーヴとロイは目前に迫ったコミケ対策を優先するのだわ！」

　ローズの指示に、黒服たちは「イエッサー！」と元気すぎる返事をするのだった。





　　　　＊






　休みの日でも、花はな泉いずみ家の生活は規則正しい。

　世話焼きの幼なじみが朝ごはんを勝手に作り始める前に主導権を握にぎらなくてはならないし、偽いつわりの身分だというのに必要以上に熱心な女教師も同居しているため、

「午前中は勉強の時間です」

　と半ば強制で一日のスケジュールを決められてしまうからだ。

　今日も、リビングのコタツで、紅べに緒おも加わっての勉強会となっているのだった。

「飛ひ露ろ騎き、ここなのだけれど……」

「あ、ロフィーナちゃん、そこはね、ここの式を代入して──」

「もー、さっきから、どうして飛露騎に訊きいていますのに紅緒が答えますの？」

「まあまあ。僕より紅緒の方が成績は良いんだから、教えるには向いてると思うよ」

　ぷくー、と頰ほおを膨ふくらませたロフィーナを飛露騎が困り顔でなだめ、紅緒が取り繕つくろうように苦笑する。

「っていうか、一応先生役でここにいるのに頼られない私って……」

「では、津つ留る美み様、私にこの問題を教えて頂けますでしょうか」

「うう、ヴーヴクリコさん、気を遣っての、昨日も教えた問題への質問ありがとうございます……」

「いえ、復習は有効な学習方法でございますので」

　飛露騎と紅緒は冬休みの課題を、ロフィーナとヴヴは期末試験の見直しを、津留美指導の下に和わ気き藹あい々あいと進めていたのだが──

　キラリ。

　窓の外で、何かが光った。

「……？」

　なんだろう、と窓を見た飛ひ露ろ騎きの目を、光が直撃した。

「うわっ、眩まぶしっ！」

　咄とつ嗟さに、飛露騎は目を手で庇かばう。

　いくら晴れていても、とうてい常識的にはありえない光量が窓から部屋の中へと容赦なく降り注そそぐ。

　窓に目を向けていなかった面々も、窓から差し込む光量が明らかにおかしいことに気がついて顔を見合わせた。

「……」

　津つ留る美みは無言で窓に背を向けて、携帯電話を取りだし、部下をコールした。

「たぶん大きな鏡のようなものか珍ちん妙みような装置でこの部屋に光を照射しているバカたちがいると思うので、拘束してここに連れてきて下さい」

　その何分かあとに、部屋に差し込む光は消えた。

　向かいのマンションの屋上あたりで何やら騒々しい物音ややりとりが聞こえた気がしたが、それを確認するより先に津留美の携帯電話が鳴り、

『申し訳ありません、取り逃がしました。例のＭＩＢです』

　という報告が入った。

「やっぱり……。何を企たくらんでいるかはしりませんが、これで諦あきらめるとは思えません。警戒を厳にしてください」

　そう指示を出して、津留美は通話を切って、

「さあ、邪魔が入りましたけど、勉強を続けましょう」

　と携帯電話をしまった。

　それから一五分。

「なんだか、暑くありませんこと……？」

　朝、一枚余計に着込んだカーディガンを脱ぎながら、ロフィーナが言った。

「確かに……。エアコン、誰か設定温度変えた？」

　飛露騎の問いに、全員が首を横に振る。

「もしかして、気温がぐぐーっと上がったのかな？」

　紅べに緒おが首を傾かしげた。

「しかし、紅緒様。今朝はいつもより冷え込んでいましたし、天気予報でも今年一番の寒さだと」

「そうだよねえ」

　ヴヴに言われて、もう一度紅緒が首を傾げる。

「おかしいな……」

「おかしいですね」

　期せずして、飛ひ露ろ騎きの声と津つ留る美みの声が重なった。

「〆しめ張はりさん、これって……」

「ええ。これはきっと」

　飛露騎と津留美は同時にコタツを出て立ち上がり、ベランダへのガラス戸へと歩み寄った。

　からり、とガラス戸を開けると、冬の空気が室内に入りこんできた。その冷たさは身を震わすほどで、暖かいなんて冗談でも言えない。

　コタツ組から、寒い、と抗議の声が上がる。

「ごめん、すぐ閉めるから」

　身を震わせながらベランダに出ると、そこにはおかしな光景が広がっていた。

　何人もの外国人が、安全帯を黒スーツの上に装着し、ロッククライミングよろしくザイルで屋上から自身の身体からだを吊つって、壁に使い捨てカイロのような何かをびっしりと張り付けていたのである。

　その中に混じって、白衣の上にダウンジャケットを羽は織おったローズの姿もあった。

「……あなたたち、何やってるんですか」

　呆あきれ気味に、津留美が訊きいた。

「やばい、見つかっちゃったのだわ！　全員、離脱っ！」












　たんっ、とローズが壁を蹴けって跳んだ。同時に安全帯の脇腹あたりに付いているスイッチを押した。

　その瞬間、安全帯からにょきっとジェット機のエンジンを小型化したような妙なアームが二本生えてきて、即、ごうっと点火した。

　爆発的な推進力で、ローズの小さな身体からだは飴あめ玉だまを撒まき散らしながら屋上の方へと勢いよく飛んでいった。

　黒服たちも、

「神よ……！」

「主よ、守りたまえ」

　とか口々に祈りの言葉を唱えながら同じように装置を起動し、次々上へと消えていった。

「なんなのよ、もう……」

　ため息をつきながら、津つ留る美みはベランダから身を乗り出して、ローズたちが張り付けていた使い捨てカイロに怖々触った。

「熱っ！　何これ!?」

　そのカイロには、字を覚えたての幼稚園児のようなのたくり加減で『ローズとくせいたてものようカイロ』と書いてあった。

「ええと……ローズ特製建物用カイロ……？」

「まあ、さすがに火事になるようなことがないように作ってあるとは思うけど……」

「え、この寒空に放置して、火事にならないのに建物の中にまでこれだけ熱を伝えられるカイロって、実はものすごい発明なんじゃ……」

「ホント、その才能を普通に役立ててほしいものだわ」

　そう言って、津留美はブルッと身を震わせ、自分自身を抱きしめるように身を縮こまらせた。

「とにかく、すぐ除去させるように手配しますから、中に入りましょう。寒くて風邪を引いてしまいそうだわ」

　それに関しては、飛ひ露ろ騎きもまったく同感だった。




　それから三〇分。

　チャイムが鳴って、日本人の黒スーツの一団によって、ローズを始め、何人かの外国人黒スーツがぐるぐる巻きにされて飛露騎たちの前に引き出された。

「マンション内に奇妙な装置を設置しようとしているところを拘束しました」

　そう報告する黒服を、ローズはキッと睨にらんで、

「奇妙な装置とは失礼なのだわ！　『美少年をポカポカさせて服を脱がせちゃおう光線照射装置』を応用して、マイクロ波の照射で部屋を暖めるシステムを構築しようとしていただけなのだわ！」

　と反論した。

「ちょ、マイクロ波って電子レンジの原理じゃないの！　危ないわね、私たちやロフィーナ姫を殺す気なの!?」

「そんな迂う闊かつなことはしないのだわ！　人体に害が出ないよう調整しているのだわ！」

「信用できますか、そんな言葉が！」

　睨にらみ合う津つ留る美みとローズの間に、ロフィーナが「まあまあ」と割って入った。

「ローズは、わたくしが寒がっているのを知って、暖かくしようとしてくれたのですわよね？」

「もちろん、そうなのだわ」

「確かに、姫様は今朝、少し寒いと仰おつしやいました」

「まさか、まだ盗聴をしてるんじゃ……」

　ジロリと津留美に睨まれて、ローズは気まずそうに目を逸そらした。

「そういう親切は、先に一言断った方がいいんじゃないかなあ」

「飛ひ露ろ騎きの言う通りですわね。それに、ちょっと寒いくらいで世界を滅ぼすほど凹へこんだりしませんわよ。暖房器具を使って、服を少し着込めばいいだけですもの」

　それはそうだ、とローズ以外の全員──ＭＩＢたちも含めて──がうなずいた。

「でも、気遣ってくださったことには感謝いたしますわ。ありがとう、ローズ」

「へ……？」

　謝辞を受けたローズがぽかんと口を開けっ放しにする。縛しばられるような目に遭あって、お礼を言われるとは夢にも思っていなかったらしい。

「さあ、ローズたちの拘束を解いてあげてくださいな。さすがにこの期に及んで無む茶ちやはしないと思いますし、そろそろお腹なかも空すいてきましたわ」

「さすが姫様、お優しゅうございます。今はお寒くはないですか？　お言いつけくだされば、いつでも上着をお持ちしますので」

「ヴヴ、朝も言いましたけど、そのくらいは自分でやりますわ。もうわたくしは、お姫様でもお嬢様でもありませんのよ？」

「……はい」

　少し寂しそうに、ヴヴがうなずいた。

「それより、お腹が空きましたわね」

「そういえば、もうこんな時間だねえ」

　紅べに緒おがそう言いながら目をやった時計は一二時の一分前を指していた。

　その瞬間、バン！　とドアが開き、

「さあ、お昼よ！　ごはんよ！」

　と、いつもはスウェットに半はん纏てん姿の碧みどりが、きちんと外出できる服装で颯さつ爽そうと登場した。

「貴女あなたも盗聴でもしていそうなタイミングね……」

　そんな津つ留る美みの言葉に、一同が苦笑する。

「今日はランチに連れて行きたい店が……」

　しかし、碧が言い終わる前に、

「おっと、そうはいかないのだわ！」

　と、拘束を解かれたローズが立ち上がって言った。

「今日はお詫わびの意味も込めて、吾わが輩はいがランチをご馳ち走そうするのだわ！」

　突然の提案に、飛ひ露ろ騎きたちは驚いて顔を見合わせた。
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「ここなのだわ！」

　ローズが一同を連れてきたのは、秋葉原にあるハンバーガー屋さんだった。少し奥まった立地で、しかも二階の店舗だというのに入り口の階段が目立たず、隠れ家感に溢あふれるお店だった。

「ここは、あんまんマンのフィギュアを探しに来てスティーヴが見つけたお店なのだわ。以来、吾輩たちのお気に入りなのだわ！」

「合衆国の人がハンバーガーを推すってのは、なんだか意外性に欠けるわね」

　碧が肩をすくめた。

「ここのは本当に美お味いしいのだわ！」

　そんなやりとりに、ロフィーナとヴヴが首を傾かしげる。

「ここのお料理はね、ローズちゃんの国の定番なんだよ」

　紅べに緒おが二人にそう説明した。

「日本でも人気あるけどね」

　そして、飛露騎が補足する。

「それは楽しみですわね」

「御意にございます」

　階段を上って、店内へ。

「いらっしゃいませ」

　そう言って出迎えてくれたのは、メイド服姿の眼鏡のウェイトレスだった。ただし、メイド喫茶のフリフリとは違い、もっとシックで、きちんと作業着として作ってあるような代物だった。スカートも長い。

「それでもアキバっぽいって思っちゃうのは、毒されすぎかなあ」

　思わず呟つぶやく飛ひ露ろ騎きの横をするりと抜けて、ローズが小走りで前に出た。

　そのローズに気がついて、眼鏡のメイドさんはにっこりと笑った。

「あら、ローズちゃん」

　名前まで覚えられているということは、通っているのは本当なのだろう。

「エリー、今日は知り合いを連れて来たのだわ！」

「まあ、ありがとうございます。どうぞ、こちらのお席へ」

　エリーと呼ばれた眼鏡のメイドさんは、窓際のテーブルをいくつかくっつけて八人がけの席を作り、そこへと案内してくれた。

　飛露騎とロフィーナ、紅べに緒お、碧みどり、ヴヴ、津つ留る美み、ローズの七人が座る。

　テーブルの配置も、柔らかいソファも、全体的にゆったりとした感じの店内だった。つい長居したくなる喫茶店の趣である。

　飛露騎は何気なくメニューを開いて、

「うわっ、高っ！」

　と声を上げた。

　飛露騎の知っているハンバーガーは基本ファーストフードで、一〇〇円台から高くても四〇〇円しないくらいである。

　なのに、ここのハンバーガーは安いモノでも一〇〇〇円近く、平気で超えているものも少なくない。

「いやいや、ヒロ、ちゃんとしたところのハンバーガーはこんなもんよ？　そもそもハンバーグ自体がメインディッシュを張れる立派な料理なんだから、ちゃんとした材料とちゃんとしたプロの技術で作ったらそりゃ一〇〇〇円くらいするって」

「そう言われると、確かにそんな気もするけど……」

　理屈ではわかっても、ハンバーガー＝安い食べ物という構図がなかなか飛露騎の頭から抜けなかった。

「碧様、今日は何をお飲みになるのですか？」

「おっ、ヴヴちゃん、もしかして昼間から飲む気満々？　いいわねいいわね」

　舌なめずりをして、碧もメニューを開いた。

「ハンバーガーで飲むならビールかしら」

　津留美が何気なく言った。

「セオリーだとそうだけど、別にワインでもものによっては合うはずだし……あ、これなんかどう？」

　碧がメニューを津留美に示した。

「あ、なるほど。いいですね」

　津留美がうなずく。

「あの、昼間から、というさっきの仰おつしやりようは、何か飲酒に関かかわる戒かい律りつ的なものでもあるのでしょうか？」

　ヴヴの質問に、碧みどりは苦笑して、否定の意味で手をヒラヒラと振った。

「あー、ないない。でも、平日の昼間って普通の人は働いてるわけよ。だから、やっかまれるってのはあるわね」

「そういうやっかみも込みで、ネットなどでは『このビールクズめ』みたいな言われ方をすることもあるようですね。ですが、半分以上は冗談ですので、気にする必要はないと思います」

　津つ留る美みも真面目まじめな口調で言う。

「なるほど……」

「大人は大人で美お味いしくない飲み物の話をさせておけばいいのだわ。吾わが輩はいのオススメはこのチーズバーガーなのだわ！」

　わずかではあるが、一〇〇〇円を超えているメニューである。

　飛ひ露ろ騎きも紅べに緒おも、躊ちゆう躇ちよして顔を見合わせた。

「ご馳ち走そうするからお値段の心配なら要らないのだわ！　吾輩には研究費という名の経費がついているのだわ！」

　それってダメなのでは、と思ってしまう飛露騎だったが、盗聴やら盗撮、はたまた珍ちん妙みような装置を作るよりは有意義な使い方かもしれない、とも思ってしまう。

「せっかくローズが薦すすめてくれたのですから、わたくしはこれに致しますわ」

「私も姫様と同じで。飲み物も、碧様と同じものをお願いいたします」

「じゃあ、僕もそうしようかな」

「悩むなあ……。アボカドバーガーも美味しそうだけど……チーズなんてハンバーグに合うに決まってるし……」

　紅緒がうーん、うーん、と悩み続けている。

「次に来たときアボカドにすればいいんじゃない？」

「うん、そうだね。今日はみんなと一緒にチーズにするよ」

「じゃあ、全員チーズバーガーでいいの？　あと、お酒飲まない組は飲み物も決めときなさいよ」

　そう言って、碧がメイドさんを呼ぼうと手を上げた。

「はい、ただいまう……ガッ」

　大きな音を立てて、眼鏡のメイドさんがすっ転んだ。

「だ、大丈夫ですか!?」

　思わず、飛露騎が助けようと席を立ちそうになる。

　が、眼鏡のメイドさんはそれを手で制して立ち上がり、

「失礼いたしました」

　と眼鏡の位置を直してにっこり微笑ほほえんで、何ごともなかったようにやってきた。

「エリーはちょっとドジっ娘こなのが玉たまに瑕きずなのだわ」

「申し訳ございません」

　そう言って、眼鏡のメイドさんはテヘッと微笑んだ。

　──ああ、秋葉原だなあ……。

　それが、飛ひ露ろ騎きの偽いつわらざる感想だった。
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　まず運ばれてきた大人組の飲み物は、ビールよりも色が薄く、ビールよりも泡が少なく、細長いグラスには氷が入っていて、グラスの縁にはレモンが飾られ、ミントが浮いていた。

「こちらの飲み物は……？」

　そう訊きくヴヴに、碧みどりは、

「ハイボールよ。本来は蒸じよう留りゆう酒しゆを炭酸水や水、果汁なんかで割ったカクテルのことなんだけど、日本ではウイスキーを炭酸水で割ったものを指すわね。店によってはレモン果汁を加えたり、こんなふうにミントを添そえたりするけど」

　と説明した。

「スッキリしてて飲みやすいし、癖も少ないから色んな料理に合うお酒よ」

　と津つ留る美みも補足する。

「まあ、ウイスキーがホントに好きな人はストレートでチェイサーと交互に飲むんだけどね。あたしの場合はロックが一番好きだけど」

「ストレート？　チェイサー？」

　首を傾かしげるヴヴに、津留美が、

「ストレートやロックというのはお酒の飲み方ね。ストレートは何も加えず、ロックは氷を浮かべただけ。このハイボールはだいたいウイスキー一に対して炭酸水四くらいだから、だいぶ薄いわね。で、チェイサーっていうのは、強いお酒と交互に飲むノンアルコールの飲み物のことよ。たいてい水だけど、お酒の種類によってはお茶だったりミルクだったりすることもあるらしいわね。口に残った味をリセットするのと、お酒の分解には水が必要だってわかってからは、医学的にも理に適かなった飲み方だとされているわ」

　と解説した。

「あらま、津留美ちゃん、詳しいのね」

「上司の飲みに付き合わされてるうちに覚えちゃったんです」

「なんか言葉の端はし々ばしに苦労の跡が垣かい間ま見みえるわねえ」

「ほっといてください」

　碧みどりと津つ留る美みがそんなやりとりをする脇で、ヴヴがハイボールを口にする。

「ああ、なるほど……。シュワシュワする口当たりに清せい涼りよう感があります。この果実の酸味と、鼻に抜けていく森のような木のようなほのかな香りが爽さわやかで……大変に澄んだ青い味のお酒でございます」

　味を色に例える言い回しに慣れていない津留美とローズは変な顔をしているが、碧はうんうんとうなずいて、

「たぶん、その木の香りは樽たるの香りね。ウイスキーは木の樽で熟成されるから、その香りが移ったりするのよ。ストレートで飲むとその香りはもっと強く感じられるし、他の香りも感じられて、その色の表現も変わるかもしれないわね」

　と言い、自分もハイボールを口に運んだ。

「なるほど、いずれはその違う飲み方もしてみたいものです」

　それはそれとして、未成年組の飲み物はいつも通り、飛ひ露ろ騎きとローズがコーラで、ロフィーナがオレンジジュース、紅べに緒おがウーロン茶である。

　そして運ばれてきたチーズバーガーに、飛露騎は目を見張った。

　大きな皿の上には、皮付きのまま揚あげた山盛りのポテトと、小さな陶器のボウルに盛りつけられたサラダ、そしてメインのハンバーガーが整然と並んでいた。

　そして、そのハンバーガーは、あえて一番上のバンズが立てかけられるように外されていて、具がきちんと見えるようになっていた。こんがり焼き色のついた大きなパテ──ハンバーグと、その上に乗せられた輪切りのフレッシュトマト。さらにその上の薄くスライスされたピクルスもよく漬かっていそうな色合いだった。

　が、何より目を引いたのは、そのハンバーグの下に敷かれたチーズだった。

　まるで羽つき餃ぎよう子ざの羽のように、鉄板で焼かれたのであろうチーズがバンズから大きくはみ出して存在感を誇示していたのだ。

　そのチーズはカリカリとフレッシュのいいとこ取りのような焼き加減で、「絶妙な焼き加減のチーズとか美お味いしいに決まってるだろ」という感想を抱かせるのに充分な香りを放っていた。

　そして、ナイフやフォークも出されたが、手で食べて下さい、と主張しているかのように、店の名前がプリントされた紙ナプキンが添そえられていた。

　そしておそらくはポテト用であろうアメリカンサイズのケチャップとマスタードが最後にテーブルに置かれる。

「すごいですわね、これ、チーズですの？　あのカレーに入っていた？」

　ロフィーナが不思議そうな顔をする。

「その通りなのだわ！」

　自信満々に、ローズが答えた。

「あ、そっか。カレーのときはローズもいたんだっけ」

「まあ、チーズにも色々種類があるけどねー。でも、このチーズはいいわね」

　碧みどりは言いながらフォークでチーズをザクザクと割って、それを肴さかなにハイボールを飲み始めた。

「この揚あげたお芋もこのお酒とは相性バッチリでございます」

「あ、ヴーヴクリコさん、このポテト、塩味はついてますけど、このケチャップやマスタードをつけても美お味いしいですよ」

「なるほど」

　成人組三名は、少々脂あぶらっこい肴でハイボールを流し込んでは、ぷはーっと美味しそうに息を吐くことに余念がなくなってしまった。

「これは、吾わが輩はいはこうすることにしているのだわ」

　ローズは碧のように焼きチーズのはみ出た部分をフォークで切り落として、適度に砕いて、ピクルスの上に乗せた。そしてさらに上のバンズを乗せて、しっかりと手で持ち、小さな口を大きく開けて豪快にかぶりついた。

　そして幸せそうな顔でもっしゃもっしゃとチーズバーガーを味わって飲み込んで、

「ハンバーガーはお上品に食べようとしてはダメだと思うのだわ。手でつかんで、がぶっと行くのがいいのだわ。でも、中身がこぼれたときに悲劇が起きないように、お皿の上でかぶりつくのがいいと思うのだわ」

　と説明した。

「ずいぶんワイルドな料理ですのね」

「まあ、ハンバーガーもサンドイッチの一種だと考えれば、『手で食べられるように作られた料理』ではあるよね」

「もちろん、合衆国は自由の国。吾輩も吾輩なりの食べ方は提示しても、強制はしないのだわ。合衆国発祥のハンバーガーは、ナイフとフォークを使って手が汚れないように食べるのも自由なのだわ」

　ふむふむとローズの説明をロフィーナが聞いている横で、飛ひ露ろ騎きも焼きチーズの羽を崩して口に運んでみた。

　表面はカリカリで、薄いながらも、ほんのりと中に柔らかいチーズの食感が残っている。焼かれた香ばしさとチーズ本来の濃厚な味わい、そして二種類の食感がたまらない。これだけでもチーズチップスです、と出されたら料理として納得してしまう気がした。

　そのあと、ローズを真ま似ねて、チーズの羽の部分をピクルスの上に乗せ、バンズで挟んで持ち上げる。バンズも軽く炙あぶられているようで、触れた指先が温かかった。

　ズッシリとした重量感と、油断すると中身がずるりとズレ落ちてしまいそうなボリューム感。

　大きく口を開けて、ローズの忠告通り、皿の上でがぶりとハンバーガーに嚙かみついた。

　まず感じるのは、ハンバーグの肉の存在感だった。肉にく汁じゆうと旨うま味みが口中に広がるが、肉汁の量自体は控えめで、しかし、だからこそ牛肉の美う味まさと香りがダイレクトに感じられた。

　飛ひ露ろ騎きが知っているハンバーガーのパテとは厚みも旨味も桁けた違ちがいで、碧みどりが言っていた「ちゃんとしたハンバーグ」の意味がわかった気がした。

　そして、フレッシュなトマトの香りと食感、ピクルスの酸味、濃厚なチーズの旨味とクリスピー感と柔らかいバンズが口の中で混ざり合い、飛露騎の中のハンバーガーという概念が何段階も上にシフトした。

「うわあ、これ、美う味めえ！」

「ホント、すっごく美お味いしい！」

　飛露騎と、飛露騎と同じやり方で一口食べた紅べに緒おが声を上げた。

　そんな二人の顔を見て、ローズがにーっと笑う。

「当ったり前なのだわ！」

　そして、ゴクリと唾つばを飲み込み、ロフィーナもチーズの羽を崩し始めた。

　どれどれ、と成人組もハイボールを飲む手を止めて、チーズバーガーに手を伸ばした。

「ああっ、お肉が！　お肉がすごいですわ！」

　食べた瞬間に、ロフィーナの顔がパッと明るくなった。

「この黄色はトロほど圧倒的とは言えないけれど、ときおり差し込む赤や青や白のなんと映えることでしょう！」

　放ほうっておいたら踊り出しそうなテンションで、ロフィーナはなおも言葉を続ける。

「特にこの漬けものの味が、お肉やチーズの濃厚な味をキリッと引き締めていますのね。しかも、このフレッシュな野菜たちのシャキシャキした歯は応ごたえがいいアクセントになっていますわね！　なんて計算し尽くされた味でしょう！」

「あー、うん、たぶんロフィーナちゃんが言う黄色はあえて抑えてるんじゃないかしらね。あんまり肉汁が溢あふれてきちゃうと食べにくいし、それに、美味しいハンバーグって脂あぶらだけじゃなくて赤身の美味しさも感じさせてくれないとダメだと思うし」

「同感でございます。この料理の脂の量は絶妙に計算されているように感じられます。他の具と味付けにも絶妙な計算を感じます」

「私は、こんな美味しいハンバーグならごはんと味み噌そ汁しるで食べたいです」

「あ、〆しめ張はりさん、それ、すっごいわかるっす」

「ちょっと、ヒロくん、ハンバーガー屋さんで言うことじゃないよ！」

「まったくなのだわ！　このハンバーグはハンバーガーにするために調整されたものなのだわ！　日本には美味しいハンバーグ屋さんもたくさんあるんだから、ハンバーグでごはんが食べたいならそういうお店を探せばいいのだわ！」

　碧みどりは「二人とも日本人ねえ」と笑いながら、

「でも、ローズちゃんが言うように、このハンバーグはハンバーガーとして美お味いしくなるように作られてるんだから、それ以外の食べ方はお店に対して失礼よ。どう感じるかはもちろん個人の自由だけど」

「や、碧さん、言ってみただけでやりませんって。ねえ、〆しめ張はりさん？」

「あ、当たり前じゃない」

「当然なのだわ！」

「まあまあ、ローズちゃんもそうカッカしないの。日本人にとって、『白いごはんで食べたい』っていうのは最大級の賛辞でもあるのよ」

「そ、それは知らなかったのだわ」

「何はともあれ、日本人は白いごはんが好きだしね」

「……だとしたら、ちょっと言いすぎたのだわ」

「もう、こんな美味しい食べ物を前に言い合いを始めるなんて、意味がわかりませんわ」

　そう言ったロフィーナは、すでにハンバーガーを残らず平らげてしまっていた。名な残ごり惜おしそうに、肉にく汁じゆうがついてしまった指をペロリとなめた。

「ロフィーナちゃん、この紙、指や口元を拭ふくためのものだよ」

　紅べに緒おに教えられて、ロフィーナは「なるほど」とうなずいて、紙ナプキンをつまみ上げて指を拭ぬぐった。

　そしてフォークでポテトを口に運び、そのホクホクとした食感と味わいに舌鼓を打ちつつも、

「それはさておき、今のごはんの話って、今日のローズも同じなのではなくて？」

　と言った。

「え？」

「飛ひ露ろ騎きや津つ留る美みの言葉は別に悪気もないし、ややもすれば別の美味しい食べ方の提案という善意ですらあったかもしれませんわ。でも、ローズにとっては許せないことだったのでしょう？　ローズの暖かくしてあげようっていう先ほどの善意と少し似ているのではなくて？」

「……それは」

　ローズが言葉に詰まる。

「もちろん、気遣いはとてもありがたく思いますわ。でも、生まれた国や世界が違うなら、ちゃんと言って確認しないとわからないこともたくさんありますわよね」

　そう言って、ロフィーナはにっこりと微笑ほほえんだ。

「これはローズちゃん、ロフィーナちゃんに一本取られたわねえ。まあ、親切のつもりが大きなお世話だったり迷惑だったりなんてよくあることよ。同じ国で生きていたってそうなんだから、文化が違えばなおさらよ。もっとも、それが面白いって話もあるけどね」

　ふむふむ、とうなずいたローズは、決意を新たにするように拳こぶしを握にぎりしめて、

「次はキッチリ意図を酌み取って。バレないようにやり遂げてみせるのだわ！」

　と宣のたまった。

　直後に、ローズが全員から総ツッコミを食らったのは言うまでもない。





お昼の定食







　夜。

　トイレに起きた飛ひ露ろ騎きは、ふと、キッチンのドアの隙すき間まから灯あかりが漏もれていることに気がついた。

　──あれ？

　寐る前にちゃんと消したはずなのに、と首を傾かしげながら、ドアを開ける。

　ダイニングキッチンの中にいたヴヴと目が合った。

「あ、ヴヴさん……喉のどでも渇かわいたんですか？」

「申し訳ございません。起こしてしまいましたでしょうか？」

「いえ、ちょっとトイレに……。あの、何かありました？」

　飛露騎にそう問わせるほどに、悩んでいるように見えた。いつもあまり表情を変えないヴヴだからこそ、それが際立って見えたのかもしれない。

　ヴヴの褐色の肌を見慣れていない飛露騎には顔色を窺うかがうのは難しいが、少し血の気も引いているようだった。

　少なくとも、肩を落としてため息をつくヴヴの姿というのは、完全に飛ひ露ろ騎きの想像の外だった。

「いえ、その……」

　躊躇ためらうように、ヴヴが言い淀よどむ。いつもハッキリとモノを言うヴヴのそんな様子は、飛露騎を不安にさせるには充分なインパクトを持っていた。

「あの……大丈夫ですか？　僕でよければ話くらい聞きますけど」

　ヴヴはそれでも少し迷って、

「私は──」

　小さな声で、ポツリと言った。

「私は、姫様に嫌われてしまったのでしょうか……？」

　一瞬、飛露騎にはヴヴの言葉が理解できなかった。

「……は？」

　意味がわからない。

　どう考えても、ロフィーナがもっとも信頼して心を許しているのはヴヴである。飛露騎も親友などと言われてはいるが、苛か酷こくな運命をともにしてきたわけだし、そこから来る二人の間柄はそんなにヤワには見えない。簡単に亀き裂れつが入るとも思えない。

「いや、絶対そんなことはないと思いますけど……なんでそう思ったんです？」

　飛露騎が訊きくと、ヴヴはうつむき加減だった顔をさらに下へ向けた。

「姫様が……最近、私にお世話をさせてくださらないのです」

「え？　でも、今朝も髪を梳すいてあげたんじゃないんですか？」

「それはそうですが、寒いと仰おつしやったときにお召し物を出しますかとお尋ねしたところ、自分でやるからいい、と……」

　それがどうして不安につながるのか、今ひとつ飛露騎にはわからない。

「別にそのくらい、普通なんじゃ……」

「しかし、ローズ様の騒ぎのときにも、寒いときはお申し付けください、と言ったら必要ないと」

「うん、だから、それって別に嫌われてることにはならないと思いますけど。姫にも気まぐれで自分でやろうって思うことくらいありますよ、きっと」

「そうでしょうか……？」

　ヴヴの顔色は依然沈んだままだった。

「わかりました。じゃあ、僕もそれとなく姫に訊いてみますよ。万が一にもないと思いますけど、何かヴヴさんが姫の不興を買っているなら仲直りできるよう口くち添ぞえしますから」

「本当ですか!?」

　ガバッとヴヴが飛露騎の方に身を乗り出した。

　いつも冷静なヴヴが見せた嬉うれしそうな表情に、思わず飛ひ露ろ騎きはドキッとしてたじろいでしまった。しかも、夜中に美人に詰め寄られて、普通の男子高校生が平静でいられるはずもない。

「も、もちろん」

　熱くなり始めた顔を逃げるように背けつつ、飛露騎は、

「ええと、でも、姫がヴヴさんを嫌いになるような事態になってたら、きっともう世界は滅んでますって。思い違いだと思いますよ？　とにかく、もう遅いですし、休んだ方がいいですよ」

　とヴヴをなだめすかして寝室に戻るよう促し、ヴヴがダイニングキッチンから出るのを確認して、

　──普段は冷静沈着なヴヴさんも、こんな取り乱し方をすることもあるんだなあ……。

　そんなヴヴの一面が女の子っぽくてちょっとかわいいかも、なんて考えながらトイレへと駆け込んだ。





　　　　＊






　翌朝。

「飛露騎様、ちょっとよろしいでしょうか？」

　朝食のあとで、飛露騎はヴヴにそう声をかけられた。

「え？」

　そして返事をする前に、グイッとヴヴの有無を言わさぬ膂りよ力りよくによって洗面所に引っ張り込まれた。

「な、何……？」

　ヴヴが後ろ手に入り口のドアを閉めた。

　おそらく、いや、まず間違いなく色っぽい意図はヴヴにはないだろう、とわかっていても、女性と密室に二人きり、しかもそれがエキゾチックな美少女となれば緊張せずにはいられない。

「ど、どうしたんですか……？」

　上ずった声で、飛露騎は訊きいた。

　しかし、ヴヴは飛露騎よりも上ずった声で、

「ど、どうしましょう。姫様が『髪を自分で手入れするやり方を教えてほしい』と……。御お髪ぐしを梳すく役目でも、もう私など必要ないということなのでしょうか……」

　と言った。見るからに昨夜より顔色が悪い。いつものすました顔は見る影もなく不安そうで、今にも泣き出しそうだった。

「いやだから、そうじゃなくて」

「もはや私には御お髪ぐしを触らせることさえ許さぬと」

　言いながら、ヴヴは自分の言葉でどんどん不安を増幅させていく。それは飛ひ露ろ騎きにも顔色からありありと読み取れた。

「違いますってば。そもそも、お世話するしないと好き嫌いは全然関係ないことじゃないですか」

「しかし、お世話をさせて頂けない侍女というのはクビも同然なのでは……」

「そうじゃなくて……わかりました、じゃあ、姫に直接訊きいてみましょう」

　そう言った飛露騎の腕を、ヴヴはすがるようにガシッと摑つかんだ。

「もし姫様に暇を出すとハッキリ言われてしまったら、私は……」

「姫はそんなこと言わないってヴヴさんが一番わかってるんじゃないですか？　大丈夫ですって」

　何度そう言っても、ヴヴの不安は消えない。

　そして、飛露騎も考える。

　この件は間違いなくヴヴの考えすぎだが、下手にロフィーナとヴヴが直接会話して変にこじれたら世界が危機に陥おちいるかもしれない。

「じゃあ、訊くのはそれとなくにしときますから。万が一、ヴヴさんのいうような感じだった場合はちゃんと取りなしますから」












　そうなだめて、とりあえず、飛ひ露ろ騎きは洗面所をあとにした。




「姫、いる？」

　洗面所を出て、飛露騎はロフィーナとヴヴと津つ留る美みが使っている両親の寝室をノックした。

「どうぞ。開いてますわよ」

　中から聞こえてきた声に応じ、飛露騎はドアを開けた。

　部屋の中には津留美もいて、二人とも午前中の勉強の準備をしていた。肩書き上、教師ということになっている津留美主導で、すっかり休日も午前中は宿題なり予習復習なりをやる時間というのが定着しつつある。ロフィーナやヴヴが勉強熱心なのも、それに拍車をかけていた。

「姫、ちょっと話があるんだけど」

　飛露騎の言葉に、ロフィーナよりも先に津留美が反応した。

「席を外した方が良いかしら？」

　そうは言いながらも、津留美の目は「世界を滅亡させるようなことを言うんじゃないでしょうね？」と念を押してきているようだった。

「えーと、どうでしょうね……」

　飛露騎は困ったように少し悩んだ。

　飛露騎個人はさほど大ごとだとは思っていないが、ヴヴにしてみれば真剣な悩みなわけで、あまり他の人には聞かれたくないかもしれない。

　その逡しゆん巡じゆんを察知してか、津留美は、

「じゃあ、先にリビングに行っているわね」

　と教科書や参考書を手に立ち上がった。

　そして、飛露騎の横をするりと抜けて部屋を出て行く。もちろん、すれ違いざまにもう一度、目で念を押すことを忘れずに。

「それで、お話ってなんですの？」

　二人っきりになって、ロフィーナが訊きいた。

「あ、えーと、うん。なんていうか、その……」

　なんて訊けばいいのだろう、と飛露騎は少し考えて、

「ねえ、姫はヴヴさんのこと、どう思ってるの？」

　と直球に訊いた。

「はい？」

　ロフィーナは不思議そうな顔で首を傾かしげた。

「どうって言われても……一緒にいるのが当たり前になりすぎていて、改めて訊きかれると困りますわね。でも、空気みたいな存在だと思いますわ」

　廊下からガタッと大きな音が聞こえてきた。

　──しまった……。

　この場合の『空気』はおそらく『なくては生きていけず、ごく自然に側そばにあるモノ』という良い意味の例えだとは思うが、逆に『どうでもいい存在』と解釈できなくもない。

　もし部屋の外でヴヴが聞いていたとしたら、ネガティヴモードに入ってしまった脳で後者の解釈をしたに違いない。

「ああもう……！　ごめん、姫、ちょっと待ってて！」

　慌あわてて、飛ひ露ろ騎きは廊下に出てヴヴの姿を探した。

　ヴヴはキッチンで朝食で使った食器を洗おうとしていた。いつも通りの落ち着き払った態度と表情だったが、手にしているのはスポンジと洗剤ではなく、厚あつ揚あげとオリーブオイルだった。

「ヴヴさん、何始める気ですか!?」

　飛露騎は慌ててヴヴに駆け寄って、厚揚げとオリーブオイルを取り上げた。

「私は落ち着いています。洗い物をしようとしていただけですので」

「落ち着いてる人はわざわざ『自分は落ち着いてる』なんて言いませんってば！　大丈夫です、良い意味で！　空気ってのは良い意味でですから！」

「わ、私には何のことだか……。私は姫様と飛露騎様の会話を聞いてはおりませんし」

　そう言うヴヴの目は宙を泳ぎ、口調にはあからさまな動揺があった。

「ウソ下手すぎでしょ！　いや、ホントに良い意味ですってば！　空気がなきゃ人間は生きていけないし、あって当たり前ってくらい馴な染じんで自然体で側にいられるっていう意味ですよ！」

「そ、そういうものでしょうか？」

「間違いなくそうです」

　ヴヴはホッとした顔をして、

「では、私は洗い物を済ませてしまいますので」

　と一礼した。

　いつもの様子に戻ったように見えて、飛露騎はホッと胸を撫なで下ろした。

　そして、飛露騎はロフィーナのもとへと戻った。

「なんでしたの？」

「あ、いや、ちょっと……」

「……？　まあいいですけれど。ええと、ヴヴのことでしたわね？」

「あ、うん、それなんだけど──」

　事情を説明しようとした飛ひ露ろ騎きの思惑を知りもせず、ロフィーナは、

「ヴヴはとっても真面目まじめで、それはとっても良いところですけれど、反面、ちょっと融ゆう通ずうがきかないというか、堅かた物ぶつなところはありますわね」

　と笑顔で言った。

　また、背後でガタッと音が鳴る。

「そりゃ素直に洗い物してるわけないとは思ったけど！　姫、ちょっと待ってて！」

　再度廊下に出る。

　ヴヴは今度は、洗面所で、何も入っていない洗濯機の中をジッと見つめていた。

「……融通がきかず堅物な私など必要ないのでしょうか」

「違う違う！　そんなところも含めて魅力があるってことですよ！」

　そんな行ったり来たりを繰り返すこと数回、飛露騎がなんだかんだで事情を説明しきれないまま、ついにロフィーナは最大級の地雷を踏み抜いた。

「わたくしもヴヴに甘えてばかりはいられませんものね。いずれ、ヴヴには侍女という職から降りてもらわなければならないと考えていますわ」

　と──。

　今までより大きなガタッという音。

「ああ、しまった──っていうか、今のはまずい！」

　慌あわてて、飛露騎は廊下に飛び出した。

　すでにヴヴの背中は玄関に差し掛かって、勉強のためにやってきた紅べに緒おと鉢合わせになっているところだった。

「紅緒っ、ヴヴさんを止めて！　ヴヴさん、誤解だ！」

「えっ!?」

　わけがわからず慌てふためく紅緒を押しのけるようにして、ヴヴは外へと駆け出してしまった。

　追いかけて飛露騎も外に出るが、その目の前で、ヴヴはマンションの共用通路の手すりを華麗に飛び越えて空中に身を躍らせた。

「ちょ、ここ、四階──」

　驚いて、飛露騎と紅緒は手すりに駆け寄った。

　が、ヴヴは空中でガショッと左腕を変形させ、その左手から妙な力場を発生させて、どういう理屈なのか落下速度を和らげて何ごともなく着地して走り出した。

「うわっ、何あれ!?」

「すごいねえ。行っちゃったねえ……」

「って、驚いてる場合じゃないよ！」

　飛露騎はすぐに室内へと駆け戻って、物音に驚いてリビングから出てきた津つ留る美みに、

「〆しめ張はりさん、すみません、ヘマやりました！　ヴヴさんを探すの手伝って下さい！」

　と頭を下げた。




　津つ留る美み配下の滅亡対策室メンバーと、ローズ配下のＭＩＢの黒服たちの尽力もあって、ヴヴはすぐに見つかった。

　いや、正確には、黒服たちが散々追いかけて、追い詰めたと言うべきかもしれない。

　飛ひ露ろ騎きたちが住むマンションの屋上に。

　その連絡を受けて、飛露騎たちは慌あわてて屋上へ急行した。

　屋上では、まるで刑事ドラマのワンシーンのような、端はしっこで今にも飛び降りそうな女性と取り囲み説得しようとする黒服たち、という場面が展開されていた。

　さながら、飛露騎たちは説得のために駆けつけた近親者といったところだろうか。

　ヴヴは屋上の端に立ち、スカートを冬の風ではためかせながら、ボロボロと大粒の涙を流し、声を押し殺して泣いていた。

「ヴヴさん！」

　マンションの屋上の端で、長いスカートをはためかせているヴヴに駆け寄ろうとした飛露騎の肩を、ロフィーナがガシッと摑つかんだ。

　そして、ロフィーナが一歩前に出る。

「ヴヴ！　こちらにいらっしゃい」

　それは、威厳に満ちた言葉だった。

　大きくはないが、よく通る声。そして、一方的で上からの口調でありながら、優しさにも似た高貴ささえ感じられる命令だった。

「……し、しかし、私は侍女の任を解かれるのでは……」

　しゃくりあげながら、嗚咽おえつ混じりにヴヴが言う。

「まだ解いていませんわ。それに、わたくしの考えを誤解されたままで解くわけにはいきませんわよ」

「誤解……？」

「そうです。当たり前でしょう」

　ロフィーナは一度言葉を切り、大きく息を吸い込んで、

「わたくしがヴヴのことを嫌うはずないじゃない！　いい加減になさい！」

　とこれまで以上に大きな声で言い放った。

　雷に打たれたように、ヴヴの身体からだがビビッと震え、姿勢を正すように背筋を伸ばした。

「こちらにいらっしゃい」

　再度そう言って、ロフィーナは微笑ほほえんだ。

「はい、姫様……」

　涙を拭ぬぐいながら、ヴヴが歩み寄ってくる。

　そしてロフィーナの前で膝ひざをつこうとしたが──

「えっ」

　ロフィーナがそれを許さなかった。

　ヴヴが膝を折る前に、ロフィーナが抱きついたのだ。

「もう、ヴヴのバカ。わたくしが侍女の任を解くと言ったのは、ヴヴとは主従ではなくお友達になりたいと思ったからよ」

「えっ。しかし、姫様……」

「前にも言ったでしょう？　後ろ盾のない姫なんてなんの意味もないわ。だから、この世界ではわたくしはお姫様でもお嬢様でもないのよ。一人の人間としてわたくしも自分のことくらいは自分でできなくてはいけないの。お姫様じゃないわたくしが、ヴヴにずっと侍女をやりなさいなんて言えないでしょう？」

「そんな……私は旦だん那な様さまより姫様を頼むと仰おおせつかっておりますので……」

「そのお父様にももう会えないのだから、義理立ては必要ないわ。それに、わたくしはそういう理屈は全部抜きにして、ヴヴとは対等でいたいの。今はヴヴにお世話になりっぱなしだもの、とりあえずはヴヴに頼らず生活できるようにならなきゃって」

「しかし姫様、私は姫様のお世話をするのが楽しいというか、むしろ生きがいで……」












「それはダメよ。ヴヴに甘やかされ続けたら、わたくしはいつまで経たっても一人じゃなんにもできないままだわ」

　ロフィーナがヴヴから身を少し離して、頰ほおを膨ふくらませた。ヴヴの目元にはまだ涙が光っていたが、先ほどまでのボロボロこぼしていた涙とは質が違うようだった。

　二人のやりとりを聞いて、飛ひ露ろ騎きたちももう大丈夫だろう、と胸を撫なで下ろした。

「何騒いでんのよ」

　と、そんなところへ、あくびをしながら碧みどりがやってきた。

「とりあえず、お昼ごはん食べに行かない？　お腹なか空すいちゃった」

　気がつけば、もうそんな時間になっている。

　ホッとして緊張感が途切れたせいか、苦笑交じりに顔を見合わせた飛露騎たちも急に空腹を感じ始めた。

「はい、じゃあ、さっさと行くよー。津つ留る美みちゃんとローズちゃんも一緒にどう？」

　どう？　と尋ねておきながら、碧は返事も待たずにさっさと階段に向かう。

「姫、ヴヴさん、とりあえずごはんにしましょうよ」

　飛露騎の呼びかけに、ロフィーナとヴヴが顔を見合わせた。

「だそうですわよ」

「はい、姫様」

　二人の間の空気が元に戻ったのを感じて、飛露騎と紅べに緒おと津留美とローズは顔を見合わせて安あん堵どの笑みを浮かべた。





　　　　＊






「昨日はローズちゃんのハンバーガーに譲ったけど、あたしにもオススメのランチはあるわけよ」

　碧がそう言ってみんなを連れて来たのは、お馴な染じみの繚りよう乱らん亭ていだった。

　昼間だというのに、のれんが出て看板に光が灯ともっている。

　入り口には小さめのホワイトボードがかけてあって、

『ランチメニュー

　焼き魚定食（サバ、鮭さけハラス、あこう鯛だい粕かす漬づけ）

　煮魚定食（赤魚、サバ味み噌そ）

　刺身定食

　唐から揚あげ定食

　肉豆腐定食

　ミックスフライ定食（カキフライ、アジフライ、イカフライ）

　中落ち定食（仕入れの状況によってはないこともあります）

　ネギトロ丼どん

　※全品小こ鉢ばち付き（冷ひや奴やつこ／温おん奴やつこ、ミニ肉豆腐、納豆卵黄付き、唐から揚あげ二個、イカフライ、ミニ刺し盛りから一つ、ミニ刺し盛りのみプラス一五〇円）

　※お一人様一回おかわり無料』

　と書いてあった。

　ほとんどの定食は七〇〇円から八〇〇円台で、刺身定食とネギトロ丼の二つだけがちょうど一〇〇〇円という値段設定だった。

「あれ？」

　そのホワイトボードを見て、飛ひ露ろ騎きが首を傾かしげた。

「マグロの中落ちって、単品で七〇〇円くらいしなかったっけ……？」

「するわよ。しかも、夜だと定食セットは二五〇円くらいするわね」

「計算おかしくない？」

　中落ち定食の値段は八〇〇円くらいである。しかも、夜に中落ちと定食セットを頼んでも小鉢はついてこない。

「居酒屋のランチはお得なのよ。ランチは格安で提供して、この料理が食べられるなら夜も来たいって思わせる目的もあるのよ」

「なるほど」

「とにかく、入りましょ。寒いわ」

　碧みどりが入り口の戸を開ける。

「いらっしゃい！」

　という聞き覚えのある威勢のいい声が飛んできた。

　七人で座れるテーブル席に案内され、上着を脱いで席に着く。

「いらっしゃいませ。お決まりですか？」

　店員のおばちゃんが温かい焙ほうじ茶ちやとおしぼりを人数分運んできて、訊きいた。

「あたしはもう決めてるけど、あんたたちは？　あ、あたし焼き魚であこう鯛だい。小鉢はミニ刺しね」

「僕は唐揚げ定食かなあ」

「はいはい。小鉢はどうします？」

「唐揚げ二個かな」

「え、ヒロくん、唐揚げ定食に唐揚げをつけるの!?」

「うん。ここの唐揚げ、超美お味いしいし」

　紅べに緒おと津つ留る美みは呆あきれ顔だが、おばちゃんは笑いながら、

「たまにいますよ。刺身定食にミニ刺し付けたりね。唐揚げ定食はもともと唐揚げ五個だから、七個になるけど、それでいい？」

「ＯＫです」

　迷いなく、飛ひ露ろ騎きはうなずいた。

「吾わが輩はいもそれがいいのだわ！　ジャパニーズ・フライドチキンはとても美お味いしいと聞いたことがあるのだわ！　あと、箸はしは苦手だからフォークが欲しいのだわ！」

　ローズが手を挙げて言った。

「まあ、二人とも、らしいっちゃらしいわね。紅べに緒お、あんたは？」

「ええと……じゃあ、肉豆腐定食がいいかなあ。寒かったし。お姉ちゃん、ミニ刺し盛りにしていい？」

「いいわよー」

「じゃあ、私は……」

　津つ留る美みは少し考えこんで、

「私はサバ味み噌そ定食がいいかなあ。小こ鉢ばちは……ミニ肉豆腐……いえ、やっぱりミニ刺し盛りにします」

「はいはい」

「もちろん、追加料金なんか気にしなくていいわよ？　お姉さんが余よ裕ゆう綽しやく々しやくで奢おごってあげるから」

　イタズラっぽく笑う碧みどりに、津留美は、

「いいえ、自分の昼食代くらい自分で払いますから」

　とキッパリ、ツーンと言った。

「姫様は何になさいますか？」

　ヴヴが訊きいた。

　うーん、と考えこんだロフィーナに、碧は、

「ロフィーナちゃん、迷うようならネギトロ丼どんをオススメするわよ。ない日も多いのに、今日はラッキーだったわね。ロフィーナちゃんは絶対に好きだと思うわ」

「では、それに致しますわ。あと、以前食べた唐から揚あげはとても美味しかったですわね」

「じゃあ、ネギトロ丼に小鉢唐揚げでいいかい？」

　おばちゃんの問いに、

「ええ、それでお願いいたしますわ」

　とロフィーナはうなずいた。

「ヴヴちゃんは？」

「では、先ほど話題に出た中落ちの定食を頂きます」

「ねえ、ヴヴ。小鉢はこのイカフライになさいな。わたくしの唐揚げ一つとイカフライの半分を交換しましょう？」

「かしこまりました。ちょうど、私もそうしたご提案をしようとしておりました」

「じゃあ、中落ち定食イカフライね」

　おばちゃんが全員分の注文をカウンターの中へと伝えに行く。

「とりあえず、いつもの感じに戻ってよかったのだわ」

　おかずの交換の話を自然にする二人を見て、ローズが言った。

「お手数をおかけしてしまい、申し訳ございません」

「ヴヴのせいではありませんわ。わたくしが誤解させるようなことを言ったのが原因ですもの」

「いえ、姫様のお心も知らず、私が早とちりしたばっかりに……」

「はいはい、ストップストップ。事情はよく知らないけど、ごはんのときくらい美お味いしいものに集中しましょ」

　碧みどりがそう言った直後、第一陣が運ばれてきた。

「はい、ネギトロ丼どんミニ唐から揚あげと、中落ち定食イカフライね」

　まず、ロフィーナとヴヴの品が運ばれてきた。

　ネギトロ丼は、丼どんぶり一面にごはんが見えないほどネギトロのピンクが敷き詰められていた。ネギトロはペースト状ではあるが、身はかなり粗い。そして散らされた浅葱あさつきと大おお葉ば、刻みノリの色がお互いの色彩を引き立て合っていた。大葉の上には生姜しようがの甘酢漬け──いわゆるガリと、薬味としてスライスしたタマネギが少量乗っていた。

　他、千切りのキャベツを敷いた小こ鉢ばちに湯気を立てる唐揚げが二つと、大きめのアサリが二つ入った味み噌そ汁しる、一口分のキンピラゴボウと柴しば漬づけが載った小皿もついていた。さらに、刺身用の醬しよう油ゆ皿にわさびが盛られていた。

「ネギトロっていうのはね、マグロの皮に少し残った身をこそげ取って、ネギを添そえたものね。骨の周りと皮の周りの肉は特に美味しいのよ」

　碧がそう解説すると、奥で作業していたマスターがひょいと顔を出した。

「うちのネギトロはクズ肉に脂あぶらで混ぜ物をしたようなインチキじゃないからね。だからない日も多いし、出せる日も四、五食で終わっちゃうんですよ」

「えっ、限定五食ですか!?」

　そうと言ってもらえたら頼んだのに、と思った飛ひ露ろ騎きであったが、何度か訪れたことのあるこの店のことである。まして、碧のオススメとくれば、予測するべきであった。おそらくは、飛露騎のように「限定」なんて言ってしまうと、その言葉に惹ひかれて頼む人が出て、本当に食べたい人に行き渡らないかもしれない、という優しさなのだろう。

　丼一面のマグロ色を見た中トロ大トロ大好きなロフィーナは、心底嬉うれしそうな顔で目をキラキラさせていた。

　ヴヴの中落ち定食は、ネギトロ丼のピンクより赤い中落ちがドシャッと盛られていた。以前食べた刺身ではきれいに盛られていたが、ランチでは見てくれにこだわるつもりはないらしい。

　しかし、その乱暴な盛りつけ方がボリュームを誇示しているようで、これはこれで食欲をそそった。

　他、味み噌そ汁しるやキンピラゴボウなどは同じだったが、白いごはんと、やはりキャベツが敷かれた上に、短冊状のイカフライが二等分されて載っていた。トレイの上にはウスターソースも用意されている。

　そして、すぐに第二陣が来た。

「はい、唐から揚あげ定食唐揚げ追加と肉豆腐定食とサバ味噌定食、両方ミニ刺しね」

　飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おと津つ留る美みの分である。

　唐揚げは大きな皿に千切りキャベツとレモンと一緒に山盛りだった。小こ鉢ばち分の増量は、たった二個とはいえ視覚的に山盛り感を強烈に印象づけた。

　肉豆腐は、豆腐と豚肉を醬しよう油ゆ味をベースに煮込んだ料理である。コンニャクなども入っている。それがネギトロ丼どんと同じくらいの丼どんぶりにたっぷりと盛られて、上に刻みネギがぱらりとかけてあった。何より、この寒い時期、立ち上る湯気が一番美お味いしそうに見える。

　そしてミニ刺し盛りは、マグロ、カンパチ、活タコ、ホタテ、鯛たいが一切れずつ綺き麗れいに盛りつけられていた。

「これ、ほんとに一五〇円追加でいいのかしら……？　すごいお得感なんだけど」

　津留美が嬉うれしそうに言った。

「それはホント同感。まあ、刺身定食もミニ刺し盛りも、内容はその日の仕入れで変わるけどね」

「むしろそれ、良いことにしか聞こえないわ。その日の良いモノを見み繕つくろってくれてるってことじゃない」

　そう言う津留美のサバ味噌は、サバの胴体の方と尻尾しつぽの方が両方、味噌色の煮汁に浸ひたって生姜しようがの良い香りを漂わせていた。

「しかも、サバ味噌もすごいボリュームね。半身丸々じゃない」

「ちなみに、焼き魚でもサバ頼むと半身分来るわよ」

「お腹なかいっぱいになりそうね」

「そりゃ満腹になるわよ。まあ、さすがにミニ刺しつけると一〇〇〇円くらいになっちゃうけどね」

「それでも高いって気はしないわ」

「高校生的にはちょっと辛つらいけど」

　飛露騎は苦笑したが、味を知っているだけに、言っている意味はわかる気がした。

「あこう鯛はもうちょっと待ってね。焼くの時間かかるからさ」

「うわー、しまった、そうだった！　ここは注文受けてから焼くのよね……」

　碧みどりが大おお袈げ裟さに悲鳴を上げた。

「まあ、それがいいんだけど。さ、みんなはあたしに構わず食べちゃって。肉豆腐やサバ味み噌そが冷めちゃうし、特に揚あげ物は揚げたてで食べなきゃもったいないし」

　碧のススメに、一同は顔を見合わせた。

　津つ留る美み以外は奢おごってもらう気満々なわけで、奢ってくれる人を差し置いて先に食べるのはどうだろう、という躊ちゆう躇ちよが誰の目にもあった。

「アレよ。あたしのを待ってて一番美お味いしいタイミングを逃したとか、連れてきた身としてはありえないの。ほら、さっさと食べた食べた」

　碧に言われて、では、と飛ひ露ろ騎きが手を合わせて、

「じゃあ、お先に頂きます」

　と言った。全員がそれに倣ならって、「頂きます」と言い箸はしを──ローズはフォークを──手に取る。

　飛露騎とローズは、真っ先に唐から揚あげに手を出した。

「前々から思ってたんだけど、まず最初にお味み噌そ汁しるじゃないの？」

　津留美が言った。

「え、そうなんですか？」

「一般的にはそう言われてるわね。先に端先を濡ぬらすことでごはん粒が引っ付かなくなるんだっけ？」

「それもあるし、温かいものを最初にお腹なかに入れて胃腸を活性化させるっていう理由もあるんだって、お姉ちゃん」

「へー、そうなんだ」

　妹の言葉に、碧は素直に感心してうなずいた。

「ま、いいじゃん。そんな堅苦しいルール気にして食べたって美う味まくないって」

　誤ご魔ま化かすように笑って、飛露騎は唐揚げをパクリと食べた。

「同感なのだわ！」

　ローズもフォークに差した唐揚げを口にする。

　揚げたての熱さと、衣ころものサクッとした感触に鶏とり肉にくの弾力ある歯は応ごたえ、溢あふれ出る肉にく汁じゆうが口の中を幸福感で満たす。

「はふ、あち……ふはあ、すっごくジューシーなのだわ！　外側もクリスピーで、香こう辛しん料りようも使ってないのに鶏の臭みも全然感じないのだわ！」

　そして、碧の酒につきあっているとなかなか味わえない、ごはんによる追撃。

　ごはんの甘あま味みと混ざり合う唐揚げの味。

「ああ、日本人でよかった……」

「ヒロ、気持ちはわかるけど、なんか鶏とりの唐から揚あげでそれを言うのは違う気がするわ」

「えー」

　確かに、伝統的な和食かと言われると、少し違う気もする。

「うーん、鶏の唐揚げが広まったのは昭和に入ってからだけど、一部地域ではキジ肉を唐揚げにした料理が郷土料理として伝わってるって話もあるんだよ。それが事実なら三〇〇年くらい歴史があるってことになるけど」

　相変わらず、紅べに緒おは変なことをよく知っているなあ、と感心しつつ、飛ひ露ろ騎きはもう一口、鶏の唐揚げを食べて口にごはんをかき込んだ。

「んー、口こう内ない調ちよう味みも慣れてみると悪くないのだわ！　色んな味のごはんになるのはとても合理的なのだわ」

　ローズも唐揚げのあとにごはんを口に入れて、満足げに言った。

「口内……？」

　ローズの言葉に、飛露騎は首を傾かしげた。

「ヒロくん、今ヒロくんがやってるみたいに、口の中でごはんとおかずを混ぜることだよ。アジアでは多い文化だけど、欧米の人はちょっと苦手みたい」

「そうなのだわ。吾わが輩はいたちからすると、味がついていないライスというのは意味がわからないのだわ。ついつい、白いライスにはソースかソイソースをかけたくなるのだわ」

「まあ、最近は日本食ブームだったり、日本に来る外国人も増えて、徐々にその辺のことも伝わり始めてるんじゃないかしら」

「そっか、確かに、合衆国の食べ物とか想像すると、しっかり味がついてる感じだね。ホットドッグとかピザとか」

「ヒロくん、合衆国でピザを連想するのはわかる気がするけど、ピザはイタリアの料理だと思うよ」

「あ、そっか」

「まあ、勘違いしてもおかしくないくらい、合衆国はピザが浸透しているのだわ。ピザとコーラは定番なのだわ。合衆国にはフルサイズのピザで同じサイズの巨大なハンバーグを挟んだピザバーガーも存在しているのだわ！」

「あっちのピザは日本のより大きいって聞くし、すごいカロリーになりそうだねえ……」

「あれ、でも、フルコースなんかにはパンも出てくるわよね」

　津つ留る美みが首を傾げた。

「普通はバターやジャムが添そえられてるし、スープに浸ひたしたり料理のソースをつけて食べたりするのだわ」

「でもそれ、おかずでごはんを食べるのと一緒じゃないかしら？」

　なおも津留美は首を傾げる。

「津つ留る美みちゃん、それは日本人の発想よ。スープに浸すにしても、ソースをつけるにしても、口に入れる前から味がついてるじゃない。口こう内ない調ちよう味みっていうのは、あくまで別々のものを順番に口に入れて、口の中で嚙かみながら混ぜることなのよ」

「それ、そんなに違うの？」

　飛ひ露ろ騎きにもいまいちピンとこない。

「日本人は幼い頃から普通にやってるから慣れてるけど、一回口にものを入れて、途中で咀そ嚼しやくを止めて中の物をこぼさないように口を半分開けて別のものを追加で口に入れる、って実は高度な技術なのよ。だから外国人に受ける日本食も、ラーメンとか寿す司しみたいな口内調味があんまり必要ない料理がほとんどでしょ？　丼どんぶり物でギリギリくらいかしらね」

　そう言われて飛露騎は記憶をたどってみたが、定食屋が海外で流は行やったという話はあまり聞いたことがない。

「その通りなのだわ。でも、一度覚えると、味のバリエーションがグッと広がって面白いのだわ！」

「ローズは適応が早いですわね」

「えっへん」

　ローズが偉そうに胸を張った。

「……それにしても、まさか、普通にやってたことが高等技術とか言われてもピンとこないよなあ」

　そう言いながらも、飛露騎は再度、唐から揚あげを口に運んだ。揚げたてを「あちち」と言いながら食べるのは格別である。

「イカフライも大変美お味いしゅうございます」

「ほんとですわね。イカって、この前食べた塩しお辛からの素材でしょう？　火を通しても面白い食感になりますのね。歯を立てるとぷつりと切れて、くにくにしているのに柔らかくて」

　シェアしたイカフライを食べながら、ロフィーナとヴヴが満足げに顔を見合わせた。

「いやいや、良いイカ使ってないと嚙み切れなくて固くてゴム食べてるみたいな悲ひ惨さんなことになることもあるのよ？　実はこの店、イカを丸々一杯使った姿作りが名物なのよ。ほら、入り口のところの生いけ簀すで泳いでたでしょ？」

「言われてみれば」

　言いながら、飛露騎は入り口の方を見やった。生け簀というよりは水槽に近いが、確かにイカが泳いでいる。

「まあ、一杯まるっとだとさすがに一人じゃ量が多いから頼んだことないんだけどね。ロフィーナちゃんたちにも、いきなりイカの姿作りは難易度高いと思って」

「難易度？」

　ロフィーナとヴヴが首を傾かしげた。

「帰りに生いけ簀すの中をよく見てご覧なさいな。見た目がちょっとグロテスクなのよ」

　津つ留る美みが言った。

「デビルフィッシュ……はタコだっけ？」

「そう。これよ」

　飛ひ露ろ騎きの言葉に、津留美はミニ刺し盛りのタコを箸はしでひょいっとつまんで見せた。それに醬しよう油ゆをつけて、パクリと口の中に入れる。

「あら、美お味いしー」

　そして勢いのまま、津留美はサバ味み噌そを器用に箸で切って一口食べた。

「ちょ、もー！　この店、太らせる気満々じゃない！　こんなサバ味噌、ごはんが足りるわけないじゃない！　なんで煮てるのにこんなに脂あぶら乗ってるのよ！」

「この肉豆腐も味が染みてて美味しい！　あー、味の染みたお豆腐ってなんでこんなに美味しいんだろ……」

「この時期は特にだよね」

「うんうん」

「また鍋なべでもやろっか。前は白菜と豚肉だけだったけど、今度は豆腐や色んな野菜をたくさん入れて」

　すき焼きもやったが、飛露騎の中ではすき焼きは他の鍋とはちょっと違う気がしている。上う手まく説明はできないが、すき焼きはすき焼きというカテゴリで、鍋とは別の区分なのだ。

「良いわねえ。次に鍋やるなら海鮮にしない？　今なら牡か蠣きとか鱈たらとかお酒に……じゃなくて、美味しいじゃない」

「またうちで宴会する気!?」

「ヒロ、固いこと言いっこなしにしてよー。いいじゃん、ロフィーナちゃんも楽しくお鍋は嫌いじゃないでしょ？」

「ええ、もちろん」

　そう答えたロフィーナだったが、少し態度がぎこちない。チラチラ見ている自分のネギトロ丼どんからして、話の内容よりどう食べたらいいのかよくわからない、といった事情のようだった。

「どうしたの？　あ、そっか、初めてだと食べ方わかんないか」

　なるほど、と碧みどりはうなずいた。

「まあ、作法も何もないから、好きなように食べればいいと思うんだけど、あたしの場合はね、まずそのキンピラを食べちゃうか脇に寄せて、大おお葉ばとガリ……その薄いピンク色のヤツね、それをそっちに避難させちゃうの」

「これですわね」

　ロフィーナはキンピラゴボウを一口食べて「あら、素そ朴ぼくな味」とか言いながら、残りを脇の方へと寄せた。そして、碧みどりの言うがまま、大おお葉ばとその上のガリを避難させる。

「無理して食べろとは言わないけど、その大葉は一緒に食べてもＯＫよ。ちょっと風ふう味みが変わって面白いかも。で、その醬しよう油ゆ皿に醬油をダーッと入れて、好みの量のわさびをちょちょっと溶かして、ネギトロ丼どんの上にまんべんなくかけちゃうの」

「か、かけちゃうんですの……？」

「うん、あたしはね。別にお刺身みたいにその都度醬油をつけてもいいけど、面倒くさいし、そもそもネギトロって醬油につけたらばらけちゃうし。あ、邪魔なら余分なわさびはガリのところに避難させてもいいわよ。全体的に、回しかけるようにね」

「な、なんだかドキドキしますわね……」

　おそるおそる、ロフィーナが醬油皿からわさび醬油をかけていく。

「あとはもう食べるだけよ。見えないけど下に酢飯があるから、一緒にね。海の苔りやネギやオニオンスライスは薬味としてときどき使うと飽きないわよ」

　うなずいて、ロフィーナはネギトロ丼に大胆に箸はしを入れた。地味に酢飯とネギトロの間には、白ごまも見え隠れしていた。

　そして、一口分をグッとすくい上げて、パクリと口に入れた。

「──っ！」

　それを嚙かむ口の端はしがみるみる上がっていって、瞬く間にロフィーナの顔には笑みが浮かんでいた。

「これは素晴らしいですわ！　トロ！　まるでトロの海！　黄色と白の奔ほん流りゆうに、他の色が引き立てながら流されていくみたいですわ！」

「ちょっと言ってる意味がわからないのだわ」

「でも、気に入ってくれたみたいなのは顔を見ればわかるね」

「ホント、ロフィーナちゃんって美お味いしそうに食べるよね」

　ロフィーナの顔を見て、飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おも笑った。

「実際に美味しいのですわ！　ああ、まだこんなにある……」

　うっとりとした目で、ロフィーナはネギトロ丼を見つめた。

「ぶっちゃけ、ここのネギトロ丼は破格よ。もっとネギトロの量も少ない上に質も悪いのに、ここのより高いネギトロ丼を出す店も多いんだから」

　だろうなあ、と飛露騎と紅緒はうなずいた。

　安さの理由は、安定供給をスパッと切り捨てているからだろう。良いモノを仕入れたときにだけ、ある分だけを出す。だから無理に数を揃そろえるためのコストは必要ないし、ある程度大きな塊かたまりでマグロを仕入れているのなら、夜に出すマグロのついでに皮もついてくるだろう。

　そんなところへ、ようやく碧のあこう鯛だいの焼き魚定食が運ばれてきた。

「きたきた」

　碧みどりが嬉うれしそうに舌なめずりをする。

　津つ留る美みのサバ味み噌そに比べると、同じ半身だがやや小ぶりだった。ヒレの部分は焦げて真っ黒になってしまっているが、側面から覗のぞく皮に鯛たい特有の赤さがある。

　皮と対照的に白い身のふっくら加減が見るからに食欲を搔かき立てた。

　さらに、ほんのりと酒さけ粕かすの匂においが鼻をくすぐる。

　未成年組にはそれほどグッとくる香りではないが、酒飲みの年長組にとってはたまらない香りだった。

「これね、夜のメニューにもあること多いんだよねー。この酒粕の香りと鯛の身の甘さと焼きたての香ばしさ、いやあ、たまんないよね」

　碧はミニ刺し用の醬しよう油ゆ皿に醬油を垂らし、あこう鯛の酒粕焼きの脇に添そえてあった大根おろしにもほんの数滴、醬油を垂らした。

　さらに添えてあったレモンを搾って果汁を身にかけて、背骨を取り外した。

　身に箸はしを入れると、上品な白い身はほろりと裂けてさらに焼けた脂あぶらと酒粕の香りを立ち上らせた。

「前にこれでお酒を飲んだときにやみつきになっちゃってねー。一回、お酒じゃなくて白いごはんでも食べたいって思ってたのよ」

　碧は一口大に切り取ったあこう鯛の身に大根おろしを載せて、幸せそうに口に運んだ。

「んー、大人の味ねー」

　言いながら、碧は二、三回嚙かんで、すぐにごはんを食べる。

「うん、やっぱり日本酒に合うモノはごはんにも合うわー」

　ホクホク顔で食べる碧の顔を見て、ヴヴは、

「提案なのですが、いずれまたこのお店に来るというのはどうでしょうか？　夜、お酒も込みでですが。いえ、もちろんこの中落ちも大変美お味いしいのですが、他にも食べてみたいものが色々ありまして」

　と言った。

　もういつもの表情が読みにくいヴヴに戻ってしまっていたが、このときばかりは飛ひ露ろ騎きにもヴヴの心中が手に取るように読み取れた。

　それはつまり、「他の人の食べているものが美味しそうでうらやましいから夜にもここへ来て食べたい」である。

「そう、ヴヴ、それですわ！」

「はい？　と、仰おつしやいますと？」

　ロフィーナの言葉に、ヴヴは首を傾かしげた。

「わたくしの都合ばかり優先するのではなく、ヴヴも自分が何をしたいのか、どうしたいのか、どんどん言うべきなのですわ」

「そう仰おつしやられましても……」

「ヴヴさん、別に急に変えなくてもいいんじゃないですか？　ただ、今までのように姫のお世話をしながら、やりたいと思ったことや食べたいと思ったものを素直に提案すればいいんじゃないですか」

　飛ひ露ろ騎きに言われて、ヴヴは少し考えこんだ。そして、

「では、今夜、またここへごはんを食べに来ることを提案いたしとうございます」

　笑って、飛露騎とロフィーナは顔を見合わせた。

「もちろん賛成だよ」

「ええ、当然ですわね」

「うん、私もそれがいいと思うよ」

　飛露騎もロフィーナも紅べに緒おも、一も二もなくうなずいた。

「あ、それなら私もお付き合いさせてもらうわ。私もあこう鯛だい食べたいわ」

　津つ留る美みもその提案に真っ先に乗っかった。

「吾わが輩はいも、もっと日本の文化を研究したいのだわ！」

「あたしはいつでもＯＫよん。年末進行とか知るか」

「碧みどりさん、目が怖いっす」

「お姉ちゃん、仕事して」

「碧、勤きん労ろうを怠おこたるのはよくありませんわよ。……というか、夜までにキッチリ仕事をすればよいのではなくて？」

「姫様の仰る通りでございます」

　すっかりいつもの呼吸を取り戻した主従の様子に安心しつつ、飛露騎は、

「あ、そうだ」

　と思いついたようにブスリと箸はしで唐から揚あげを刺して、それを掲げるように示した。

「きっとこの唐揚げとかあこう鯛みたいなものなんだよ」

　飛露騎の言葉に、全員が「はあ？」と首を傾かしげた。

「姫は、ヴヴさんと対等の友達になりたいわけでしょ？」

「ええ、そうですわ」

「で、ヴヴさんはどっちかというと、今の関係のままがいい、と」

「はい。旦だん那な様さまのご恩もありますし」

「でも、それって両立できないの？　結局、ランチで食べようが夜におつまみで食べようが唐揚げは唐揚げじゃない。値段とか他に何がついてるかとか、色々違うように見えたって唐揚げは唐揚げなんだよ。つまり、ヴヴさんが友達だろうと侍女だろうと、お互い信頼してるって部分は唐揚げなんだよ」

「理屈はメチャクチャだけど、まあ、あたしもそれは同感だわ。ロフィーナちゃん、相手を自分の思い通りにしようって思っちゃう時点で、お姫様根性が抜けきってないかもしれないわね。ヴヴちゃんのことが好きなら、ヴヴちゃんがどうしたいのか、どう思ってるのかを考えてあげるべきかもね。まあ、それはヴヴちゃんも然しかりだけど」

「……」

「……」

　ロフィーナとヴヴが、お互いを無言で見つめ合う。

「まあ、それでいいんじゃないの？　ケンカしたりすれ違ったり、誤解したり勘違いしたりして、でも仲直りして、友達ってそういうものよ。いやあ、青春ねえ。お姉さんうらやましいわ」

「じゃあ、早速、今夜ここで親しん睦ぼくを深めるのがいいのだわ！」

「いいわねいいわね、それ、名案ね」

「昼ここで食べて夜もまた来るって、なんかすごいわね」

　呟つぶやく津つ留る美みに、碧みどりは、

「よくあるよくある」

　と笑った。

「夜の話もいいけど、今は目の前の美お味いしいお昼ごはんを目一杯味わうべきじゃないかなあ、って思うの」

　味の染みた豆腐を割りながら紅べに緒おが言った。

　その豆腐を口に入れて、紅緒は「んー、美味しー」と一人の世界に埋没したように微笑ほほえんだ。

　確かに、とうなずいて、みんな自分の昼食に集中し始める。

　飛ひ露ろ騎きも、大好きな唐から揚あげを頰ほお張ばり、次いでごはんをかき込んだ。

　口の中で混ざる、鶏とりの唐揚げと白いごはん。

　嚙かむほどに感じる幸せが、そこにはあった。
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　その日の夜。

　繚りよう乱らん亭ていにやってきて、刺身の盛り合わせやイカの自家製塩しお辛からに始まって、あこう鯛だいの酒さけ粕かす焼きを食べたり、夜はサバの味み噌そ煮にがないことを嘆なげいたり、いつものように酒盛りを堪たん能のうする一同。

　そんな中、しばらくじっとメニューとにらめっこをしていたヴヴが、意を決したようにバッと顔を上げた。

「あ、あの、姫様！　もう少し中トロを召し上がりませんかっ」

「中トロを？」

　ロフィーナが首を傾かしげた。

「はい。お刺身の盛り合わせにもありましたが、一人一切れでしたし、その、よろしければ追加で頼んで二人でシェアするのはいかがでしょうか」

　いつものように冷静な口調で取り繕つくろってはいるが、その声は上ずって緊張を隠しきれていなかった。

　そんなヴヴの様子に誰もが気付き、口元を綻ほころばせる。

「ナイスアイデアですわ」

　にっこりと、嬉うれしそうにロフィーナが微笑ほほえんだ。

「わたくしも、厚切りハムカツというお料理をヴヴとシェアしたいなって思っていましたのよ。厚く切った豚の加工肉をフライにしたお料理だそうですわ」

「申し訳ございません、浅せん慮りよでございました。では、中トロはやめてそちらに……」

　途端に、ロフィーナが不機嫌そうにぷくーっと頰ほおを膨ふくらませた。

「えっ、あの……」

　困こん惑わくして、ヴヴが助けを求めるように他の面々を見回す。

「ヴヴさん、もし食べきれなくても、これだけいれば誰か食べてくれますよ」

　苦笑して、飛ひ露ろ騎きが助け船を出した。

「ハムカツは吾わが輩はいも食べたいのだわ！」

「揚あげ物だと、この『アボカドとチーズのフライ』も美お味いしそうね。ちょっとビールに切り替えようかしら」

　津つ留る美みも、ヴヴが開いたメニューを覗のぞき込んで言った。

「で、では、姫様、両方頼むということでいかがでしょう……？」

　その提案に、ロフィーナがにっこりと微笑む。

「それでいいのですわ。わたくしを優先させて自分のことを後回しにするなんて、今後はしてはダメですわよ」

「かしこまりました。なるべく善処いたします」

　確約しきれないような歯切れの悪い返事にちょっと顔をしかめかけたロフィーナだったが、飛露騎に、

「まあ、ヴヴさんにとっては世界の法則が変わったようなもんだろうし、慌あわてずにちょっとずつでいいんじゃないの？」

　と言われて神妙にうなずいた。

「確かにそうですわね。わたくしが性急すぎては、また同じ失敗を繰り返してしまいますものね」

「そうねー。せっかくお互い大好きで仲良くなりたいのに、その想おもいが空回りしてギクシャクするなんて馬鹿馬鹿しいわよね。まあ、文学的には定番中の定番なんだけど」

「ですわね」

「仰おつしやる通りにございます」

　碧みどりが手を挙げて店員を呼び、追加の注文を伝える。

　やがて、

「はい、中トロお待ちどお様」

　と、注文の皿が目の前に置かれた。

「さあ、ヴヴ、頂きましょう」

「はい、姫様」

　ロフィーナとヴヴは顔を見合せて、仲の良い姉妹のように微笑ほほえみを交わした。





年越し蕎そ麦ばとか、おせち料理とか







　年も押し迫ってくると、やることも多くなってくる。

　……はずなのだが、紅べに緒おとヴヴの手際によって、例年よりかなり余裕を持って花はな泉いずみ家の大掃除は終了してしまった。

　日々の津つ留る美みの指導の賜たま物もので、冬休みの宿題も順調に進んでいる。

　となると、飛ひ露ろ騎きがやるべきことは食の充実しかない。さすがにもう紅緒がキッチンで好き勝手することはなくなっているが、おせち料理や年越し蕎麦で主導権を渡すわけにはいかない。

「うーん……」

　とはいえ、飛露騎もさすがに凝った料理となると自信がない。いきなり豪勢なおせちを全部自分で作るというのは無理な話だろう。

　そう考えて、飛露騎はキッチンでスマートフォンでレシピを調べながら唸うなっていた。

「やっぱ黒豆や昆布巻きは難易度高そうだなあ。逆に紅白なますとかブリの照り焼きは作れそうだけど……」

「何をうんうん言ってますの？」

　ロフィーナがキッチンに入ってきて、飛ひ露ろ騎きのスマートフォンを覗のぞき込む。

「わっ」

　突然至近距離にニュッと顔を出されて、飛露騎は手に持っていたスマートフォンを取り落としそうになった。

「もー、そんなに驚くなんて、失礼じゃありませんの？」

「考えごとをしてるときに急に声かけられたらそりゃ驚くって」

　しかも、美人の顔が突然至近距離に現れたのだから、ドキドキしない方がどうかしている。ビックリとドキドキのコンビネーションで動揺しないわけがない。

　飛露騎は早まった鼓動を隠すように平静を装いながら、

「もうすぐ新年だから、伝統的な料理を用意したいなー、と思ってさ」

　と言い、スマートフォンでおせち料理の画像を見せた。

「あら、なんだか華やかなお料理ですわね」

「まあ、これは有名店のヤツだからね。実際はわりと地味な料理の盛り合わせみたいなところもあるんだけど」

　さすがに高級牛肉のローストビーフやアワビなんかを気軽に使えるものではない。

　と、そこへ、

「なんの話してるの？」

　と津つ留る美みがキッチンに入ってきた。マグカップを手にしているところを見ると、仕事中に飲むコーヒーのお代わりでも淹いれにきたのだろう。

「あー、おせち？　でも、今からだとどこのお店も受注は終わってるから難しいんじゃないかしら。んー、大手デパートならあるいは、まだあるかしら……？」

「いえ、作ろうかなと」

　数秒の沈黙。

「……は？」

　津留美は意味がわからない、という顔で首を傾かしげた。

「あのね、人には分ぶんってものがあるのよ？　おせちを作ろうなんて、料理人に対する冒ぼう瀆とくだわ」

「いや、そんなことないと思いますけど……。っていうか、あれって昔は各ご家庭で作ってたわけでしょ？」

「そういうことじゃないのよ。これ以上、君に女子力を上げられると私の立つ瀬がないから困るのよ」

「いきなり本音をぶっちゃけられても反応に困るんですけど……」

「とにかく、おせちは国家の威信にかけてロフィーナ姫に喜んで頂けるものを手配しますから！」

「国家の威信の私的利用はどうかと思うんですけど……」

「何を言っているの。これは国家安寧のための深謀遠慮なのよ。ね、ロフィーナ姫だって美お味いしいおせち料理を食べたいわよね？」

「よくわかりませんけれど、民の血税を無駄遣いするのはよくありませんわ」

「大丈夫、自衛隊や特殊部隊を動かすことに比べたら微々たるものだから」

「そうですの？　でしたら、あまり飛ひ露ろ騎きに負担をかけるのも申し訳ありませんわね」

「別に負担ってほどでもないけどね。何も全部作ろうとは思ってないし。簡単なものを二、三品作って、あとは出来合いのをお重に詰めればいいかなって」

「それ、セットのを買うのと大差ないじゃない」

「そりゃ僕だっておせち作るなんて初めてなんですから、いきなり全部できるわけないじゃないですか」

「じゃあ、手配はしておくわ。それとは別に、何品か正月用の料理を作るのはいいんじゃない？　どうせ酒盛りになったらすぐなくなるわよ」

「酒盛り前提なのはどうなんですかね……？」

　そうは言ってみても、飛露騎も酒盛りになる未来しか想像できない。

「まあいいじゃない。お正月だもの、めでたい日なんだから」

「碧みどりも津つ留る美みも、おめでたいとか関係なく飲んでいますわよね」

「まったくね」

「私は元々、お酒は付き合い程度でそんなに飲む方じゃないのよ？」

　しかし、津留美を見る飛露騎とロフィーナは疑っている様子を隠しさえしていなかった。

「そんな目で見られるなんて、先生ちょっとショックです」

「先生、だんだん碧さんに似てきてませんか」

「なっ」

　津留美が本気でショックを受ける中、ますますやることがなくなってしまった飛露騎は、

「じゃあ、凝るなら年越し蕎そ麦ばかなあ」

　と口の中で呟つぶやいた。
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　そして大おお晦日みそか。

「我が家では日付が変わる頃にお蕎麦を食べる習慣があるから、軽めにしておいてね」

　そんな説明をしながらの簡単な夕食を終えたころに、紅べに緒おと碧とローズが花はな泉いずみ家を訪ねてきた。

「えへへ、ヒロくん、来ちゃった」

「はあーい！　ヴヴちゃん、津つ留る美みちゃん、お酒持ってきたよー！」

「貴女あなたたち、今日くらいはご家族と過ごせばいいじゃない。というか、それでも久く保ぼ田た姉妹はともかく、どうして貴女まで……？」

「年末特別警戒態勢なのだわ！」

「どうせここに来れば美お味いしいものがあるに違いない、とか思ったんでしょ」

　ローズはギクッと一度表情を強こわばらせたが、

「そ、そんなことはないのだわ。これはあくまで、世界平和のための措置なのだわ」

　苦しい言い訳なのは誰の目にも明らかだったが、ロフィーナに、

「あら、友達の家に遊びに来た、とは言ってくれませんの？」

　とイタズラっぽく言われて、照れ臭そうに、

「そ、そうとも言うのだわ」

　と呟つぶやくように言った。

「まあいいけど、お酒は明日にしてね。夜通し騒がれたんじゃご近所迷惑だから」

「大丈夫だって。となりはうちとローズちゃんとこでしょ？　問題ない問題ない」

　碧みどりはケラケラ笑いながら言った。

「ダメだってば。両隣がそうでも、上も下もあるでしょ。それに、碧さんとこのおじさんとおばさんになら迷惑かけてもいいってわけじゃないでしょ」

「ぐう」

「何よ、ぐうって」

　怪け訝げんな顔で、津留美が碧に訊きく。

「ぐうの音」

「ぐうの音も出ない正論って言いたいの……？　でも、お姉ちゃん、ぐうの音が出ちゃってるからって納得してないよね？」

「うん。津留美ちゃん、国家権力で上と下の部屋をなんとかできないかな？」

「できません！」

　だよなあ、と飛ひ露ろ騎きは内心苦笑した。おせちを買うのとはわけが違う。

「とりあえず、年越し蕎そ麦ばは用意してるから、それまではお酒飲む以外のことを何かやることにしてよ」

「お酒も飲まないで何やるのよー」

　冗談っぽく、しかし半分は本気な感じで碧が頰ほおを膨ふくらませた。

「まあ、なんかあるでしょ」

　そんなわけでトランプをやったり人生ゲームを引っ張り出してきたりしつつ、

「今さらトランプもなー」

「お姉ちゃん、そう言わないの。この人数で何かしようとしたらそうなっちゃうよ」

「まあ、実は他にもやれることの心当たりは色々あるんだけどね。とはいえ、今言っても仕方ないか。今度詳しい仲間に聞いて色々仕入れておこうかしらね」

「何を仕入れるつもりなのか、怖くて聞けないわ……」

「津つ留る美み様、さすがに碧みどり様でも、この話の流れで無む茶ちやなことはなさらないかと」

「当たり前でしょ。みんなで遊べるゲームとかの話よ」

「まあ、それは楽しそうですわね。碧、よろしくお願いいたしますわ」

「吾わが輩はいもやりたいのだわ！　なんだったらこの天才的な頭脳で開発するのだわ！」

「はいはい、ローズちゃんの開発の方が不穏だから、ここはあたしに任せてねー」

　そんなことをして年が明けるまでの夜更かしを楽しんだあと、点つけっぱなしになっていたテレビの中でも『新年まであと何分です』的なことを言い始め、除夜の鐘の中継などをし始めた頃。

「じゃあ、そろそろ準備しようかな」

　飛ひ露ろ騎きはキッチンへ立って、蕎そ麦ばのつゆを温め始めるのと同時に、蕎麦を茹ゆでる湯を沸かし始めた。

「飛露騎、わたくしたちも手伝いますわよ」

　キッチンにロフィーナと紅べに緒おがやってきた。

「あ、ありがと」

　とはいっても、すでに下準備はほとんど終わってしまっている。

「じゃあ、紅緒、そこの棚から人数分のお椀わんを出して」

　普通は蕎麦なら丼どんぶりだが、飛露騎たちはしっかり晩ごはんを食べている。儀礼的な意味なら少しずつでいいだろう、という判断で味み噌そ汁しるサイズの年越し蕎麦にするつもりの飛露騎なのだった。

「姫は冷蔵庫からネギ出してもらえる？」

「了解ですわ」

　テキパキと動く女の子二人のサポートを受けながら、飛露騎はネギを刻み、蕎麦を茹で上げ、お椀に盛り、温めたつゆをかけ、用意しておいた具と刻んだばかりのネギを載せた。

「ＯＫ、完成だ。じゃあ、リビングに運ぼうか」

「いい匂においですわね」

「うん、すっごく美お味いしそう」

　三人でお盆に人数分のお椀を載せて、みんなのもとへ。

「あら、ヒロ、鴨かも南なん蛮ばんとはやるわねえ！」

　蕎麦の上に載った具を見て、嬉うれしそうに碧が言った。

　醬しよう油ゆ出だ汁しの蕎麦の上に、刻みネギとスライスした鴨かも肉にくが二枚ずつ、そして刻みネギとは別に、鴨かも肉にくと一緒に煮た焼き目のついたネギ。鴨肉は白い脂あぶらの部分と赤茶っぽい赤身の部分がハッキリと分かれていて、おめでたさを表す紅白のようでもあった。

　蕎そ麦ばのつゆにも鴨かもからしみ出た脂が少し玉になって浮いており、立ち上る香りも普通の蕎麦よりは野や趣しゆが感じられる。

「色々と買い出しに行ったら、珍しく鴨肉を売ってたんですよ。年越し蕎麦にって」

「あはは、まんまとお店の戦略にはまったのね。でも、あえてはまりに行くその感じ、お姉さん好きよ」

「お姉ちゃんが好きなのはお酒と鴨肉なんじゃないの？」

「そうとも言う」

「まあ、表面を焼いて醬しよう油ゆ味で煮たのをスライスしただけだけどね。でも、その煮汁を蕎麦のつゆに使ってるから、良い出だ汁しは出てると思うよ」

「ちょっと……そんな贅ぜい沢たくな蕎麦、美お味いしいに決まってるじゃない……」

　津つ留る美みも自分の分を受け取りながら、唾つばをゴクリと飲み込んだ。

「カモってなんですの？」

　お盆をコタツの上に置いて、自身も座りながら、ロフィーナが訊きいた。

「鳥の一種だよ、ロフィーナちゃん」

　紅べに緒おが同様に座りながら答えた。

「それは唐から揚あげの鶏とりとは違うのでしょうか？」

「もちろん違うのだわ。あとで画像を探してあげるのだわ」

「恐れ入ります」

「あれ、姫もヴヴさんも、この世界に来た日に鴨食べてなかったっけ？　ほら、鴨とアボカドのサラダ」

「あー、そういえば頼んでたよね。鴨とアボカドとトマトを交互に挟んだオシャレっぽいサラダ。私、あれ美味しかったな」

　思い出すように、紅緒が宙を見ながら言った。

「ああ、あれが鴨ですのね。だいぶ印象が違ったからわかりませんでしたわ」

　そんなこんなで、年が明けるまであと五分。

「時間的にもちょうど良さそうね。んじゃ、ヒロの力作を頂きましょうか」

　碧みどりが手を合わせて「頂きます」と言って、箸はしを手に取った。

　他の面々も、頂きます、と言って箸を手に取る。

「ああ、そうそう！　このお肉、こんな味でしたわね！　クセは強いけど、それがまた美味しいですわよね」

　一口鴨を食べるなり、ロフィーナが言った。

「確かに、鶏の味をしっかり覚えた今食べると、味わいの違いがハッキリと理解できて面白うございます。どちらも美味しいですが……個人的には、こちらの鴨かも肉にくの方がお酒に合わせたときに楽しそうに思えます」

「あっはっは、わかるわかる！　あたしも同感だわ。鶏とり肉にくも地じ鶏どりとか美お味いしいのがたくさんあるけど、鴨かもと比べると優等生的っていうか、万人受け感があるわよね。もちろん、それは素晴らしいことなんだけど、この鴨の『わかる人だけわかって』みたいな主張はまた別の美味しさなのよね」

「あー、鴨の味を吸った焼きネギも美味しいわ。……でも、なんで鴨かも南なん蛮ばんっていうのかしら？　南蛮要素ある……？」

「先生、南蛮はネギのことです」

　紅べに緒おが言った。

「鴨南蛮蕎そ麦ばの記録は江戸時代中期くらいからあるそうなんですけど、日本に来た南蛮人が好んで食べていたのでネギを南蛮と呼んだのではないか、という説が有力だそうで、他にはネギの産地の難波が転じたとか」

「相変わらず紅緒は変なこと知ってるなあ」

　感心したように飛ひ露ろ騎きが言うと、

「えへへ」

　と紅緒はちょっと顔を赤らめて照れ笑いした。












「まあ、料理的にも、鴨かも肉にくとネギを入れたもののことを言うわね。たまに鴨かも南なんうどんとかも見かけるけど、まあ、本家は蕎そ麦ばかしらね」

「納得いかないわ！　だって、チキン南蛮はタルタルソースでいかにも南蛮じゃない」

「先生、チキン南蛮の南蛮は南蛮酢です。唐から揚あげにした素材をネギと唐とう辛がら子し入りの酢に漬けるのが南蛮漬けという調理法で、結局はネギなんです。タルタルをかけるようになったのは戦後だって話です」

「え、そうなの？」

「先生も形なしねえ、津つ留る美みちゃん」

「うるさいわね」

　本当に紅べに緒おは変なことをよく知ってるなあ、と思いつつ、飛ひ露ろ騎きは鴨かも南なん蛮ばんをすすった。

　味見をして知ってはいたが、本当に鴨というのはよく味が出る。臭みがあるという人もいるが、それがネギや醬しよう油ゆベースのつゆにはよく合って、江戸時代から愛され続けているというのは納得できる話だった。

「あら？　あらあら？　この細いのも美お味いしいですわね」

「はい、姫様。このスープの鴨の脂あぶらの旨うま味みや香りもいいですが、この細長い物体そのものからもほのかによい香りがいたします」

「あ、二人とも、お蕎麦は初めてだっけ」

「というより、反応からして、麵めん自体が初めてなんじゃないかしら」

　碧みどりにそう言われて飛露騎は思い返してみたが、確かに家の食事で麵類を出したことはまだなかった気がする。鍋なべをやったときも、最後は雑炊にした。

「察するに、小麦のような穀物の粉を練って細長い形状にした食品を『麵』と言うのですね？」

　ヴヴは誰にともなく、箸はしで数本の蕎麦をつまんでみて、まじまじと眺めながら言った。

「まあ、そうねー。中には長細くないものもあるんだけどね。国や地域によって定義もちょっと変わってくるんだけど、概おおむねそんな解釈で間違いないわよ。で、これは蕎麦の実を粉にして作った麵、蕎麦。日本ではメジャーな麵の一つよ。さっき紅緒が言ってたけど、鴨とネギが入ってるから鴨南蛮蕎麦」

「なるほど」

　ヴヴはうなずいて、持ち上げていた蕎麦をチュルリと食べた。

「それにしても、ロフィーナちゃんもヴヴちゃんもちゃんとすすれてるわね。最初は苦労するみたいだけど。こんなふうに」

　碧が見やったローズは、麵を上う手まくすすることができず、フォークに巻き付けてパスタのように食べていた。

「わたくしたちも色々な世界を巡ってきたんですのよ？　似たような料理を好む世界もいくつかあったのですわ」

「案外、世界が違っても人間の発想なんて大差ないのかもね」

「ですわね」

　やがて、点つけっぱなしのテレビが年が明けたことを伝えた。ちょうど飛ひ露ろ騎きがつゆまで飲み終えたのと同じタイミングだった。

「あ、明けたね。新年、明けましておめでとうございます」

　言いながら、飛露騎はお椀わんを置いた。

「おめでとうございます。ヒロくん、みんなも、今年もよろしくね」

「あけおめー」

「ちょっと、新年のあいさつくらい……もう。明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします」

「ハッピーニューイヤーなのだわ！」

　ロフィーナとヴヴは一瞬きょとんとして、

「ああ、それが新年のあいさつですのね？　ええと、あけ……？」

「明けましておめでとうございます、かな。正確には」

「明けましておめでとうございます、ですわ」

「明けましておめでとうございます」

　ロフィーナとヴヴが、少しぎこちなく新年のあいさつをする。

　それに対して、飛露騎たちは揃そろって「おめでとう」と返した。

　新しい年がどうなるのか。年が明けても世界の危機は変わらない。

　しかし、きっと今年も賑にぎやかで楽しい年になるんだろうなあ、という気持ちの方がずっと強かった。
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　一度寝て、元がん旦たんの朝。

　改めて花はな泉いずみ家に住む面々が新年のあいさつをしていると、

「あっけおめー！」

　と碧みどりがリビングに入ってきた。その後ろから、

「お邪魔しまーす」

　と紅べに緒おの姿もある。

「ホント、勝手知ったるなんとかねえ……」

「住みついてる津つ留る美みちゃんに言われたくないわよ」

「うぐぐ」

「そんなことより、ほら、ヒロ。昨日預けといたアレ出して」

「はいはい」

　飛ひ露ろ騎きは碧みどりが催さい促そくするものを取りにキッチンへと向かおうとコタツから出た。

「あ、じゃあおせちも出しましょうか」

　珍しく、津つ留る美みも飛露騎と一緒に席を立つ。

　飛露騎も、発注した人に任せた方がいいだろう、と、

「あ、お願いします」

　そう言って素直に任せた。

　飛露騎が持って戻ってきたのは、昨夜碧が持ち込んで冷蔵庫の中に置いていった日本酒の一いつ升しよう瓶びんと、パパッと作った紅白なますとブリの照り焼き。

　ニンジンとダイコンを細切りにして塩を振り、しばらくおいてしんなりさせて、砂糖と酢を混ぜた調味液で和あえるだけで、紅白なますは比較的レシピが簡単で時間がかからない。

　照り焼きも、下準備として塩を振ってしばらく置いて水気と臭みを抜き、フライパンで両面をこんがり焼いて、醬しよう油ゆとみりんと砂糖で作ったタレを入れて煮詰めていくだけなので、レシピをきちんと調べておけばそれほど難易度が高くはない。

　そして、津留美が恭しくコタツの上に持ってきたのは、立派な漆器の三段重だった。

「なんかずいぶんご大層なおせちを発注したのねえ……。まあ、この酒に合わせる肴さかなとしては申し分ないかもね」

　碧が自信満々で見せた一升瓶のラベルは『十四代・龍りゆうの落とし子』と書いてあった。

「ホントはもう一個ランクが上の龍りゆう月げつを買うことも考えたんだけど、さすがに桁けたが一個上がると津留美ちゃん泣いちゃうかなと思って」

「は!?　なんで値段が上がると私が泣くんですか!?」

「えー。経費ってことでひとつ」

「無理です無理です！　このおせちだけで精一杯ですから！」

「ちょっと、あんた、ここに住み込んで生活費かかってないんだから、そのくらい自腹で買いなさいよ」

「え、何よ、その理り不ふ尽じんな要求は!?」

「〆しめ張はりさん、碧さんはいつだって理不尽です」

「こら、ヒロ！」

「でも、お姉ちゃんもお酒とかお食事とか領収書もらってるよね？　これは資料や取材だから経費にするんだって言って」

「ちょっと、自分はそれで私には自腹を切れって……？」

　じろり、と津留美が碧を睨にらむ。

「あのねえ、あたしは個人事業主なの！　経費にしたからって出版社が払ってくれるわけじゃないのよ、あんたと違って！　単にあたし自身の稼ぎの中の課税対象にならない分に入るだけなの！　結局のところ自腹なの！」

「あ、なるほど……」

　津つ留る美みは納得したように一度うなずいたが、

「え、いや、でも、それと私が自腹切ることとは関係ないんじゃ……」

　と、首を傾かしげた。

「理屈じゃないわよ。心意気の問題なのよ」

「……ホントに理り不ふ尽じんね」

「まあまあ、碧みどり様も津留美様も、せっかくおめでたい日なのですから」

　そう言って、ヴヴはクリスマスに未成年組からプレゼントされた錫すず製のぐい吞のみを二人に手渡した。

「その通りですわよ。これ、開けてもよろしくて？」

　ロフィーナがお重の蓋ふたに手をかけた。

「吾わが輩はいも早く中が見たいのだわ！」

「姫様、そういうことでしたら私が──」

　ヴヴが言いかけたが、

「そういう気遣いは無用でしてよ」

　と笑って、ロフィーナはパッと蓋を取ってしまった。

　一の重には、伊だ達て巻まきや数の子、栗くりきんとん、黒豆、紅白かまぼこなどの定番ものの他、ローストビーフや大振りな車エビなども入っていてなんとも華やかだった。

「ロフィーナちゃん、おせちは下の段もあるんだよ」

　紅べに緒おはそう言って、一の重を持ち上げてコタツの上に置いた。

　二の重を見て、一同から歓声が上がる。

　そこには、どーんと鯛たいの塩焼きがど真ん中に鎮ちん座ざしていた。そして隙すき間まを埋めるように詰め込まれたいくら、車エビ、焼きホタテ、小ぶりではあるがアワビなどなど、海の幸の数々。

「ちょ、何これ、すごいじゃん……！」

　碧の感かん嘆たんの声に、津留美は「ふふん」と胸を張った。

「これ、この下にもう一段ありますの……？」

　ロフィーナの問いに、飛ひ露ろ騎きは、

「あるみたいだね……」

　と言いつつ、二の重を持ち上げた。

　また、歓声が上がる。

　三の重の中央には、二の重の鯛のように大きな伊い勢せエビが丸々一匹、どーんと入っていた。鯛たいに勝るとも劣らない迫力は、まさにエビの王者と呼ぶに相応ふさわしい。他には昆布巻きや煮しめなど、詰められている料理は多岐にわたった。

「すごい豪華で華やかなのだわ！　日本のパーティ料理の神髄なのだわ！」

「津つ留る美みちゃん……このおせち、ものすごく高いんじゃないの……？」

「本気を出した国家の力をなめてもらっては困るわ」

　そう言いつつも津留美自身も歓声を上げていたところを見ると、きっと中身を知らないで頼んだんだろうなあ、と飛ひ露ろ騎きは苦笑を禁じ得なかった。

「とにかくこれは、飲み甲が斐いがありそうだわ」

　碧みどりはいそいそと日本酒の瓶を開け、「さあさあ」と言いながら、ヴヴと津留美のぐい吞のみに『十四代・龍りゆうの落とし子』を注そそいだ。

「碧様には私が」

　そう言って、ヴヴが瓶を碧から受け取り、碧のぐい吞みに注ぐ。

　飛露騎たちも、それぞれお茶なりオレンジジュースなりコーラなりをグラスに注ぐ。

「では、明けましておめでとうございますー」

　碧の音頭で乾杯し、各々が飲み物に口をつける。

「うわっ、これはいいわね！」

「これは、なんと……！」

「そんな、容器一つでこんなに……!?」

　成人組三人が揃そろって声を上げた。

「ぐい吞みに唇くちびるが触れた瞬間に伝わってくるひんやり感がすごいわ。この感覚は楽しいわねえ」

「このお酒も味わい深いのにとてもクリアな味で素晴らしいですが、姫様から頂いたこの容器の感触がなんとも……」

「これ、今の時期もいいけど、夏場なんか最高なんじゃないかしら」

　三人して、ぐい吞みの感触を大絶賛する。となれば、贈った飛露騎たちも嬉うれしくないはずがない。飛露騎とロフィーナと紅べに緒おはほくそ笑みつつ顔を見合わせた。

「あ、ヒロ、ちょっとそこのグラス取って」

　碧に言われて、

「これですか？」

　と、飛露騎は空のグラスを手渡した。

　碧はグラスにも少し日本酒を注いで、錫すずのぐい吞みの酒と飲み比べ始めた。

「なるほど、言われてみれば少しまろやかになっているような気も……」

「碧様、私にも一口よろしいでしょうか？」

　ヴヴに言われて、「いいよー」と碧がグラスの酒を手渡す。

「あ、私も」

　ヴヴと津つ留る美みも、回し飲みで味の違いを確かめるように味わう。

「そもそもこのお酒がすごく美お味いしいからかしら、ハッキリ違いがわかるってほどの変化はないかも」

「しかし、この口当たりがあっての味わいは、この器うつわでなくては感じられないかと存じます。このひんやりした心地よい感触こそがキモではないかと」

「そうね。それは同感だわ」

「しかも、それが姫様からご下賜頂いたものとなれば、その味わいも格別でございます」

「ホントにそれに尽きるわねー」

「ええ、みんな、ありがとうね」

　こんなに素直に感謝されてはなんだか照れ臭くて、飛ひ露ろ騎きは、

「それより、おせちも食べましょうよ」

　と率先してお重に箸はしを伸ばし、取り皿にローストビーフとアワビと数の子、伊だ達て巻まきを取った。

　それを皮切りに、みんなそれぞれおせちに手を出し始めた。

　ヴヴもお酒を飲む手を止めて、ロフィーナのために数種の料理を取り皿に載せて手渡した。

「うわ、ローストビーフ柔らけー！　冷たくなっても充分美う味まい！」

「これ、コリコリしているのに柔らかくて、とても美味しいですわね。いったいなんですの？」

「ロフィーナちゃん、それはアワビっていってね、高級な貝なんだよ。あ、栗くりきんとんもすごく上品な甘さで美味しいよう」

「数の子とかいくらの醬しよう油ゆ漬けとか、酒飲みにはたまんないわよねー」

「飛露騎様のブリの照り焼きも大変美味でございます」

「ああ……高級おせちで良い日本酒を昼間っから飲むこの贅ぜい沢たく……勤め人にはたまらない愉悦だわ……」

「そんなことより、吾わが輩はいはこのオマールみたいなでっかいエビが食べたいのだわ！」

「では、この大きな魚やエビを切り分けましょう」

　給仕のプロであるヴヴが袖そでをまくり上げた。

「箸でできます？　ナイフとフォークとかあった方がいいですか？」

「はい、お借りできればと」

　すぐ席を立って飛露騎がキッチンからナイフとフォークを持ってきた。

　それを受け取り、ヴヴはナイフとフォークと左腕の義手に内蔵された道具──ピンセットやドリルのようなものがついた何本ものサブアーム──を駆使して鯛たいからきれいに骨を取り除き、七人分に切り分けた。

　伊い勢せエビも殻を外し、同様に切り分ける。

「はー、鯛たいもエビも美お味いしいのだわ！」

「ホントに、冷たくなっても美味しいってのはすごいよね」

「まあ、それがプロよねー。そういえば、この鯛って日本ではお祝いごとの定番の魚なのよ。おめでたいの『たい』って言って」

「まあ、そうですの？　面白い言葉遊びですわね」

「おせちって、各料理に色々意味があるんだよね。僕も、今回少し作ってみようと思って調べて知ったんだけどさ、例えばこのエビのうま煮」

　飛ひ露ろ騎きは車エビをつまみ上げて、自分の取り皿に置いた。

「これもおせちの定番なんだけど、ほら、腰が曲がってるように見えるでしょ？　髭ひげも長いし。だから、これは長寿祈願の意味があるんだって」

「あ、私も知ってるよ！　もともと『まめ』って言葉は『健康、丈夫』みたいな意味があるから黒豆は健康祈願だとか、数の子やいくらは卵たくさんで子孫繁栄とか」

「花はな泉いずみ君が作ってくれたブリの照り焼き、ブリは成長段階で名前が変わるから出しゆつ世せ魚うおって言われてるのよね。だからこれも出世祈願みたいな意味があるって聞いたことがあるわ」

「ぶりはまち、元はいなだの出世魚、ね」

　碧みどりが諳そらんじた川せん柳りゆうにロフィーナが首を傾かしげた。

「碧、それはなんですの？」

「川柳っていう日本の定型詩よ。ブリもハマチもイナダも、成長段階が違うだけで同じ魚だっていう話」

「美味しくて見た目もきれいで、しかもそんな意味まで込めてあるなんて、このお料理はすごく考え尽くされていますのね」

「歴史は古いからねー。奈良時代くらいからあったみたいよ。まあ、形式はかなりコロコロ変わってるみたいだけどね。本来は歳とし神がみ様をもてなすためのお供え物という側面もあったそうよ」

「ジャパニーズは無宗教と言うけれど、こんなところにいっぱい宗教観を見た気がするのだわ」

「いやいや、ローズちゃん、それは違うわよ。よく日本人は無宗教だって言われるけど、毎年すごい人数が初はつ詣もうでに出かけるんだから」

「ハツモーデ？」

　ローズが首を傾げた。

　ロフィーナとヴヴも首を傾げる。

「初詣っていうのは、新年に神様のところへお参りに行くことだよ」

　へえ、と日本人ではない三名が興味深そうに聞いている。

「田舎に行けば仏壇がある家も多いし、夏に各地でやるお祭りの多くは収穫を神様に感謝する祭事だし、日本人の場合は『宗教』が生活の一部に溶け込みすぎちゃってあんまり意識してないだけ、っていうのがあたしの持論よ」

「なるほど、それは面白い説なのだわ」

「そのハツモーデというのには飛ひ露ろ騎きは行きますの？」

　ロフィーナがとなりに座った飛露騎の袖そでをちょいちょいと引っぱって訊きいた。

「あー、普段はあんまり行かないけど……行ってみる？」

「ぜひ、行ってみたいですわ」

「うん、いいんじゃない？　近くの神社とかでも、もしかしたら露店が出てたりするかもしれないわよ」

「お姉ちゃんは行かないの？」

「うーん、あたしはここでお酒飲んでたいなー」

「私は姫様のお供を致します」

「本音ぶっちゃけすぎでしょ……。私は行くわよ、本来の職務上のこともあるし」

「いや、別に午後からのんびり行ってもいいと思うけど」

　飛露騎の提案に、年長者三名が「それだ！」という顔をする。

「せっかくのおせちですものね、わたくしも、ゆっくり楽しんでからの方がいいと思いますわ」

　ロフィーナの言葉で、年長組はのんびりと酒盛りを続けることができたのだった。
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　お昼過ぎになって、日は出ていても、やはり冬の風は冷たかった。

　地元の神社に近づくにつれ、人が多くなり始めた。ちょくちょく振ふり袖そで姿の女の子の姿なども目に付く。

「普段あまり見ない服装の女性が多いですね」

　ヴヴが、たった今すれ違った振袖姿の女の子を振り返りながら言った。

「民族衣装みたいなものよ。あ、来年はロフィーナちゃんに用意しようか？　ね、津つ留る美みちゃん」

「もちろん、ロフィーナ姫がお望みなら」

「ちょっと形が変わっていますけれど、素敵な生地のドレスですわね。でも、年に一度着るかどうかの服なら必要ありませんわ」

「まあ、そうすぐに結論を出さなくてもいいんじゃない？　来年までには気が変わってるかもしれないし、ゆっくり考えたら？」

「吾わが輩はいは一度ジャパニーズキモノを着てみたいのだわ！」

「それは合衆国の予算か自腹でご自由に」

「もう少し同盟国の人間に対してオモテナシをしてもいいと思うのだわ」

「それはともかく、私はロフィーナちゃんと一緒に振ふり袖そでで初はつ詣もうでも素敵だと思うな。ね、来年は一緒に着ようよ」

「それは楽しそうですけれど……津つ留る美みに余計な負担をかけるのも申し訳ありませんわ」

「いやいや、ロフィーナちゃん、そんな遠慮しなくていいんだってば。ロフィーナちゃんがやりたいことをやって楽しく過ごしてる方が世界は安泰なんだから」

　けらけらと笑いながら、碧みどりが言う。

「本当に、遠慮なんか要りませんよ、ロフィーナ姫」

「まあ、そんな先のことを今から考えたってしょうがないでしょ。それより、ほら、神社が見えてきたわよ」

　碧が指し示す先に、古く赤い鳥居が見えてきた。行き交う初詣の参拝客もますます増えている。

「確かに、これを見ると日本人の信仰心が窺うかがえるのだわ」

「でしょ」

　そして、すでにお好み焼きやたこ焼きなどの露店も見え始め、境内では御お神み酒きを振る舞ったりもしているようだった。

「なんだか美お味いしそうな匂においが漂ってきますわね」

「朝食べたおせちに比べるとジャンクもいいとこだけどね。でも、これはこれで風情があるわよね。でも、先に神社にお参りしましょ」

「吾輩はクリスチャンだから行ってもいいのか迷うのだわ」

「別に問題ないと思うわよー。日本には八や百お万よろずも神様がいるんだし、仏教が伝来したりキリスト教だって入ってきてるんだし、別にお怒りになったりしないわよ。むしろ、この国の神様にあいさつくらいしておいてもいいんじゃない？」

「こういう多神教の大らかさってすごいと思うのだわ……」

　鳥居をくぐり、境内に入って社へと向かう。

「ホントはね、『神様の通り道なので、真ん中は通らない』とか『先に手水舎ちようずやで口と手を清める』みたいな作法もあるんだよ。でも、こんなに人が多いとどれも無理だねえ」

「紅べに緒おって、ホントに変なことばっかり知ってるよね……」

「えへへ」

　全員でお賽さい銭せん箱ばこの前に行き、作法を紅緒が説明して、いざお参り。

「姫は何をお願いするの？」

「それはもちろん、『すべての世界が平和でありますように』ですわ」

　全員が、納得顔で大きくうなずいた。

「じゃあ、みんなでそれをお願いしようか」

　飛ひ露ろ騎きの提案に、全員がもう一度うなずく。

　全員でお賽さい銭せんを投げて、柏かしわ手でを打つ。

　飛露騎はもう一つ、

　──姫の願いが叶かないますように。

　とも、心の中で願った。
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「あたしたちはこのあとの買い食いタイムに備えて飲み物調達に行ってくるから、あんたたちは食べ物以外の縁日を楽しんできたら？」

　碧みどりにそう言われて、飛露騎とロフィーナと紅べに緒おとローズは顔を見合わせた。ヴヴはどちらに同行するべきか迷っているようだったけれど、

「たまには別々に行動してみるのも新鮮なのではなくて？」

　とロフィーナに言われ、後ろ髪を引かれているような顔をしつつも碧の側そばへと寄った。

「ヴヴさん、そんな心配しなくても、すぐに合流しますよ。それに、私の部下たちもロフィーナ姫の警護についていますから、心配には及びません」

　そう言った津つ留る美みも、碧と行く気満々である。その時点で、要するにお酒を買いに行きたいのだろう、ということは飛露騎たちも直感していた。

　午前中にあれだけ飲んだのに。

　そんな未成年組の白い目など気にも止めず、三人の年長者たちは境内を出て行ってしまった。

「行っちゃったねえ」

　他ひ人と事ごとのように言いながら、紅緒が三人の背中を見送っている。

「じゃあ、少しぶらぶらしてみようか」

　境内や鳥居の外の道路に並ぶ露店は、飲食系が目立つものの、最近の人気アニメや特撮もののお面をズラリと並べたお面屋さんや、ヨーヨー釣り、景品のオモチャをたくさん並べた射的やくじ引きなどもちらほらと見えた。

「やっぱり、温かい食べ物屋さんが人気みたいだね」

　キョロキョロと見回しながら、紅緒が言った。豚汁やモツ煮、甘酒などを売っている露店の周辺が特に混んでいるようだった。もちろん、定番の焼きそばやお好み焼きなどもその温かさが人を引き寄せている。

「寒いからわかるけどね。でも、食べ物は合流したらどうせ食べまくることになるだろうし、回るならそれ以外がいいかもね」

「吾わが輩はいはあのあんまんマンのお面が欲しいのだわ！」

「言うと思ったのですわ」

　ロフィーナの言葉に、飛ひ露ろ騎きと紅べに緒おも苦笑しながらうなずいた。

　お面屋さんに歩み寄って、ローズがお面を買うのを待つ。

「あんまんマンとカレーまんマンと……あと、ピロシキちゃんも欲しいのだわ」

「三つも買うの!?」

　驚く飛露騎に、ローズは、

「こういうものは一期一会なのだわ。買えるときに買っておかないと、あとで後悔するのだわ。むしろ全種類と言い出さないだけでも自重しているのだわ！」

　と迷いなく言いきった。

「ファンの鑑かがみだねえ」

　紅緒の言葉に、飛露騎はまったくだ、とうなずいた。

　ローズは三つのお面を重ねて頭の後ろにつけて、ときおり外して眺めては、にへーと上機嫌で笑っていた。

「さて、じゃあ、次は何を見ようか。わかりやすいのは射的とかかな？」

「射的ってあれですの？　あのオモチャの武器で的を撃ち抜くゲーム……ということでよろしいのかしら」

「うん、それであってるよ。弾を当てて的を倒して、倒した的に応じて景品がもらえるんだよ」

　紅緒が補足する。

「ああいうのは、きっとヴヴが得意ですわよ」

「あー、だろうね。っていうか、本職みたいなもんでしょ」

「あれはなんですの？　色とりどりできれいですわね」

　ロフィーナは別の露店へと目を向けた。

「ヨーヨー釣りだね。まあ、ヨーヨーっていうか水風船だけど。なんていうか、口では説明しにくいなあ。ちょっとやってみる？」

「ええ、是非！」

　水を張った大きな生いけ簀すのような容器に浮かぶたくさんの風船たち。その側そばでニコニコと笑っているお爺じいさんに、飛露騎は代金を手渡した。

「はい、じゃあこれね。ルールは守ってね」

　お爺さんはｗ型の金具に紙のこよりをくくりつけた針を手渡し、同時に『ルール』と記された張り紙を示した。


・三回やって一つも釣れなかったら一つサービス

・一個の針で釣っていいのは上限二〇個まで

・こよりのねじりは三ねじりまで

・場所は譲り合ってみんな仲良く



　と、四箇条が書いてある。

「飛ひ露ろ騎き、ねじりってなんですの？」

「あー、これは水に濡ぬれるとこの針の紙の部分が脆もろくなるのが難しいゲームなんだよ。でも、この紙の部分をこうやって」

　と、飛露騎は説明しながら、ルールに違反しないようこより部分を三回ほどねじって見せた。

「ねじると強度が上がっちゃうんだ」

「なるほど、簡単にたくさん釣れてしまっては商売になりませんものね」

「そうそう」

　言いながら、飛露騎はしゃがみ込んで取れそうな風船を探し始めた。

「コツは、なるべく引っかける輪っかが水面に近いモノを狙ねらうことと、こよりを水に濡らさないこと、なんだけど──」

　くいっと、針を輪っかに引っかける。が、その際に濡れてしまったこよりが切れて、惜おしくも風船は落ちて水面へと戻ってしまった。

「「ああっ、惜しい！」」

　ロフィーナと紅べに緒おが同時に声を上げた。

「理屈を知っていても、上う手まく実践できるとは限らないのだわ」

「まったくだね」

　苦笑して、飛露騎も肩をすくめた。

「わたくしもやってみたいですわ！」

　ロフィーナはそう言って、いそいそと代金を取り出してお爺じいさんに手渡した。

「はい、これね」

「ありがとうございます。ええと、三回ねじって……」

　ロフィーナは見よう見まねで準備をして、しゃがみ込んでたくさんの風船を見回した。

「どれを狙うの？」

「あの青に白いラインが入っているのが好みの色ですわね」

「あれか……。難しいかもね」

　腕組みをして、飛露騎は言った。

　ロフィーナが狙っている風船のゴムの輪っかはかなり深い水の中に沈んでしまっている。このままでは、こよりを濡らさずに針に引っかけるのは不可能だ。どうにかして、輪っかを水面付近まで持ってこなければならない。

　上う手まいこと針の側面で風船を叩たたくなどして輪を浮かせる技もあることを飛ひ露ろ騎きは知っていたが、それを初めてのロフィーナに使いこなせるとは思えなかった。

　──どうアドバイスしたものか。

　飛露騎が思案した瞬間、くいっと水の底で輪っかが動いた。

　──え？

　気のせいではない。

　輪っかが、くいくいと水面に向かって確かに動いている。

「……ムッ」

　瞬間、お爺じいさんがギラリと目を光らせ、バッと立ち上がって宙の何かを摑つかんだ。老人とは思えない、まるで武術の達人のような機敏な動きだった。

　お爺さんが、摑んだ何かをグイッと引っ張るような動作をした。

　同時に、近くの木から釣つり竿ざおを持ったスーツの男がどさっと落ちてきた。ナチュラルな赤毛と白い肌は見るからに日本人ではない。

　そして、ロフィーナの後ろでローズが「ちっ」と舌打ちをした。

「釣り糸……？」

　お爺さんが摑んでいた細い透明な糸を見て、飛露騎は息を吞のんだ。

「ほっほっほ、これだけの距離で風船を割ることなく釣り糸と釣り針を操った手腕はなかなか。じゃが、詰めが甘いのう。陽ひの光がどちらから来るか、配慮が足りん」

「お爺さんこそ何者なんですか……」

　そんな騒ぎの中、ロフィーナはただただジッと狙ねらった風船に集中していた。

　そして紅べに緒おは、そんなロフィーナを応援することに集中していた。

　──えー、どんな集中力なのさ……。

「そこ、水を抜こうとするでないわ。釣り竿、しつこいのう。そっちのサングラスは何を企たくらんでおるか」

　お爺さんは合衆国エージェントと思おぼしき黒スーツたちの工作をことごとく退け、その度にローズが舌打ちをする。

「いや、あのさ、ここは姫に真剣勝負させてあげようよ」

　飛露騎はローズの肩を叩きながら言った。

「でも、上手くいかなくて世界が滅んだら困るのだわ」

「いやいや、姫はそんなことで癇かん癪しやくを起こしたりしないよ。むしろ、自分の努力に不正で水を差された方が機嫌を悪くするよ、たぶん」

「むー」

　ローズはしばし考えこんで、部下の人たちに何やら手で合図を送った。それを見た黒服たちが、すすっと人混みに紛れて消えていく。

　そんな中でも集中を続けていたロフィーナは、

「えいっ」

　と水の中の輪っか目がけて針を引っかけるべく手を動かした。

　針は見事に輪っかを捕らえたが、その際にこよりが濡ぬれてしまい、引き上げる前に切れてしまった。

「あー、惜おしい！」

　紅べに緒おが我がことのように残念そうな顔をする。しかし、その失敗のおかげで、ロフィーナが狙ねらっていた風船の輪っかはより水面に近い位置に留とどまっていた。

「もう一回、お願いしますわ！」

　しゃがんだまま、ロフィーナがお爺じいさんに向かってずいっと硬貨を差し出した。

「はいよ。お嬢ちゃん、良い目をしておる」

　お爺さんはそれを受け取って、にこりと笑って針を手渡す。

　再度針を手にしたロフィーナは、狙うべき輪っかに視線を注そそいだままこよりを三度ねじり、

「ハッ！」

　と気合いの声を発するや、サッと針で輪っかをすくい取った。

　今度はこよりが濡れることもなく、風船が持ち上げられて水面から浮く。

「やった！」

　紅緒が嬉うれしそうに叫び、お爺さんはゆっくりと大きくうなずいた。

「お見事じゃ」

　お爺さんは針から風船を外して、ロフィーナに手渡した。そして嬉しそうなロフィーナに微笑ほほえみかけた。

「針がダメになっておらんから、まだその針で挑戦できるぞい」

「あ、そういえば、そういうルールでしたわね」

　針を手に、ロフィーナは風船の群れを見回した。

　今度は好みの色合いより、どれが取りやすいのかを基準に選別しているようだった。

　一度成功してコツを摑つかんだのか、ロフィーナはもう一つ釣り上げた。さすがに次のチャレンジで失敗してしまったが、二つの水風船を手に、ロフィーナは誇らしげだった。

　一つをローズにあげたロフィーナに、紅緒は、

「ちょっと貸して。これ、こうやって遊ぶんだよ」

　と、輪っかを指にはめて遊んで見せた。

　その名の通りヨーヨーのように、紅緒の手から遠ざかった水風船がゴムの力で戻ってきてはパシャパシャと水音を立てる。

　早速、ローズが小さな手で見よう見まねでパシャパシャと遊び始めた。紅べに緒おから戦利品を返してもらったロフィーナも、同様に遊び始める。

「面白い感触ですわね」

「ホントなのだわ。単純なオモチャなのに、面白いのだわ」

「風船は割れやすいから注意してね。この寒空で服が濡ぬれたら風邪引いちゃうよ」

「ええ、気をつけますわ」

　そうは言いながらも、ロフィーナは水音を立てながら手の中で踊る色鮮やかな戦利品に夢中になっていた。
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　そして合流して、露店での買い食いタイムである。

「まずは焼きそばよね」

　そう主張した碧みどりに対し、

「はあ？　お好み焼きに決まってるじゃない！」

　と津つ留る美みが対抗した。

「僕はたこ焼きがいいと思うけど」

「私はリンゴ飴あめが好きかなあ」

「全部買えばいいのだわ」

「今回はローズが正解ですわね。どうせ放ほうっておいても全部買う流れになった気はしますけれど」

「御意にございます。ところで、私はあちらにあったドネルケバブという食べ物が気になったのですが」

「えっ、なんでケバブのお店なんかが……？」

　首を傾かしげた飛ひ露ろ騎きに、碧は、

「こういうところの露店って昔はちょっとアウトローな人たちの領分だったけど、ここの露店は商店街が協力して出してるから。ほら、秋くらいに駅前にケバブのお店ができたでしょ？　そこのお店が出してるんじゃない？」

　と笑った。

「回転させながら肉の塊かたまりを焼き、そこから削そぎ落とすようにしてパンのようなものに挟む様子が野や趣しゆにあふれておりました」

「それは美お味いしそうですわね」

「じゃあ、それも買ってこようか」

「わたくし、それを見てみたいですわ！」

「じゃあ、適当にジャンケンか何かで分担して買い物して回りましょうか。担当の食べ物を買ったらここに集合で、ロフィーナちゃんはケバブ担当者と同行ってことで」

　そして厳正なるジャンケンの結果、ケバブは飛ひ露ろ騎きとロフィーナが買いに行くことに決まった。

　紅べに緒おは不満そうに頰ほおを膨ふくらませていたが、こればかりは運のなさを嘆なげくほかない。

「さあ、行きますわよ、飛露騎」

　ロフィーナは飛露騎の腕を摑つかむと、先を急がせるようにグイグイ引っぱった。

　その様子にますます紅緒は何かをメラメラと燃やすが、二人は気づきもしない。

「まあ、二人っきりにしたところで進展なんかないと思うけど……紅緒も青春を存分に満喫しているわねえ」

「満喫と言うより、辛しん酸さんをなめている気もしますが」

　ヴヴが首を傾かしげる。

「青春は甘いだけではなく酸っぱいものだと聞いているのだわ」

「ずいぶんおませさんねえ。でも、その甘酸っぱさも含めて青春っていいものなのよ」

　津つ留る美みがそう言って笑うが、いつもニコニコ温和に微笑ほほえんでいる紅緒に睨にらまれてピタリと笑うのをやめた。

「さ、さあ、私たちも買い出しに行きましょうか」

　そして、津留美は逃げ出すようにくるりと背を向けたのだった。




　寒い冬の空気の中、湯気を立てながらジワジワ焼ける肉の塊かたまりはことさらに美お味いしそうに見えた。

　肉を焼いているのは中東系の男性で、ヴヴのような色の肌の彫ほりの深い顔に人なつっこい笑みを浮かべて、

「イラッサイマセー、ケバブ、オイシイヨ」

　と怪しげなイントネーションで繰り返していた。

　どうやら、その肉は大きなひとかたまりというわけではなく、かなり大きめではあるが、スライスされた肉を積み重ねるようにしたものであるらしい。

　ぐるぐる、ぐるぐる、美味しそうな匂においを周囲に撒まき散らすように、牛肉がジワジワと焼けていく。

　普段見慣れない器具で美味しそうな料理が出来上がっていく様というのは、思った以上に興味深いものだった。

　焼けた表層にナイフが入ると、ボロボロと細かくなって、薄い生地で袋状のピタパンの中に野菜と一緒に詰め込まれた。

「カライノ、ダイジョーブ？」

　ふと、作業の手を止めて、ケバブ屋さんが訊きいた。

「からいの……？　ダメですわ！　辛からいのは絶対ダメですわ！」

　ブンブンとロフィーナが首を横に振る。

「カラクナイノモアルカラ、ダイジョーブ」

　ケバブ屋さんは笑って言った。

　飛ひ露ろ騎きも苦笑して、

「じゃあ、辛いの二つと辛くないの一つ、合わせて三つください」

　と言った。

　辛くないのはロフィーナとローズ用、辛いのは自分と紅べに緒お、碧みどり、ヴヴ、津つ留る美み用。辛い方は人数が半端だが、他にも色々食べるものがあるのだから、そのくらいで充分だろう。

「アリガトゴザイーマス」

　元々ニコニコしていた顔をいっそう笑い顔にして、ケバブ屋さんは手早くケバブサンドを三つ作ってビニール袋に入れ、差し出した。

「オミセニモキテネー」

　人なつっこくそう言うケバブ屋に笑顔を返して、飛露騎とロフィーナは合流地点へと戻ったのだった。




　そして合流後。

「これ、コンビニで買ってきたヤツね」

　と、碧は缶ビール三本とオレンジジュース、コーラ二本、ウーロン茶のペットボトルを取り出した。

「お姉ちゃん、今日ちょっと飲みすぎじゃない？」

「正月なんだから固いこと言いっこなしよ。それより、この寒さじゃすぐ冷めちゃうし、端はしの方に寄って味見しましょ」

　一同は境内の端っこの方へと移動する。

　真っ先に、碧がビールをプシュッと開けた。

「この寒空にビールってのもまた乙だわ。ヒロ、焼きそばのパック開けて」

「はいはい」

　碧に言われて、飛露騎は焼きそばのパックを開けた。ソースの良い香りとともに立ち上る湯気が、外気の寒さの中ではとても魅力的に見える。鰹かつお節ぶしの下に見える青のりの緑と添そえられた紅ショウガの赤が鮮やかだった。

「これは……麵めんですわね！」

「そうそう。でも、焼きそばって料理だけど、昨日のお蕎そ麦ばとはまたちょっと材料が違う麵なのよ。はい、ロフィーナちゃん、一口どうぞ」

　碧みどりは左手に缶ビールを持ったまま、器用に右手と口で割り箸ばしを割って、焼きそばをロフィーナの口元に持っていって「あーん」を要求した。

　ロフィーナは素直に従って、口を開けて焼きそばを受け入れた。

　しばしもぐもぐして、ロフィーナは、

「なるほど、碧がジャンクだと言っていたのはこういう意味ですのね」

　とうなずいた。

「濃い赤でベタッと塗りつぶしたような味ですわ」

「まあ、あのおせちとの落差はすごいよね」

　ロフィーナの感想に、飛ひ露ろ騎きは苦笑した。

「ですわね。でも、これはこれで、というのもわかりますわ。何より、この賑にぎやかな雰囲気はとてもウキウキしますもの」

「そう、そこ大事よ」

　碧は焼きそばを一口食べて、ビールを飲んだ。

　飛露騎たちも順番で一口ずつ、一パックの焼きそばを回していく。

「あー、うん、紅ショウガと焼きそばの相性っていいよね」

「青のりの香りもだよ、ヒロくん」

「思ったより具も多いわね……。くっ、なかなかビールに合うじゃない……」

　お好み焼きを推していた津つ留る美みも、ぶつくさ言いながらビールを美お味いしそうに飲んでいる。

「ジャンクと言いつつ、このクオリティ……。私はジャンクと言われたからにはもっと、こう、ひどくて雑でどうしようもない食べ物なのかとばかり思っていました。この国の食のクオリティーは想像以上でございます」

「吾わが輩はい的には、これはすっごく好みなのだわ！」

「じゃあ、きっとお好み焼きもたこ焼きも好きだと思うよ」

　言いながら、飛露騎は紅べに緒おが買ってきたたこ焼きのパックを開けた。同様に、紅緒もお好み焼きのパックを開ける。

　どちらも、立ち上る湯気の中で鰹かつお節ぶしが揺れていた。

　パックの中で二つ折りになっていたお好み焼きからは、ほんのりと焦げ目がついた豚肉や焼きそばなどの具が、たっぷり塗られたソースやマヨネーズの隙すき間まからチラチラ見えていた。

　たこ焼きの方は鰹節の下にたっぷりの刻みネギが盛られている。

「ふふふ、こういう屋台のお好み焼きはね、広島風とはちょっと違うんだけど、たいてい焼きそばも入っているの。つまり、焼きそばの上位互換と言っても過言ではないのよ！」

　津留美が胸を張って碧に言い放った。

「いやいや、過言でしょ。確かに焼きそばは入ってるけど、全然別の食べ物じゃん」

「負け惜おしみね！　論より証拠、さあ、ロフィーナ姫、召し上がってみて下さい！」

　今度は津つ留る美みがロフィーナに「あーん」をする。

「この白いのはマヨネーズですわね？　マヨネーズが加わって、ジャンク度が一気に跳ね上がった気がしますわね」

　食べてみて、ロフィーナが苦笑する。

「でも、これも美お味いしいですわ。カリカリのお肉が香ばしくて、卵の半熟のとろっとした黄身との相性も抜群ですわね」

「確かに、先ほどの焼きそばよりは豪華な気がいたします。私はシンプルな焼きそばの方が好みですが、ビールに合わせるには甲乙つけがたいのも確かかと」

「粉ものはカロリーが気になるけど、やっぱり美味しいんだよねえ……」

「これも美味しいのだわ！　これは合衆国の人間なら誰もが好きな味なのだわ！」

「ローズちゃん、おせちよりテンション高いのはどうなのよ。まあ、実際、お好み焼きは海外の人の反応もかなり良いみたいね。お好み焼きは色んなバリエーションがあるし、ちゃんとしたお店で食べたらもっと美味しいから、色々探してみるといいと思うわよ。もちろん、焼きそばもだけど」

「それはいいことを聞いたのだわ！」

「まあどっちも美味しいけど、たこ焼きを忘れてもらっちゃ困るな。はい、姫」

　今度は飛ひ露ろ騎きが「あーん」とたこ焼きをロフィーナに差し出した。

　それまでと同様に差し出されたものを口に入れたロフィーナだったが──

「姫様、お顔が真っ赤になっておいでですが」

「あたしとしては、すっごいぐぬぬ顔になってる我が妹が面白いわ」

「ちょっとちょっと、そこはあんまり刺激しないでください！」

「これが俗に言う青春なのだわ……！」

　そんな中で、紅べに緒おがハッと閃ひらめいたように顔を上げて、

「ヒロくんも食べなよ！　はい、あーん！」

　とたこ焼きを飛露騎の口元に突き付けた。

「え、あ、うん」

　突然のことでつい素直に差し出されたたこ焼きを口に入れてしまった飛露騎だったが、直後に猛烈な照れくささに襲われた。

　焼きそばやお好み焼きを食べている間に多少冷めてしまったが、それでも中は熱く、とろっとした中身にくにくにしたタコの食感とネギのシャキシャキ感、それらの食感を濃厚なソースとマヨネーズが上う手まくまとめている。

　が、そんな味がわからなくなるほどに、顔が熱くなるのを飛露騎は感じていた。












「おお、これはファインプレーかしら！」

「あからさまなニヤニヤ展開にビールが美お味いしゅうございます」

「だから、あんまりこの話題は広げないでと何度言えば……」

「たこ焼きもグッドテイストなのだわ！」

　そんなこんなでたこ焼きも食べ終え、

「紅べに緒お様イチオシのリンゴ飴あめは甘かん味みのようですから、いよいよあのケバブなる食べ物でしょうか」

　とヴヴが言った。

「あ、はい」

　と、飛ひ露ろ騎きは買ってきたケバブサンドを取り出した。

「これは辛からくないヤツなんで、姫とローズで分けてね。こっちのは辛い味付けらしいんで、まあ、五人で二個だとちょっと分けにくいけど」

「あー、うん、じゃあヒロと紅緒で半分こするといいわ。あたしたちは三人で分けるから。ヴヴちゃん、津つ留る美みちゃんも、それでいいわよね？」

　によによと笑いながら訊きく碧みどりに対して、

「もちろんでございます」

「異議なし異議なし」

　と二人はノリノリで答えた。

「もう、お姉ちゃんったら……！」

　紅べに緒おが顔を真っ赤にして、消え入りそうな声で呟つぶやく。

「ローズ、これ、半分にすると中のお野菜がこぼれてしまいそうですから、直接半分食べてから渡すということでよくて？」

「全然問題ないのだわ」

　そんな二人のやりとりに、碧みどりがにんまりと笑った。

「そうねー、ロフィーナちゃんの言ったやり方が一番だわねー」

　その言葉の端はし々ばしがこの上なく白々しい。

「確かに割りにくそうだよね、これ」

　ケバブサンドを見ながら、飛ひ露ろ騎きもうなずいた。刻んだキャベツやレタス、トマトなど、肉と一緒に挟まっている野菜はたっぷりで、しかもピンク色っぽいソースもたっぷりとかかっている。割ろうとして失敗したら大惨事になりそうだ。

「だからほら、ヒロもパクッと半分行っちゃいなさいよ。ほらほら」

「……なんで碧さんそんなに急せかすんですか？」

「そりゃアレよ、えーと、次の順番の紅緒が待ってるからよ」

「あー、まあ、確かにそうですけど……。でも、今、えーとって……」

「いいからいいから」

　碧の言葉や津つ留る美みの視線に急かされて、飛露騎はケバブサンドを口にした。

　シャキッとした野菜の歯は応ごたえと、肉の香りと脂あぶら、そしてピリッとした辛からみと香こう辛しん料りようの香りが口いっぱいに広がった。

　ソースはおそらくヨーグルトベース。そこにチリソースや香辛料をブレンドしたのだろう。こんがりと焼けた牛肉の香ばしさが上手に引き立てられていて、野菜たっぷりにもかかわらず、しっかり肉料理を食べたという満足感があった。

「あ、これは美う味まいね。お店にも行きたくなるなあ」

　たったの半分ですら感じる満足感を堪たん能のうしつつ、飛露騎は「はい」と残り半分を紅緒に差し出した。

「う、うん……」

　顔を真っ赤にして、紅緒がそれを受け取る。

「ちょっとやりすぎだったんじゃない……？」

　津留美が碧を肘ひじでつつきながら、小声で言った。

「えー。うーん、そうかなー。お姉ちゃんとしては、妹の味方をしたつもりなんだけど」

　碧はちょっとバツが悪そうに頭を搔かいた。

　その背後では、ロフィーナとローズが、

「これはお肉の味もさることながら、ソースの香りがすごく刺激的ですわね」

「昨日からさっぱりした和食が続いていたから、スパイスの香りがいっそう強烈に感じられるのだわ！」

　と二人で美お味いしそうにケバブサンドをシェアして堪たん能のうしていた。

　紅べに緒おはそんな周囲の様子さえ目に入らないようで、うつむき加減の顔を真っ赤に染めたまま、ケバブサンドを一口かじって、

「間接キス……」

　と誰にも聞こえない小さな声で呟つぶやいた。

　もはやケバブサンドの味がわかっているかさえ怪しい様子の紅緒であったが、それに飛ひ露ろ騎きが気付くことはなかった。




　そんなこんなで、デザート代わりにリンゴ飴あめを食べながら帰途につき、幸せで楽しい新年初日を終えたのだった。





お正月カレー







　翌日。

　二日目も昼間から酒盛りを始めた飲のん兵べ衛えどもにおせちも食べ尽くされてしまった午後。

「何を作っていますの？」

　キッチンに入ってきて訊きいたロフィーナに、飛露騎は、

「カレーだよ。なんかよくわかんないけど、我が家ではお正月はおせちに飽きたらカレーっていう定番があってさ」

「カレーって、以前食べたチーズが入ってる食べ物ですわね？」

「そうそう。まあ、素人の僕じゃあんな深い味は出せないけどね」

「それは仕方ありませんわ。この世界の料理人はわたくしが見てきた世界の中でもトップクラスに技量が高いですもの。よほどの天才ではない限り、同じだけ修業を積まなければ不可能ですわよね」

「碧みどりさんが選ぶ店はどこもレベル高いからなあ」

「でも、普段飛露騎が作るごはんも充分美味しいですわよ」

「それは……ありがとう」

　ストレートに褒められたのが少し照れ臭くて、飛ひ露ろ騎きはグルグルとカレーをかき混ぜる速度を速めた。

　と、後ろから、

「あ、すごくいい匂におい！　ヒロくん、カレー作ってるの？」

　と紅べに緒おがやってきた。

「うん」

「カレーといえばチーズだよね！　チーズカレー美お味いしかったし！」

「お前もか」

　飛露騎とロフィーナは思わず苦笑した。

「普通はカレーって牛か豚か鶏とりかみたいな話になるもんじゃないの？」

「シーフードもあるし、欧風インド風も派閥はあるよ？　あ、私はバターチキンカレーが好きかなあ」

「チキンは煮込むとすぐ固くなるんだよなあ。確かにバターチキンカレーは美味しいけど」

「……なんだか、カレーって色々ありますのね」

「うん、すごく多いよ。世界中で愛されてる料理だから、細かいバリエーションも含めたらすごい数になるんじゃないかな」

「それは、とてもよくわかりますわ。あんな美味しいもの、嫌いな人はそうそういませんものね」

　ロフィーナの言葉に、飛露騎も紅緒も深くうなずいた。

「ヒロくん、味見していい？」

「いいよ。姫も味見する？」

「もちろんですわ！」

　飛露騎は小皿にカレーを少し取り、二人に手渡した。

　二人がそっとカレーを口にする。

「あら、自信がないようなことを言っていましたのに、充分美味しいですわよ」

「それは市販のカレールウの力だよ」

「でも、なんだかホッとする味だよねえ。高価なおせちは美味しかったけど、続くと疲れちゃうっていうか、肩が凝っちゃうっていうか」

「自分の家が一番落ち着くみたいな？」

「そうそう」

　しかし、それは飛露騎も理解できた。自分の料理が毎日食べて飽きない味だとは思っていないが、身の丈に合わない料理は緊張してしまう、というのも事実だ。

「あ、そうだ、ヒロくん、チーズ入れようよ！　チーズ！」

「それは名案ですわね、紅べに緒お！」

「でしょでしょ」

　二人はいそいそと冷蔵庫を開けた。

「ちょ、待って待って！　とろけるチーズは買ってあるけど、今から入れて煮込んだんじゃ全部混ざってグチャグチャになっちゃうよ！」

　慌あわてて、飛ひ露ろ騎きが二人を止めようと声をかける。

　二人はなんとかしたいけど火にかけた鍋なべから離れられないジレンマに苛さいなまれながら、

「あーもう！　大丈夫だから！　ちゃんとチーズカレーにするから！」

　と懇願するように叫ぶ。

　きっとこんなふうに困ったり楽しかったり、もちろん美お味いしかったりの賑にぎやかな一年になるんだろうなあ、とため息交じりに笑った。

　それはそれで楽しいのだから、きっとそれでいいのだろう、と。





あとがき







　のれんをくぐって、いつものカウンター席に座る。メニューを手に取り、「本日のオススメ」に目を通し始めた頃に、馴な染じみの店員さんが、

「いらっしゃい」

　と、おしぼりとお通しを持ってきてくれた。

「〆しめ張はり鶴つるの純米吟醸を。あと、クリームチーズの酒しゆ盗とう和あえも」

　一人居酒屋において、最初に『長持ちするつまみ』を頼むのは私の中では定石だ。一人だと、頼んだ料理が来るまでとにかく手持ち無沙汰なのだ。ちびちびつまめる肴さかなが陣営にいることで、この手持ち無沙汰を封じ込めることができる。

　あん肝の酒蒸し、かにみそなども長持ち系の良いつまみだ。蕎そ麦ばを出すようなところだと、味み噌そと蕎麦の実を混ぜた蕎麦味噌なんかも捨てがたい。

　個人的には『なめろう』もこの分類なのだが、生ものだけに早く食するべきなのと、実際に調理後すぐ食するのが粋とされているのが難しいところである。

　その究極が塩をなめながら飲む、ということなのだろうが、不肖のこの身は塩で飲む境地には至れる気がしない。やはり、美う味まい酒には美味い料理が欲しい。

　やがて運ばれてきた小さな器うつわには、真っ白いクリームチーズと、その上にソースよろしくぶっかけられた酒しゆ盗とう──カツオの身や内臓を塩しお辛からにしたピンク色の珍味。

　最初にメニューで見たときには「なんだその組み合わせは……」と首を捻ひねったものだが、一度頼んでみたら見事にやみつきになった。

　クリームチーズが酒盗の塩辛さをまろやかにして、その上チーズの旨うま味みと酒盗の旨味が重なり合って、足し算ところか掛け算で美う味まさが高まっていく。

　そして、二種の旨味の後味が残る口に美味い酒を含めば、さらなる掛け算が始まるのである。

　最近はワインを置く寿す司し屋もあるなどと聞いて、「どうなんだ、それ」などと思っていたものだが、こうして自分もチーズで日本酒を飲んでいるのだから、案外悪くないのかもしれないなあ、と考えを改めた次第である。

　酒と肴さかなの関係は、もっと自由でいいのかもしれない。ガンプラくらいに。




　というわけで、メシテロラノベ第二巻でございます。

　行きつけのお店では、冬場には本作にも登場した『自家製イカの塩辛』が珠玉だと思っていますが、クリームチーズ酒盗和あえはオールシーズンあるのが良いところだと思っているおかざきです。

　あと、春はホタルイカの沖漬けが好きです。あれが出始めると「春が来たなあ」って思います。タケノコや山菜もいいですね。

　夏はなんといっても夏野菜。茄な子すの煮浸しとか大好きです。

　秋は言わずもがな、食欲の秋と言われるくらい、美お味いしいものの宝庫ですね。

　酒を飲みながら、肴で季節感も楽しめる日本って素敵です。

　不景気が長引く昨今ですが、美味しいお店を見つけておいてたまにふらっと行ってみると、それだけで幸せを感じられたりします。

　お酒が飲めない方も、本編で触れたようにランチをやっている居酒屋さんも結構ありますから、ちょっと覗のぞいてみてはいかがでしょうか。




　最後に、素敵なイラストを描いてくださったおしおしお先生、関係者の皆様と、お買い上げ頂きました読者の皆様に御礼を申し上げます。ありがとうございました。
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